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			物理さんで無双してたらモテモテになりました④

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・ナカムラナナフシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ　主にシャルルを愛でる一日。

			第１話　ミーアがラクトに甘えたり、シャルルが修業したりするお話。

			第２話　シャルルの修業と新展開の序章のお話。

			第３話　地底湖マップの突入手前なお話。～リアとかカミーユとか～

			第４話　地底湖マップ・突入準備編。

			第５話　クリスタルレイクの恐怖。

			第６話　襲撃者を撃退するお話。

			第７話　セシリア、ツンデレ、理不尽暴力。

			第８話　水系ダンジョンを探索するお話。

			第９話　セシリアたちとの合流と別れ。

			第10話　ライフルフィッシュ。～殺意なき殺戮者～

			第11話　世界よ。これがセシリア＝フェアゲッセンだ。

			第12話　巨大クラゲ襲来。

			第13話　VSクラゲ。

			第14話　クラゲとの戦いが終わって――。

			第15話　孤独なシャルル。

			第16話　シャルルVSアームクラブ。

			第17話　シャルルとレミナのふたり旅編。

			第18話　強襲と奇襲。

			第19話　いとも容易く行われるゲスい行為。

			第20話　現れたるは、迷宮の番人。

			第21話　シャルルの戦いとライナの過去。

			第22話　シャルルVSミノタウロス。

			第23話　ラクトたちの帰還。

			第24話　恥じらう乙女と引き込むラクト。

			第25話　わくわくお風呂編・前編。

			第26話　わくわくお風呂編・後編。～ウサギの尻尾は性感帯～

			第27話　リンディスちゃんの処女をいただくお話。

			番外編　セシリアさんの悶々。

			第28話　ケッコンのお話。

		

	
		
			　

			プロローグ　主にシャルルを愛(め)でる一日。

			　

			　コトコトコト。シチューを煮込む音で目が覚める。

			　両脇にくっついているレミナとロミナ。オレの上でくぅくぅ寝ているリアのおっぱいを感じながら、オレは香りを吸い込んだ。腹が減ってキュウと鳴る。

			（ん………。）

			　同時にリアが目をあけた。至近距離からオレを見つめて――。

			（チュッ………。）

			　おはようのキスをしてくる。

			　オレはリアを抱き返し、お尻(しり)や背中をたっぷり撫(な)でた。

			　リアはもちろん裸なので、すべすべのふわふわだ。

			　朝ということも相まって、元気な下半身がリアの下半身に当たる。

			「………えっち。」

			　リアはほっぺたを赤くした。体を動かし、自身の頭をオレの下半身に持っていく。そのままかわいい口を使って、寝起きの分を処理してくれた。

			　オレもお礼に、一発やった。

			　そのあとは服を着せ、ロミナやレミナを起こしてやって居間にでる。

			「あー♡」

			　オレのミーアが、八重歯の見える愛らしい笑みを浮かべた。

			「おはようっ、ラクトさんっ♡」

			　お約束のようにキスをしてくる。

			「ロミちゃんもぉ、リアちゃんもおはよぉ～」

			　ロミナとリアのほっぺにも、チュッ♡　とかわいいキスをする。

			　ミーアは子ども好きである。面倒を見るのも、実際に作るのも大好きだ。

			　ただしミーアも十四歳と、けっこう幼い。

			　この世界の十四歳は、わりと大人のあつかいではあるが。

			「ラクトさまっ?!」

			　そして料理を作っていた女の子――オレのシャルルがこっちを向いた。

			　着ているものは、白と黒のエプロンドレス。いわゆるメイド服である。頭には白いカチューシャもつけられていて、とてもかわいい。

			　シャルルはせかせかと動き、ナベを居間の中央の台座に置いた。

			「きょうの朝ごはんであります……わん」

			　シャルルは固く緊張しながら、白いシチューをオタマで混ぜた。みんなの分を器に入れる。

			　だがオレは、シャルルの手つきではなく胸元を見ていた。

			　シャルルが着ているメイド服は、オレが作った品である。胸元があいていて、シャルルのエロすばらしい巨乳が、エロすばらしく見える。

			　シャルルがちょっと動くたび、胸の谷間がむにゅう♥　むにゅうぅ♥♥　と強調される。

			「ラクトさま……」

			「なんだ？」

			「あんまり見ないでほしいであります……わん」

			　シャルルは顔を赤くして、両の腕で胸元を隠した。

			「隠すなら、そんなエロい服を着なきゃいいのに」

			「このようなお服をお作りになったのも、着るように言ったのも、ラクトさまでありますうぅ～～～～～～～～～」

			「オレが死ねって言ったら死ぬのか？」

			「はうっ……！」

			　シャルルは心臓を射(い)貫(ぬ)かれたかのように目を見開いて、瞳(ひとみ)に涙を滲(にじ)ませた。深くうつむき、力なくつぶやく。

			「ラクトさまに死ねと言われるようなシャルルに、生きている価値などないであります……」

			　その様子から、軽い気持ちではなく本気で考えて言っていることがうかがえた。

			　確かにシャルルは、それほどオレに忠実な子だ。

			　オレはお詫(わ)びの意味も込め、シャルルの頭を撫(な)でてやった。

			「はうぅ～～～♥♥♥」

			　シャルルはオレのナデナデを受けて、くるんと丸くなってる尻尾(しつぽ)をパタパタと振った。

			　そんな感じで、オレたちは朝食を食べた。

			　食事が終わると休憩だ。一息ついて、ゆったり座る。

			（もそもそ。）

			　くっついてきたリアを抱きしめ、口にキスをしたり、背中をよしよし撫(な)でたりしたり、イチャイチャべたべたとする。

			　シャルルは食器を洗っているが、オレは黙って見つめてる。

			　最初は手伝おうとしていたのだが、恐縮されてしまったのだ。

			　シャルルが小さく動くたび、丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)や、スカートに包まれたお尻(しり)がふりふりとゆれる。

			　オレは見ていて、ガマンできなくなってきた。

			「シャルル」

			「はうっ?!」

			　シャルルを背後から抱きしめて、巨乳をぐにゅぐにゅ揉(も)みしだく。最初はメイド服越しに、次は胸元の隙間に手をすべり込ませて直接だ。そそり立った下半身はシャルルのお尻(しり)に押しつけて、上半身と下半身でシャルルを楽しむ。

			「はぅわぁんっ！　はぅわぁんっ！　ダメで、ダメでありますうぅ～～～」

			　オレはシャルルを前のめりにさせて、スカートの下のパンツをおろした。剥(む)きだしになったオンナノコの部位に指を差し入れ、くちゅくちゅといじる。

			「とか言いながら、体はこんなにしてるじゃないか」

			「はうぅ～～～～～～～～～」

			「ウソつきな娘(こ)には、おしおきだなっ」

			「はぅわぁんっ！　はぅわぁぁぁんっ！」

			　ぐっちゅぐっちゅぐっちゅ。

			　オレはシャルルをたっぷり楽しみ、奥までねじ込んで射精した。

			「はうぅ……♥」

			　シャルルは恍(こう)惚(こつ)で虚(きよ)脱(だつ)して、ぐったりとうなだれた。

			「ぴと………。」

			　リアが背中にくっついてきた。自分の存在をアピールするかのように、おっぱいを（むにゅ………。）と押しつけてくる。

			　一見すると無表情だが、ほっぺたはほんのりと赤い。

			　朝からヤキモチ妬(や)きである。

			　オレはリアの服を脱がして、乳首を吸いながら生のおっぱいをやわらかく揉(も)んだ。たっぷりとかわいがる。

			　行為のあとは、シャルルの代わりに食器を洗った。

			　食器洗いが終わって一息つくと、シャルルは寝室に入る。メイド服から黒い戦闘服に着替え、鞘(さや)に納められた剣を抱きしめている。

			「あの……。ラクトさま……」

			「剣の訓練か？」

			「……はい」

			　そういうことなら手伝おう。オレはゆったり立ちあがり、家の前の空き地に行った。

			　基本の型稽(けい)古(こ)から、実践風の打ち合いもする。

			　シャルルはカバーをつけた剣を使うが、オレはダガーよりもすこし長い棒だ。

			　シャルルの攻撃を簡単にいなし、生まれる死角に棒を当てる。

			　シャルルの相手をすることは、オレにとっても基(き)礎(そ)の復習になる。

			　カキィン！　カキィン！　カキィン！

			　かなり打ち合ったところで頃合いを見て、オレはシャルルの胸元を突く。

			「きゃわんっ！」

			　かわいいシャルルが倒れたところで訓練は終了。家へと戻る。

			「おかえりなさぁい、ラクトさん♡」

			「ああ、ただいま」

			「できてるからね？　準備さんっ」

			　ミーアが用意してたのは、お湯の入った桶(おけ)とタオルだ。

			「汗をかいたら、汗を流さないといけないもんな」

			「はうぅ……」

			　オレが言うと、シャルルは赤くなってうつむく。オレのことをチラチラ見るが――。

			「早く脱げよ」

			「りょうかいであります……わん」

			　オレが短くそう言うと、泣きそうなほどに恥じらいながら、オレに背を向けてストリップを始めた。

			　まずはズボン。黒いスパッツ風のそれに手をかけ、するするとおろす。白いパンツに包まれた、かわいいお尻(しり)が現れる。

			　次に上着だ。黒い服が脱げていき、綺(き)麗(れい)な背中が現れる。

			　最後にパンツも下ろされて、一糸まとわぬ姿になった。

			「それでは、おねがいしますで、あります……」

			「うむ」

			　オレはタオルをお湯で濡らして、シャルルの背を拭(ふ)く。

			「はうぅ～～～～～～～～～！」

			　敏感なシャルルは、ビクビクと震える。続いてオレは、首や鎖(さ)骨(こつ)を攻めあげて、本丸と言えるおっぱいに進んだ。

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルがかわいい悲鳴をあげるが、オレは胸をぐにゅぐにゅ揉(も)んで、耳元でささやいた。

			「ここは汗が溜まるんだから、たっぷり拭(ふ)いてやらないとダメだろ？」

			　などと言いつつ、胸の谷間に手をすべらせる。ずりゅっ、ずりゅっと拭(ふ)いてやる。

			　えっちなサイズのえっちな胸が、オレの手を両サイドから圧迫した。

			　ぷるっ、ぷるっ、と愛らしくゆれる。　

			「次は尻(しり)だな」

			「はうぅっ?!」

			　シャルルが泣きそうになった。

			　でも容(よう)赦(しや)しない。

			　オレは生き物に例えると、生きているセクハラというぐらいにエロい。

			「体を拭(ふ)くなら、お尻(しり)も拭(ふ)くのは当然だろ？」

			「ここにいるシャルルは、自分でも拭(ふ)けるシャルルでありますうぅ～～～～～～～～～」

			「そういう問題じゃないんだよ」

			「りょうかいであります……わん」

			　シャルルは四つん這いになった。

			　オレは布をお湯で濡らして、シャルルのやわらかなお尻(しり)に当てる。

			「はうっ……！」

			　ぐにゅっ、ぐにゅっ、ぐにゅっ。揉(も)むように拭(ふ)く。

			「はぅわぁんっ……！　はうっ、はうっ、はぅわぁぁんっ……！」

			　シャルルは甘い陶(とう)酔(すい)の混ざった愛らしい声をあげる。

			　そんな声を聞いてたら、ガマンなんてできるはずない。

			　オレはオレのズボンを降ろした。

			「ラクトさまぁ?!」

			　シャルルが哀願するような声をあげるが、やっぱり容(よう)赦(しや)なんてしない。

			「動くなよ」

			　とだけ言い、ずぷっと挿れた。シャルルの秘部は、とても熱くて、とろとろに溶けていた。

			　恥ずかしがり屋なシャルルだが、むっつりスケベの淫乱ピンクっ子でもある。

			「はうぅぅぅ…………っ！」

			　シャルルは悶(もだ)えて、床に伏せた。えっちなサイズのえっちな胸が、床で潰れてエロいことになった。

			　オレは腰を前後に動かす。

			「はぅわぁんっ！　はぅわぁぁぁんっ！　こすれるで、こすれるでありますうぅぅ！　ラクトさまのおペニスが、シャルルの中でっ、中で…………はうぅ～～～～～～～～～！」

			　ピストンをくり返していると、気持ちよくなってきた。高鳴る快楽をペニスの先端に集中させて、ズンッ！　と奥までねじり込み――。

			　どぷうっ！　どくどく、どぷうぅ！

			　真っ白な欲望を、シャルルの中にたっぷりだした。

			「はうぅぅ…………」

			　シャルルは床に突っ伏したまま、恍(こう)惚(こつ)にとろけた。それでも尻尾(しつぽ)はパタパタと、うれしそうに振られていた。もう完(かん)璧(ぺき)にメス犬というか、メスシャルルである。

			　かわいい。

			　行為が終わって休憩すると、シャルルはメイド服に着替え、家の中のことをする。

			　部屋の掃除や、衣服やベッドのシーツの洗濯である。

			　オレは黙ってそれを見ている。

			　ここも食器洗いの時と同じく、やろうとしても『シャルルがシャルルがやるのでありますっ！』と言われてしまう。

			（はうぅぅ～～～！）

			　しかしオレに見守られているシャルルは幸せそうで、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)をぴこぴこパタパタ振りまくる。とにかくオレの役に立つこと、立てることが、うれしくって仕方ないのだ。

			　かわいい。

			　そのあとオレは、病院にいるライナのお見舞いにでかけたり、シャルルたちと夕食を食べたりとして一日をすごす。

			　そして夜中にベッドに入ると――。

			「あの……。ラクトさま……」

			「なんだ？　シャルル？」

			「よろしければ、その……」

			　シャルルは小さく縮こまり、消え入りそうな声で言った。

			「今(こ)宵(よい)も……、かわいがってほしいのであります…………わん」

			「朝とか昼に、あんなにたっぷりしたのにか？」

			「はうぅ～～～～～～～～～」

			　言われてしまうと恥ずかしいのだろう。シャルルは両手で顔をおおった。

			　かわいい。

			　オレはシャルルのおっぱいに手をかけた。えっちなサイズのえっちな胸は、まさに爆乳と呼ぶにふさわしい。

			　ぐにゅうぅ。もにゅっ。もにゅうぅ！

			　両手でたっぷり寄せてはあげ、顔をうずめて乳首を吸った。チュパチュパ吸った。

			「はうぅぅぅん……！」

			　そしてシャルルは、実になまめかしくってエロい、官能の声をもらした。

			　

			　まったく――シャルルは淫乱ピンクだぜ。

		

	
		
			　

			第１話　ミーアがラクトに甘えたり、シャルルが修業したりするお話。

			　

			　そんな感じで、三日ぐらいが過ぎた。

			　その日もオレたちはシャルルが作った朝食を囲み、みんなで食べる。

			　今日の予定を話し合ったりもした。

			「アタシはやっぱり、ダンジョンにもぐったりするじゃんね」

			「わたしは図書館で勉強します！」

			　レミナとロミナがそう言って、リアは（ぎゅ～～～～～～～～～。）とオレにくっつき、『離れたくないアピール』をする。

			　シャルルは剣の稽(けい)古(こ)を希望したりしていたが――。

			「なぁ、シャルル」

			「はいっ！」

			「今日の稽(けい)古(こ)は、学園のほうでやってみないか？　組手はいろんな人としたほうがいいし、おもしろい施設があるかもしれないし」

			「シャルルはシャルルは、ラクトさまがおっしゃるのであれば、火の中であろうと助走をつけて飛び込むシャルルでありますっ！」

			「それじゃあボクは、おるすばんかなぁ」

			「留守番でいいのか？」

			　ミーアは自分のシチューをスプーンでかき混ぜ、オレに『あーん』と食べさせた。

			「いたほうがいいでしょお？　おうち帰ってきた時に、裸エプロンで『ただいまぁ♪』って言ってくれるオンナノコとかさー」

			　想像してみた。

			　帰宅したオレを、裸エプロンで出迎えてくるミーア。オレに抱きついてキスをして――。

			『ごはんもあるしお風呂もあるけど、ボクにしよっ？　ねーえ、ボクにしよぉ～～～♡♡♡』

			「それは確かに……すばらしいな」

			「えへー♡」

			　ミーアはかわいい八重歯を見せた。

			「っていうかイメージでムラムラとしてきたので、ちょっとこっちにきてください」

			「やあぁ～～～ん♡　ラクトさん、えっちぃなぁ～～～♡」

			　ミーアは頬に手を当て身をよじる。ピンク色の小悪魔な尻尾(しつぽ)がふりふりとゆれた。

			　オレはミーアの腕をつかまえ、オレのほうに引き寄せた。あいさつ代わりに胸を揉(も)む。

			「ハぁ～～～～～～ンッ♡♡♡」

			　この世界にブラジャーはない。胸の触感も指の刺激も、ほぼダイレクトに伝達される。

			　オレはミーアを抱きあげた。

			「それじゃあ寝室でやってくるけど、みんなはどうする？」

			「わわっ、わたしは、朝からは……その…………」

			「アタシも、恥ずかしい……じゃんね」

			「シャルルもシャルルも、昨日は、三度も愛していただいたシャルルでありますし……」

			　ロミナとレミナとシャルルは、まるで初めての時のように、もじもじと恥じらった。

			（………。）

			　逆にリアは積極的だ。頬をほんのり赤らめて、（くい………。）とオレの袖(そで)を引く。

			「するってことでいいのか？」

			（………こく。）

			　リアは小さくうなずくと、テレパシーで言ってきた。

			（いっぱい、してほしい………です。）

			　オレも心の中で答える。

			（朝だから、いっぱいはできないよ？）

			　それでもリアは満足らしい。オレの後ろについてきた。

			　オレはミーアを押し倒し、キスをしながら胸を揉(も)む。同時にするりと、パンツの中に手を挿れた。

			「あんっ！」

			　ミーアの口から嬌(きよう)声(せい)があがる。

			　オレは同じく仰向けになったリアの秘部にも指を挿れた。

			「んっ………。」

			　リアはキュッと瞳(ひとみ)を閉じて、オレの指に感じ入る。

			　くちゅくちゅくちゅ。オレはふたりの股間をいじった。

			　そしてふたりをかわいがっていると――。

			「ラクトさま……」

			「なんだ？」

			「やはり……。その…………」

			「してほしくなったのか？」

			「はうぅ～～～～～～～～～」

			　オレが意地の悪い笑みを浮かべて言うと、シャルルは困った顔をした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな感じで朝を終え、オレたちは学園に出向いた。

			　中庭を越えて受付の女の人と話し、剣術科へ向かう。

			　シャルルとリアを連れてるせいか、途中ですれ違った男たちのほぼ全員が、羨(せん)望(ぼう)の眼差しでオレを見た。

			『剣術科』と呼ばれる場所は、一口に言ってもいろいろとあった。

			　体育館のような建物がいくつもあって、やっていることがそれぞれ違う。

			　剣術同士で組み手をしているところがあれば、淡々と素振りをしているところもあって、ただ走り込むためのグラウンドもある。

			　その中でオレの目を引きつけたのは、とあるひとつの訓練場だ。

			　ヒュンッ、ヒュンッ、ヒュンッ。

			　頭にハチマキを巻いた赤い髪の少女が、細めの木に剣を振ってる。

			　木はそのたびに切られ、地面に落ちては地面に吸われる。

			　そして少女の前の木は、切られるたびにニョキリと生える。

			「無限の木(インフイニツト・ツリー)を使った連切りか」

			　オレがポツリとつぶやくと、少女の動きがピタリと止まった。

			　オレを見て、ほっぺたの汗を簡単にぬぐう。

			「…………あなたですか」

			　剣を振っていた少女――赤(あか)峰(みね)ユキが、目つきの悪い瞳(ひとみ)をこちらへと向けた。

			　剣をパチリと鞘(さや)に納める。

			「本日は、どのようなご用件で？」

			「そっちこそ、剣は専門外じゃないのか？」

			「苦手なわけではありませんし、剣というより、心を鍛(きた)えるために振っていました」

			　ユキはオレをチラと見て、頬を染めて目を伏せた。

			（ぎゅっ）

			（ぎゅっ～～～～～～～～～[image: kaommoji_1.png]）

			　シャルルとリアが警戒し、オレにくっつく力を強めた。

			「先日あなたに『かわいい』と言われたわたしは、不覚にも心臓を跳ねあげてしまい、恋と似た症状に陥(おちい)りました。わたしとしては、そのような形で好意を抱くのは不本意なので、連切りをしていた次第です」

			「ずいぶんと真面目だな」

			「わたしは……。その、恋とはもっと、劇的な…………。例えばわたしが危機のところに、白馬に乗った王子さまがっ、がっ――――」

			　最初は淡々と語っていたユキ。しかし途中で恥ずかしくなってきたのだろう。

			　気の毒なほど真っ赤になって、ろれつも回らなくなっていた。

			「とにかくそういうわけにゃのですっ！　わたしはわたしはちょっとかわいいと言われたぐらいで、恋に落ちたくはにゃ――！」

			　ユキは途中で舌を噛み、口を押さえて地(じ)団(たん)駄(だ)を踏んだ。

			　意外と乙女(おとめ)でドジっ子である。

			　かわいい。

			「ところでまだ残ってる？　インフィニット・ツリーの種」

			「知っているのですか……？」

			「修業時代はけっこう切ってた」

			「………………」

			「どうした？」

			「ああっ、いえ。インフィニット・ツリーは十九層の森林マップのボスである、エンドレス・ナイトメアの種子を、この学園の始(し)祖(そ)さまである、アルファズール＝フェアゲッセンさまが錬金術で作り変えて無害なものにした植物であり、この学園独自の練(れん)用(よう)樹木と聞いておりましたので」

			「そうなのか」

			「はい」

			　つまりオレをこの世界に呼んだあの人は、この学園と関係していた時期があるっていうことなんかな。

			　まぁいいや。

			「とにかく種があるんなら、ちょっと分けてくれないか？　買ったものならカネもだす」

			「一〇粒セットで三〇〇〇ジルです」

			「ありがと」

			　オレは銀貨三枚を渡し、小さな袋を受け取った。

			「剣を抜け、シャルル」

			「はいっ！」

			　シャルルがしゅらりと剣を抜く。

			　オレも自身の剣を抜き、種をひと粒、指で弾いた。

			　空き缶ぐらいの太さをした木が、にょきにょきと生えてきた。

			「ハッ！」

			　オレは剣を斜めに振った。そしてすぐさま手首を返し、横薙(な)ぎに払う。

			　木に二(ふた)筋(すじ)の線が入り、バッサリと切れた。

			　そしてにょきにょき伸びてくる。

			　オレは先と同様に、剣を鋭く斜めに振って、横薙(な)ぎに払う。

			　そんな感じで切り落とし、シャルルに説明を入れた。

			「これが連切りだ。伸びてくる木を延々と切って、物を斬る感覚を体の中に覚え込ませる」

			「はっ……はいっ！」

			　シャルルは元気な返事を返した。剣を振りあげ、見よう見まねで斬(ざん)撃(げき)を放つ。

			　が――。

			「はうっ……！」

			　失敗である。剣は木に弾かれて、シャルルは剣を落としてしまった。

			「言っておくけど、この木はけっこう硬いからな」

			「先に言ってほしかったでありますぅ～～～～～～～～～」

			「切る対象がどのくらいの硬さで、どのくらいの力で切ればいいのか判断するのも技量のうちだからな」

			「はうぅ……」

			　厳しくされて、シャルルはしょぼんとうなだれた。

			　なのに尻尾(しつぽ)は、パタパタと振られてた。

			　シャルルの性(せい)癖(へき)、ちょっと心配。

			　だが今は、剣術の時間だ。

			「シャルル」

			「はいっ！」

			「ちょっと剣を構えてみろ」

			「はいっ！」

			　シャルルは剣を構えた。

			　さっきオレがやっていた、斜めに振り下ろすスタイルだ。

			　オレはシャルルの背後に立って、剣を軽く引っ張った。

			「わんっ！」

			　シャルルの体はほんの一瞬、剣ごと引っ張られてしまった。

			「これじゃダメだな。力を入れすぎだ」

			「どういうことでありますか……？」

			　オレは新しく種を植え、オレの剣を振りあげた。

			「剣を握る手は、あんまり強くしちゃいけない。鳥のヒナを握るかのように、やさしくしつつも強くするんだ」

			　シャルルがオレの姿を真似た。

			　オレは静かに瞳(ひとみ)を閉じる。

			「そして自分の腕や肘(ひじ)、手首や指の延長線に、剣の胴体や切っ先がある感覚をイメージしろ」

			　闇(やみ)の中。オレの姿が頭に浮かぶ。

			　剣を振りあげるオレと、そのオレを客観的に見据えているオレ。

			　ふたりのオレが、これから放たれる斬(ざん)撃(げき)の、至高の姿を予測して定める。

			　オレはその、超的な声に従い、瞳(ひとみ)を開き――。

			「ハアッ！」

			　銀色の軌跡が虚(こ)空(くう)に生まれ、小気味よい触感が手のひらに伝わった。

			　眼前の木は、真っ二つになった。

			「とまぁ、こんな感じだ」

			「はうぅ…………」

			　シャルルが涙目になった。

			　確かにオレは、ちょっと無茶を言ってる気もする。

			　もしオレが『超的な声に従え』なんて言われたりしたら、『ホワッツ?!』ってなるぞ。

			　オレは剣を構え直して、自分のイメージを言葉にしていく。

			「まぁ要するに、手や腕で切ろうとしちゃいけないってことだ」

			「手や腕で切ろうとしてはいけない……でありますか」

			「地面と接している足、体の全体を支えている腰。肩の付け根に、両腕の肘(ひじ)。この四点を正しく旋(せん)回(かい)させてやれば、剣は剣で勝手に回る。剣を握る手は、相手に当たる瞬間、軽く締める程度でいい」

			「なるほどであります……」

			　シャルルは剣を構えると、瞳(ひとみ)を閉じて集中していく。

			　自分が放つべき斬(ざん)撃(げき)の姿を、頭の中でイメージし――。

			「わんっ！」

			　スパンッ！

			　小気味よい音が鳴り、細い木は見事に切れた。

			「はうぅ……！」

			　シャルルが歓喜に瞳(ひとみ)をうるませ、オレのほうを見た。

			　オレは笑顔で言ってやる。

			「よくやったな、シャルル」

		

	
		
			　

			第２話　シャルルの修業と新展開の序章のお話。

			　

			「はうぅ……！」

			　歓喜に瞳(ひとみ)をうるませたシャルルに、オレはくり返し言ってやる。

			「よくやったな、シャルル」

			　シャルルはホワアァ……と顔をほころばせ、飛びついてきた。

			「ラクトさまぁ！」

			　不意を突かれてしまったオレは、尻(しり)餅(もち)をつかされる。

			「すごいでありますぅ！　ラクトさまの教え方、すごくてすごいでありますぅ!!」

			　メチャクチャうれしいのだろう。

			　仕事から帰ってきた飼い主の顔を舐める犬のような勢いで、オレの顔に頬ずりしまくってくる。丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、パタパタパタパタッ♪　と、高速で振られている。

			　かわいい。

			　オレはシャルルを引き離す。

			「どちらかって言うと、棒術の経験だろ？　型も形も違うけど、物を振る時のコツって意味では、そんなに変わらないはず」

			「確かにシャルルは、祖母さまにも近いことを言われた記憶があるであります……」

			　オレはゆっくり立ちあがり、剣を抜き打ち斬(ざん)撃(げき)を放った。

			　ピッと小さな音が鳴り、木は真っ二つに切れる。

			　オレはさらに振りあげて、袈(け)裟(さ)切りからの横払い。木を完(かん)璧(ぺき)に切り刻み、剣を鞘(さや)に納める。

			「最終的にはこんな感じで、複数の斬(ざん)撃(げき)を、息を吐くように放てるようになるのを目指せ。

			　けどまずは、袈(け)裟(さ)切りを完(かん)璧(ぺき)にしろ。それができるようになったら、横薙(な)ぎにも挑戦だ」

			「はいっ！」

			　シャルルは元気に立ちあがり、連切りを始めた。

			　オレが作った剣を振るって、ズバッ、ズバッと木を切る。

			　オレはシャルルから離れ、片ヒザを立てて座った。

			（………。）

			　リアが無言で、オレの隣にペタンと座る。

			（すりすり。）

			　肩に肩をこすらせてきたので、抱っこしてヒザの上に乗せてやった。ぽふぽふぽふ。頭もやさしく撫(な)でてやる。

			（ん………♡）

			　リアの瞳(ひとみ)がうっとり細まり、頭の両脇についているぴょこハネがゆれた。

			　かわいい。

			　ユキが声をかけてくる。

			「よいペースですね」

			「最初はな」

			　しかし段々辛くなる。全身は熱くなり、汗が滲(にじ)んでぽたぽた落ちる。

			　ハァ……、ハァ……と息は切れ、腕が痺(しび)れて痛みが走る。

			　剣を剣として振るのではなく、ただの棒を握るのにも近い状態になってしまって――。

			「はうっ！」

			　木をガツッと叩いてしまったりする。

			　そうすると痛い。しっかりと切れれば返ってこない反動が、ダイレクトにくる。

			　現にシャルルは、剣を落とした。

			「大丈夫か？」

			「はい……」

			　シャルルは小さくうなずいた。オレはシャルルの剣を拾って、鞘(さや)に納める。

			「でも休憩な」

			「あの……。ラクトさま」

			「なんだ？」

			「ラクトさまも、この鍛(たん)錬(れん)をおこなったのでありますか？」

			「オレの場合、『ノルンの部屋』っていう名前がついてた特殊空間の中で、三日三晩延々と切り続けたりしていたな」

			　部屋の中の一日で、外の世界の一時間とか、そんな感じの空間だった。

			「ラクトさまは、努力をなさって今のお強さでいらっしゃるのですね…………」

			　シャルルはなんか、ポーッと呆けてオレを見つめた。

			「どちらかって言うと、運だけどな。たまたま運よく大量のマナを保有してたから、運よく強くなれているだけ」

			「運よく才能に恵まれながら、たゆまぬ努力もなさっていたのでありますねぇ～～～♥♥♥」

			　シャルルは両の頬に手を当てて、「はうぅ～～～～～～～～～」っと喘(あえ)いだ。

			「そういう見方もあるのか」

			「シャルルには、そういう見方しかできないでありますっ！」

			「そうか……」

			　シャルルの瞳(ひとみ)は、キラキラキラッと輝いていた。

			　本当に、シャルルはオレのことが大好きである。

			　かわいい。

			　オレはシャルルに軽い休憩をさせて、終わったらまた練習をさせる。

			　シャルルは獣(じゆう)人(じん)のせいか、消(しよう)耗(もう)からの回復も早い。

			　と――。

			（くい。くい。）

			　リアが袖(そで)を引いてきた。

			「どうした？」

			（………。）

			　リアはちょっと押し黙ってから、オレの耳に唇を寄せて、（こしょこしょ。）と言ってくる。

			（わたしも、くんれん。したい……です。）

			「そうなのか」

			（こくっ。）

			　おねぇちゃんが学校に行っているのを見て、いっしょに行きたがる妹みたいだな。

			　かわいい。

			「これを伸ばしたいとか、そういう目標はあるか？」

			（こくっ。）

			　リアは小さくうなずくと、自然体で瞳(ひとみ)を閉じた。

			　リアを中心に波紋が広がり、華(きや)奢(しや)な体がふわっと浮いた。

			「空中浮遊か」

			（こくっ。）

			「なかなかすごいな」

			　オレはうなずき、宙に浮くリアを見つめた。

			　ミステリアスな雰囲気を持っているリアが浮かぶと、かなり神秘的である。

			　空から降りてきた女の子というか、天使を越えた天使のような雰囲気がある。

			　しかしリアの着ている服は、ワンピースに近く、下はスカートである。

			　裾がふわふわ浮いていて、すべすべとしてやわらかな太ももが見える。

			　角度の関係で今見えるのは、太ももまでだ。

			　けれども、オレが歩みを進めると見える。

			　白いパンツと、パンツにチャームの魔法をかける、ピンク色のかわいいリボンがハッキリと見える。

			　リアが視線に気づく。おしっこを我慢しているみたいにスカートを押さえ、スゥ――っと地面に降りてくる。

			「えっち………。」

			　リアは、リアにしては珍しく、ほんのちょっぴり怒ってた。

			「でも………好き。」

			　それでもオレに抱きついて、オレの胸に顔をうずめた。

			（ぎゅう………。）と力を込めながら、（んっ………。）と顔をこすらせてくる。

			　かわいい。

			　オレはリアを抱き返し、リアの頭に唇をつけた。

			　リアの髪も体も、ふわふわとやわらかく、甘い匂いがしてくる。

			「あの、ラクトさん」

			　ユキが声をかけてきた。

			「なんだ？」

			「骨ごと焼(しよう)却(きやく)してもよろしいでしょうか」

			「ダメだよ!!」

			「しかし現状のラクトさまを焼(しよう)却(きやく)しても、わたしをこの世界に呼んだ神はお許しになられると思います」

			「神が許してもオレがダメだよ!!」

			「残念です……」

			◆　◆　◆

			　ズバッ、ズバッ、ズバッ。

			　ズバッ、ズバッ、ズバッ。

			　シャルルの剣がナナメ、ヨコ、ナナメに動き、薄茶色の木を裂く。

			　ピタッととまって一呼吸。シャルルの目の前の木が、ニョキニョキと伸びる。

			　シャルルは斬(ざん)撃(げき)を放つ。

			　薄茶色の木が切れる。

			　それが二〇〇回に達したあたりでオレは言った。

			「休憩しよう」

			「はいっ！」

			　シャルルは剣を鞘(さや)に納めて、オレのところに寄ってきた。

			　オレはシャルルに小瓶を渡す。熱中症対策にもなる、オレの手製のミネラルジュースだ。

			　味はポ○リとかアク○リアスに近い。

			　シャルルは小瓶を両手で持って、ちぴり、ちぴりと飲んでいる。

			　その顔は、瞳(ひとみ)を細めて哺(ほ)乳(にゆう)瓶(びん)を咥(くわ)えている子犬のようであった。

			　かわいい。

			　シャルルがしっかり水分を補給したのを見計らい、バスケットを広げた。

			　家で留守番をしているミーアが作ったサンドイッチだ。

			　今日で修業は四日目になるが、ミーアは毎日、手料理やお弁当を作ってくれている。

			　しかもスタイルは裸エプロンと、完全にオレ得である。

			　ちなみに料理とサンドイッチは、シャルルもいっしょに作ってる。

			　ただしシャルルは、裸エプロンにはなってくれない。

			　例のエロいメイド服は着てくれるのだが、裸になるのはためらうし恥じらう。

			　オレは指でサンドイッチを千切り、オレの腕にくっついているリアの口元に持っていく。

			　リアはオレの手を両手で握った。

			　もく、もく、もこ。こくん。

			　もく、もく、もこ。こくん。

			　噛むスピードはゆっくりであるが、口にやればやった端からもくもこと食べる。

			（くぅ………。）

			　そして寝入った。オレにもたれかかっては、くぅくぅかわいい寝息を立てる。

			　腕にかかるやわらかな重みは、オレに対する信頼の証だ。

			　オレはリアの頭を撫(な)でて、シャルルへと言った。

			「しかしシャルルも、四日でずいぶんと上達したな」

			「ラクトさまの教え方が、すばらしいからでありますぅ～～～」

			　シャルルは頬に手を当ててノロけた。オレの腕にくっついて、オレの腕に顔をうずめる。

			「お慕(した)いしているであります。お慕(した)いしているでありますぅ～～～～～」

			　丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)は、お約束のように振られていた。

			　なんてふうにイチャついていると――。

			「…………」

			　この場にいるはずのないライナが、無言でこちらを見ていた。

			「ライナ？」

			「今日は少々、火急の用件で来た」

			「ケガは大丈夫なの……？」

			「あの程度ならば、四日も安静にしていれば治る」

			　マジかい。

			「それよりも話だ」

			　ライナは短く言って続けた。

			「遭(そう)難(なん)者(しや)がでた」

			「遭(そう)難(なん)者(しや)？」

			「二十三層の地底湖マップを探索していたグループが戻ってこないのだ。平時であれば自己責任として処理されるところだが、遭難したメンバーの力量で言えば、帰還できぬはずはない。それが遭難したということは――――」

			「未発見のモンスターか、新しいルートを発見した可能性が高い…………ってことか」

			「ゆえに調査を依頼されてな。人を集めているわけだ。さらに言うと――」

			「と……？」

			「安否が確認されていないメンバーのひとりに、レミナ＝ラビウスがいる」

		

	
		
			　

			第３話　地底湖マップの突入手前なお話。～リアとかカミーユとか～

			　

			「ここが二十三層の地底湖マップか……」

			「そうなるな」

			　オレやシャルルがあたりを見回す。

			「広くて涼しいでありますね…………」

			　学園のゲートを通って入った地底湖マップは、神秘的な空間だった。

			　深い藍(あい)色をした岩々に周囲を囲まれ、ヒザ元のあたりには、薄い霧がかかってる。

			　そして足場は、茶色と灰色を混ぜたような、粘土質の地面。

			　それは固くもないがやわらかくもない、不思議な触感の物質であった。

			　粘土質のゾーンが広がっている範囲は、五〇メートル走ができる程度の、長方形。

			　普通にしている分には広いが、ダンジョンとしては狭い。

			　しかしすぐ左手に、広大な水平線が広がっている。薄い霧がかかっていることもあって、端が見えない。

			　スンと鼻を動かしてみると、涼やかな空気が鼻を通った。

			（ぎゅっ………。）

			　不穏な空気を感じているのか、見慣れない場所が怖いのか、リアがオレにくっついた。

			　オレはリアの頭を押さえる。

			「っていうか次の階層に行くためのゲートが、すぐ目の前にあるんだが……」

			「ここはそういう階層なのだ。階層を通過することは容易(たやす)いが、通過とは関係のないエクストラな箇所に、様々な資源やモンスターをたずさえた空間がある」

			　ライナは地底湖に歩み寄り、岸辺のヘリで地底湖を見やる。

			「キミもこちらに寄ってきて見ろ」

			「ああ」

			　オレは湖に寄って、ライナと同じくヒザをつく。

			　白い霧の下に、透明の橋がうっすらとかかっているのが見えた。

			　それはまるでヘビのように、うねりながら地底湖の奥へと向かっている。

			　そして隣ではリアが、水面に映る自分をふしぎそうに見つめていた。

			　小さく手を振り、水面の自分に指を伸ばして――――。

			（！！！）

			　ゆらいだ自分に驚いて、オレの袖(そで)を（くいっ！　くいっ！）と引っ張った。

			　水面を指差して、必死になにかを訴える。

			「知らない女の子でもいたのか？」

			（こくっ！　こくっ！）

			「ははっ」

			　オレは軽やかに笑い、リアの肩を抱き寄せた。

			「オレの姿が見えるだろ？」

			（?!　?!）

			　リアは水面のオレと、実際のオレを交互に見つめた。

			　オレはリアのほっぺたを摘まむ。水面のオレも、当然のようにほっぺたを摘まんだ。

			（！！！）

			　とっても驚いたらしい。リアは瞳(ひとみ)を見開いた。

			「これでわかったか？」

			（こくっ！　こくっ！）

			　リアは両手をグーにして、興奮気味にうなずいた。

			「…………話を戻してもよいか？」

			「ああ」

			　うなずきを得たライナは、お話を元に戻した。

			「ここには透明な橋があり、さらに橋を進んだところに、台座のような地面があるだろう？」

			「四本の柱が立っている、正方形の空間だな」

			「あそこの上にはひと月に一度、赤いゲートが現れるのだ。そこを通れば『城』と呼ばれるエクストラな迷宮に入ることができる」

			「なるほど」

			「しかしゲートはおよそ半日で消滅する上、城の中では転移結晶を使うこともできん。ゲートが消える前にでるか、城の最奥にある銀色のゲートを使うしかない」

			「城の奥にもゲートはあるのか」

			「四、五人からなるＣランク級のメンバーに、Ｂランク級のリーダーは必須となるがな」

			「なるほどねぇ」

			　オレは湖に手を入れた。水はひんやりと冷たく、飲んだらおいしそうだった。

			「普通に泳いでいって『城』ってところにまで行くのは無理なの？」

			「今回通る予定のルートが、まさに遊泳ルートに当たる」

			「そっか」

			「しかし遊泳ルートは危険度が高く、準備がなくてはＡランクの人間が指揮を取っても全滅の可能性がある」

			「まぁ水の中だしね」

			「しかし今回は幸いにして、遊泳マップのエキスパートとも言える人材が滞在していた」

			　ここで待ち合わせをしているのだろう。ライナはゆっくり立ちあがり、なにもない空間を見つめた。

			　すると空間が割れて――。

			「待たせたぜな！」

			「…………」

			　現れたのは、ふたりの少女。

			　紫色の髪にワルキューレとも思えるような羽をつけ、水兵セーラー服を着込んだ巨乳の少女と、流れるような金色の髪に、サファイアブルーの青い瞳(ひとみ)を持った、キツネの耳と尻尾(しつぽ)の少女。

			　海(かい)賊(ぞく)とヤクザを足して二で割ったようなことをしているリンディスと、リンディスを雇っていたカミーユである。

		

	
		
			[image: p044.jpg]
		

	
		
			「ぜなっ?!」

			　リンディスが、オレを見つめて固まった。

			「どどどっ、どうしてオマエがいるんだぜなっ?!」

			「知り合いなのか？」

			　きょどるリンディスにライナが尋ねた。

			「結論的には、そうなるんだぜなぁ……」

			「ライナこそ、リンディスを知っているのか？」

			「過去に一回、制圧させてもらったことがある」

			「ウチのメンバー全員を、ひとりで海に叩き込んだんだぜなぁ……」

			「さすがであります……」

			「しかし調査したところ、リンディスたちのグループの行為は、『不当な面があるものの、総合的には有益』という結論がでてな。若(じやつ)干(かん)不本意ではあったものの、一定の規制と条件を理由に存続させてやることにしたのだ」

			「その条件のひとつに、『ギルドが関係する仕事には協力すること』ってのがあったんだぜなぁ……」

			「ライナって、いろいろやってるんだな」

			「まっ、まぁ、冒険者の街のギルドマスターだからな。わたしは」

			　ライナはツイッと腕を組み、素っ気なく言った。

			　しかしほっぺたは赤く、尻尾(しつぽ)はパタパタ振られていた。

			　リンディスのほうは理解した。戦力的にも違和感はない。

			　けど……。

			「ボッ……ボクは、リンを見送るための付き添いだ」

			　カミーユは、腕を組んで不機嫌そうに言った。

			　顔もプイッとそっぽを向いてる。

			「だけどそれなら、家をでる時や、ゲートに入る前でいいんじゃないか？　ここで見送りをやると、転移結晶を使って帰ることになるだろ？」

			　その転移結晶は、けっこう高い。

			　流通量で相場は変化してくるらしいが、今の価格は五万ジル。

			　ひとりの男の食費四ヶ月分ぐらいにはなる。

			「それは…………」

			　カミーユは、腕を組んだまま固まった。言い訳を探す子どものように縮こまる。

			　頭のかわいいキツネの耳も、ふんにょりと垂れた。

			「オマエがくると、思ったんだよ……」

			　確かにオレは、リンディスを一撃で吹っ飛ばしたことがある。

			　そんなリンディスが呼ばれたのなら、それより強いオレも――と考えてもおかしくはない。

			「だけどそれって、今日くるような理由になんのか？」

			「ボクの中ではなるんだよっ！」

			　カミーユは怒ったように叫び、顔を真っ赤に火(ほ)照(て)らせた。

			「うぅ……」とうなって目を伏せて、蚊の鳴くような声で言う。

			「ひどいこと言っただろ……ボク。この前……。オマエに……」

			「ひどいこと？」

			「しね…………って」

			　そういや言ったな。チーズを食べたシャルルが、酔っ払って発情した時に。

			「アレはその……。ウソだから。今でもオマエが悪いとは思ってるけど、しねっていうのは、ウソだから…………」

			「わざわざそんなこと言いにきたのか」

			「そんなことってなんだよ！　ボクすっごい気にしてたのにっ!!」

			「そう言われても、オレはまったく気にしてなかったしなぁ」

			「っ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　オレは素直に言ったのに、カミーユは逆にショックだったようだ。

			　怒りとも恥(ち)辱(じよく)とも言える色を顔に浮かべて、ぷるぷると震える。

			「確かに最近のユイは『しねは言いすぎたよなぁ……』、『言いすぎた』、『ボクは悪くないけど、けどぉぉ……』って悶(もん)々(もん)としていたぜな」

			　リンディスが、うんうんとうなずいた。

			「ボクがそんだけ、反省したり思い悩んだりしてたのに……。くそばかっ！　くそばかぁ！

			オマエなんて、オマエなんて…………」

			　カミーユは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を丸め、んうぅ…………と声を飲んだ。

			　サファイアブルーの瞳(ひとみ)には、可(か)憐(れん)な涙が滲(にじ)んでる。

			　オレを罵(ば)倒(とう)したいと思う反面、本音でないことは言いたくないといった感じだ。

			「オマエなんて、オマエなんて、だいっ、だいっっっ…………」

			　何度も何度も言い淀(よど)み、持っていた転移結晶を地面へと叩きつける。

			　パリンと割れた転移結晶の内部から、青い蛍(ほたる)のような粒子がでてきた。

			　粒子に包まれたカミーユは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を丸め、[image: kaommoji_1.png]な顔で言ってきた。

			「大好きだけど地獄に落ちろっ！　ばかぁぁ！」

		

	
		
			　

			第４話　地底湖マップ・突入準備編。

			　

			「キミのマスターは、なかなかに苛(か)烈(れつ)だな……」

			「いつもはもっと、普通にしているんぜな……」

			　ライナがぽつりとつぶやくと、カミーユに雇われているリンディスが答えた。

			「まぁ、用件が済んだなら準備へと入ろう」

			「わかったぜな」

			　リンディスが自身の人差し指を、カリッと噛んだ。透き通るように赤い血が垂れる。

			　ライナはリンディスの手をやわらかく握り、リンディスの人差し指を口にふくんだ。

			「っ…………」

			　ライナは静かに吸っているが、リンディスの頬は、ほんのりと赤くなる。

			　リンディスの顔つきもどこか怪しく、背景に、白百合の花が見えた気がした。

			　オレはリンディスに尋ねた。

			「オマエって、そういう系の趣味なのか……？」

			「ぜなっ?!」

			　リンディスは、驚いたように目を見開くが、特に否定もしなかった。

			　ライナがリンディスから離れる。

			「そうなのか……？」

			「ちちちちっ、ちがうんだぜな！　そういう趣味は、ないんだぜな！　確かにライナのねぇさんは、強くてやさしくって寛(かん)大(だい)で、わりと好みに近いけど、そういう目では見ていないぜなっ！」

			（ここでライナのうっすい胸を、チラと見つめて）

			「いろいろ男らしいけど、そういう目では見ていないぜなっ！」

			「待てキサマ！　今の視線はどういう意味だ?!」

			　ライナはサイズ59という、驚異的に薄い胸を押さえて叫んだ。

			「フフフ、深い意味はないんぜなっ！」

			　わたわた両手を動かすリンディス。

			　態度はとても怪しくて、ライナは「はぐぅ……」と傷ついた。

			「とにかくとにかくアタシの血には、ひと舐めすると水の中でも息ができたり体温が下がるのを防いだりしてくれる役割があるんだぜなっ！　だから水に潜(くぐ)るなら、舐めたほうがいいんだぜなっ！」

			「そういう理由か」

			　そんならオレも舐めさせてもらうか。

			　オレはリンディスの手を握り、人差し指を吸った。

			「ぜなぁンッ……！」

			　リンディスはライナに吸われた時よりも、つやっぽい声を漏らした。

			　なんていうのか、エロい。

			　鑑賞するのがすこし楽しく、オレは必要よりもやや長い時間吸ってから、唇を離した。

			「ぜなぁ……」

			　わずかにとろけたリンディスが、ゆっくり息を整えて、オレの後ろから顔だけだして様子を見ていたリアへと言った。

			「それじゃあ、そっちのお嬢ちゃんも……」

			（………。）

			　けれども、リアは、顔を静かに引っ込めた。

			　オレの背中を（きゅっ………。）と握る。

			（慣れていない人は怖いか？）

			　オレが心の中で問うと、（こく………。）と小さくうなずいた。

			　仕方ないな。オレはリンディスの手を握り、改めて血を吸った。

			　リアにキスをして、口移しで飲ませる。

			（んっ………。）

			　リアは静かに瞳(ひとみ)を閉じて、オレのキスを受け入れた。

			　こくんっ。こくんっ。白いノドがかわいく鳴った。

			　必要ついでに舌を入れ、くちゅくちゅ絡ませ軽く楽しむ。

			「ふぅ……」

			　オレは唇を離す。リアがオレの胸元に顔をうずめて、顔をすりすりこすらせた。

			「いきなりナニしてるんだぜなっ?!」

			「人見知りしてたから、口移しで飲ませたんだよ」

			「ぜなっ……！」

			　リンディスは顔を真っ赤に火(ほ)照(て)らせて、口をパクパク動かした。

			　ひとり時間が静止(ザ・ワールド)している。

			「それよかシャルルにも舐めさせてやってくれよ」

			「はうっ……」

			「嫌なのか？」

			「イヤということは、ないでありますが……」

			　シャルルは胸の前で指をもじもじと絡ませて、オレの顔をチラと見た。

			　頬をほんのり赤くして、上目使いでオレを見てくる。

			　そういうことか。

			　察したオレは、リンディスの手を掴もうとしたが――。

			「待て、アマクサ」

			　ライナがそれをとめてきた。

			「シャルル＝ノイスタッドは、キミを見送るためについてきたのではないのか？」

			「オレはダンジョンにも同行させるつもりで連れてきたけど」

			「今回のミッションは、遭難してしまったＣ級、Ｂ級の者たちの救助。および彼ら、彼女らが遭難した理由の究明だ。しかしシャルル＝ノイスタッドの戦闘レベルは、彼ら、彼女らにも劣るＤ級の上位程度でしかない」

			「今はな」

			「………………」

			「シャルルを修業させてわかったけど、シャルルは経験で伸びるタイプだ。短期的にはＤ級で足手まといだけど、長期的にはオレのためにもライナのためにも、ギルドのためにもなると思う」

			「…………わかった」

			　ライナはあっさりとうなずいた。

			「ありがとう、ライナ」

			「見込みのある後進に高い密度の経験を積ませてやるのも、先達の仕事だからな」

			　などと丸く納まったところ――。

			「Ｄランクですってぇ?!」

			　聞き覚えのある声が響いた。

			　セシリアと書いてアホの子とルビを振りたいぐらいにセシリアをしている、金髪ドリルのアホの子貴族のセシリアである。

			　今日は横手に、ネコミミ少女の取り巻きも連れていた。

			「今回のミッションは、遭難したＣ級、Ｂ級の方を救助するミッションですのよっ?!　そこにＤ級の方を連れて行くのは、おかしいと思いますわっ！」

			　オレはライナへと尋ねた。

			「今回の作戦、コイツもいっしょなのか？」

			「ミッション自体は同一であるが、行動はバラバラだ。わたしを中心とする一班と、セシリア＝フェアゲッセンを中心とする二班に分かれて探索をおこなう」

			「なるほど」

			「どうしてわたくしを無視なさるのですかっ?!」

			「だってめんどくさいし」

			「あんまりですわぁ！」

			「っていうか班が別々だったら、オマエに口出す権利はないだろ」

			　オレは冷たく接したが、ライナは理路整然と話した。

			「今回のシャルル＝ノイスタッドは戦力として期待する――というよりも、経験を積ませるための同行だ。さらにシャルル＝ノイスタッドは、敏(びん)捷(しよう)値のみならＣ級の上位。自分の身を守る程度のことならやれる」

			　オレに頼まれたから無条件で引き受けたのではなく、明(めい)瞭(りよう)な考えもあったことがわかる、冷静な語り口調だ。

			　セシリアにはもったいない。

			「それでも限度がありますわぁ！」

			　本当にもったいない。

			「なぁ、オマエ」

			「なんですの…………？」

			「Ｄ級じゃダメな理由って、要は弱いからだよな？」

			「おっしゃる通りですわ！」

			　それを聞いたオレは、セシリアの縦ロールを引っ張った。

			「みいっ！」

			「セシリアさまっ！」

			　取り巻きが寄ってこようとしたが、オレはギロリと睨(にら)んでやった。

			「はにゃっ……！」

			　取り巻きの動きはそれで止まった。

			「いったいなにをなさるのですのっ?!」

			　怒ったセシリアがオレを払おうとした。

			　しかしオレは素早くよけて、セシリアのほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　セシリアが、両手をじたばたと動かす。

			　オレは丹念にいじめ、ついでにお尻(しり)をぺろっと撫(な)でた。

			「はにゃあぁんっ！」

			　セシリアは、お尻(しり)を押さえて飛びのいた。オレは背後からセシリアを抱いて、巨乳をぐにゅっと鷲(わし)掴(づか)みにした。

			「みゃあぁ……っ！」

			「これでわかったろ？　オレからすれば、シャルルもオマエも変わらないんだよ。今のシャルルをマイナスとしても、オマエとオマエの部下のコンビよりは強い」

			　ぐにゅっ、ぐにゅっ、ぐにゅっ。

			　心臓を握り潰すかのような感覚で、セシリアの巨乳を揉(も)みしだく。下から持ちあげ、たぷたぷいじったりもした。おちょくるようにもてあそぶ。

			「みいっ、みいぃ…………っ！」

			　セシリアは顔を真っ赤に紅(こう)潮(ちよう)させて、オレを振りほどこうとした。

			　しかしセクハラされまくる。巨乳をグニュウゥ～～～っと握られた上に、股間をすりすり撫(な)でられたりする。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～！」

			　セシリアを離した。

			　セシリアはヒザをつき、自身の腕で胸を押さえた。涙目で叫ぶ。

			「ラクトさまっ、最低のクズですわっ！」

			「そうは言うけど、オマエが弱いって主張は間違ってたりするか？」

			「間違っていないから、余計に屈(くつ)辱(じよく)なのですわぁ!!」

			　セシリアは理(り)不(ふ)尽(じん)なことを叫ぶと、オレから離れて準備を始めた。

			　オレはハアッと息を吐き、シャルルたちに向き直る。

			　と――。

			「ラクトさま……」

			「どうした？」

			「シャルルのせいで、申し訳ないであります…………」

			「気にすんな。セシリアがアホなのは、別にオマエのせいじゃない」

			「はうぅ…………」

			　オレはフォローしてやるが、シャルルはやっぱり落ち込んでいた。

			　オレはシャルルの肩を掴み、その唇にキスをしてやる。

			　唇を、グウッ……と熱く押し当てて、舌をねじ込みシャルルを貪(むさぼ)る。

			「はうっ……！」

			　瞳(ひとみ)をとろんと溶かしたシャルルの耳元でささやく。

			「オマエはオレのなんだ？」

			　シャルルはオレにもたれかかって、催眠術にかけられたような声で答えた。

			「ラクトさまにすべてを捧(ささ)げた、ラクトさまのシャルルであります……」

			「それじゃあオマエは誰のものだ？」

			「心も体も、ラクトさまのものであります…………」

			「そんなオマエが、オレの許可なく落ち込んでいいのか？」

			「いけないでありますぅ…………」

			　シャルルはオレの胸元にもたれかかって、甘えた声でつぶやいた。

			　オレはご褒(ほう)美(び)として、シャルルの頭と背中を撫(な)でた。

			　シャルルのお尻(しり)の丸い尻尾(しつぽ)が、愛されたうれしさでふりふりと振られた。

			　かわいい。

			「最近のキミは、特に強引だな…………」

			　見ていて恥ずかしかったのか、ライナが頬を染めていた。

		

	
		
			　

			第５話　クリスタルレイクの恐怖。

			　

			　そんなこんなで、オレたちは次元迷宮に存在する地底湖――クリスタルレイクへと入る。

			　リンディスの血の効果だろう。水の温度は心地よい。

			　まるで温水プールのように、ほどよくひんやりとしている。

			　湖は『クリスタルレイク』と言うだけあって、透明度が高く、明るい。

			　赤いサンゴや緑の草が、穏やかな光りを放ったりしている。

			　さらにサンゴや水草の中には、小さな魚が身を隠しながら漂っている。

			　水色や黄緑色の派手な色をした大きな貝がガポッ、ガポッと襲いかかったりもしてきたが、ライナがサーベルで難なくいなす。

			　そしてゆるやかな勾(こう)配(ばい)を降っていくと、崖のように急な斜面に行き当たった。

			　円柱状の広大な空間で、巨大なエイや中型のイルカ、紅い甲(こう)羅(ら)を持った亀のような生き物が遊泳している。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は母なる大海――メルキュリア・ランス！」

			「注意しておけよ、アマクサ」

			　リンディスが槍(やり)をだすと、ライナが言った。

			「クリスタルレイクの魔物には、固着種が多い」

			「固着種？」

			「迷宮が生みだした魔法生物ではなく、迷宮に持ち込まれた動物や魔物が固着したものだ」

			「それは確かに危険だな……」

			「どういうことでありますか……？」

			「迷宮が作りだしたモンスターがいるところに住み着いているってことは、そういう形に進化して適応しているってこと」

			「しかもこの空間は透明度が高く、全体を一望できるぐらい綺(き)麗(れい)でもある」

			「それもいけないのでありますか……？」

			　シャルルが小さく小首をかしげ、ライナが淡々と言った。

			「清い水に小魚は住まず、澄んだ空で小鳥は遊ばん。見晴らしがよい空間は、狩人たちにも見つかりやすい」

			「はうぅ…………」

			「さらに今まで通ってきたところと違い、サンゴや水草のような、『身を隠すもの』が極端に少ない。環境的には、今まで通ってきたゾーンの一〇倍は危険と思ったほうがよいであろう」

			「なるほどであります……」

			　シャルルが静かに口を閉じ、ゴクリと生唾を飲んだ。

			（ぎゅっ………。）

			　さらにはリアが、オレの腕にくっついてくる。

			　すると――。

			「怖気ついていらっしゃるようですわねっ！」

			　ズドンと重い音がして、大きな塊(かたまり)が落ちてきた。

			　先刻のアホの子、セシリアだ。

			　タマゴ型の鈍色のボディが特徴的な、まるでロボットのような格好をしている。

			　取り巻きの少女も、同じような格好をしていた。

			「華(か)麗(れい)なるわたくしが着込んでいるのは、二十五層の海岸マップで発掘されたハイパースーツですわっ！」

			　セシリアは、聞いてもいないのに語り始める。

			「一滴の水も通さぬ気密性に、深海三〇〇メートルの水圧にも耐える強度！　わたくしが泳げないことも誤(ご)魔(ま)化(か)してくれる、マナを原料とした脚部からの推進力に――！」

			　ボシュンッ！

			　スーツの左手がワイヤーを引きながら飛んで、わりと大きな岩を砕いた。

			　岩を砕いた左手は、シュインと戻ってシャキッと納まる。

			「岩をも砕く、ハイパーアームですわ！」

			　語るセシリアの表情は、いわゆるひとつのドヤ顔であった。

			　こういうの大好きなんだな、コイツ。

			「本当に、怖気づいたようでいらっしゃいますわねっ！」

			「そっちがそう思うなら、オレは別にそれでいいけど」

			「本当ですのっ?!」

			「はっ？」

			「わたくしが勝ち誇(ほこ)ってもよいというのは、まことの真実なのですのっ?!」

			　セシリアは、やたらキラキラとした笑顔を浮かべた。

			　セシリアでなければ愛らしいほどの笑顔なのに、セシリアなせいでムカつく。

			　ハイパースーツを着ている今では、ほっぺたをつねることもできん。

			　オレはライナへと言った。

			「どういう順番で降りていく？」

			「わたしが先頭でリンディスが下。キミを後ろへと配置しよう」

			「リアとシャルルを守りながら潜(くぐ)る感じか」

			「そうなるな」

			　オレは意見を言う前に、目線でリンディスに確認を求めた。

			「アタシも異論はないぜな」

			「じゃあ、それで行こう」

			　ライナとリンディスのふたりが降り立ち、オレやシャルルたちもそれに続いた。

			「どうして無視をなさるのですのぉ！」

			　セシリアの声が響いたが、オレにはなにも聞こえなかった。

		

	
		
			　

			第６話　襲撃者を撃退するお話。

			　

			　浮力を上回る重力によって、オレたちはゆっくりと下降していく。

			　明るい空間の中でマリンスノーが降り注ぎ、銀色の竜を平たくしたような魚と、巨大な一つ目のイカが絡み合う。

			　勝者と敗者が現れる前に、ピラニアのような集団が、二匹をただの肉片に変える。

			　しかし『生きる』ということを目的にした争いには、人を殺すというおぞましい目的のために作られながらも神秘的な輝きを放つ日本刀のような、蠱(こ)惑(わく)的(てき)な美しさがあった。

			　その直後だった。

			「みゃああああっ!!」

			　セシリアの声が響いた。オレは振り向く。

			　脇腹に何者かの攻撃を受けたセシリアが、くの字に折れ曲がっていた。

			　それはサメ。巨大なサメが、セシリアの体に食いついていた。

			　サメはセシリアを食い千切らんとすべく、頭を左右に振り乱す。

			「セシリアさまぁ！」

			　セシリアの取り巻きの少女が、両の手からハイパーハンマーを射出する。

			　ドスン、ドスン。

			　岩をも砕くハンマーが、サメの体にめり込んだ。

			　それは若(じやつ)干(かん)効いたらしい。サメはセシリアを離した。けれども、あくまで『若(じやつ)干(かん)』だ。

			　サメはセシリアを尾びれで打つと、取り巻きのほうを向いた。大きな口をパカリと開ける。水が一瞬、ぐにゃりとゆがみ――。

			　バゴォンッ！

			　なにかが当たり、取り巻きの子がくの字に曲がった。

			　大きなサメが口を閉じ、今度はオレに顔を向ける。

			「アマクサッ！」

			「大丈夫だっ！」

			　サメの口がパカリと開いた。サメの手前の空間がゆがむ。

			　ドォンッと鈍い音がした。大砲のような衝撃を、オレは両手で受けとめる。

			　水中ゆえに踏ん張りが利かず、オレは後ろに流された。

			　オレは思った。

			（水か――）

			　このサメは地球のテッポウウオのように、水を飛ばしてやがるんだ。

			　オレはサメに意識を向けて、次の攻撃に備える。

			　しかしその刹(せつ)那(な)。

			（っ?!）

			　横から衝撃がきた。それもやっぱりサメである。二匹目のサメが水(すい)砲(ほう)で、一匹目のサメを援護してきた。

			　さらに三匹目のサメが、オレの脇腹に噛みついた。鈍い痛みが上半身に走る。

			　しかしオレの肉体は、サメの力ごときでひしゃげたりはしない。多少の斬(ざん)撃(げき)であれば弾く、ミスリル糸で編まれた服を着ていたりもする。

			「オラァ！」

			　サメの口をこじあけ脱出し、サメのアゴにヒザをぶち込む。

			　跳ねあがったサメの頭部に回し蹴(げ)りを入れ、サメの体を吹き飛ばす。

			　それは二匹目のサメに当たり、二匹のサメは同時に死んだ。

			　オレは周囲を見渡した。

			　一〇、二〇、三〇と、かなりのサメが、オレを取り囲んでいた。

			　オレはチラリと、ライナたちを見る。距離はおよそ三〇メートル。サメの数は約二〇。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇(やみ)は闇(やみ)より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			「煉(れん)獄(ごく)の闇(やみ)に慄(おのの)き狂え！　ヴァイアネスドラゴン！」

			　リンディスが槍(やり)をふるって巨大な渦(うず)潮(しお)を作りだし、ライナが二匹の竜をぶち込む。

			　さらに横から突っ込んできたサメを、リアが（んっ………。）と力で止める。

			　そして一瞬の隙をつき、シャルルがズバッとサメを裂く。

			「アマクサならばすぐにはやられん！　迎(げい)撃(げき)しながら後退し、時間をかけて合流するぞっ！」

			「はいっ！」

			（こくっ！）

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は我に等しき高貴なる栄光！　エーデルグラス！」

			　セシリアのほうも無事だったらしく、下のほうで戦っていた。

			　斧(おの)をブオンと一(いつ)閃(せん)すると、渦が沸いてサメが真っ二つになる。

			　アホの子なセシリアであるが、パワーとタフネスは本物だ。

			　そしてオレが見ている間にも、サメの群れは水泡を放つ。

			　オレはチッと舌を打ち、水をグォンと掻いてやる。人工の水流を作りだし、サメのそれに向かってぶつける。

			　サメの水(すい)砲(ほう)を飲み込んだそれは、サメの体を激しく煽(あお)る。

			　格の違いを明確に見せつけてから、オレはギン――っと殺気を飛ばした。

			（小魚風情が！）

			　サメがギョッと口を開いて、酸欠の金魚のように口をパクパク動かした。

			　しかしそれも数十秒。サメはゴボッと息を吐き、ぷかぁ……っと水中を漂う。

			　群れの一団が一気に死滅したのに恐れを抱いたサメたちが、怯えたように逃げ去った。

			　相手が手強いと見たら、速やかに下がる。

			　野性味あふれる合理的な判断である。

			「むっ……？」

			「オレがあっちのサメをやっつけた影響だと思う」

			　突然の撤退に眉(まゆ)をひそめたライナに、オレは簡単に説明してやった。

			　ライナ、リンディス、シャルルが、ぷかぷか漂うサメたちを見つめる。

			「相も変わらず規格外だな……キミは」

			「さすがであります……」

			「すごすぎだぜな……」

			　ライナがポッと頬を染め、シャルルが尊敬の眼差しでオレを見つめて、リンディスはただ純粋に驚いていた。

			（………。）

			　リアがオレに近寄って、水(すい)砲(ほう)を受けたオレの手をふにふにと握り、オレの顔を（じっ………。）と見てくる。

			「大丈夫。ケガとかないよ」

			　それでもちょっぴり不安らしい。リアはオレにギュッと抱きつき、胸元に頬ずりをした。

			「どうも――ありがとうございましたですです！」

			　お礼の声にオレは振り向く。サメの水泡を胸に食らった、セシリアの取り巻きの子がいた。

			「大丈夫なのか？」

			「はいなのですですっ！」

			　取り巻きの子は、胸に当てて言った。

			「セシリアさまからいただいたスーツと……」

			「と？」

			「両親からいただいた、肋(ろつ)骨(こつ)がありましたので！」

			「肋(ろつ)骨(こつ)?!」

			「ですですっ！」

			　取り巻きの子は、とても爽(さわ)やかな笑顔で言った。

		

	
		
			[image: p072.jpg]
		

	
		
			　さすがセシリアの取り巻きと言うべきか、地味に濃いキャラ(アホの子)をしていた。

			「ご無事ですかっ?!　リミィ！」

			　セシリアが戻ってきた。

			「はいなのですですっ！　リミィはセシリアさまからいただいたスーツと、両親からいただいた肋(ろつ)骨(こつ)のおかげで無事だったのですです！」

			　

			「ご両親に感謝ですわねっ！」

			「はいっ！」

			　なんというのか。さすがの主従だ。

		

	
		
			　

			第７話　セシリア、ツンデレ、理(り)不(ふ)尽(じん)暴力。

			　

			　サメを倒したオレたちは、クリスタルレイクの底にあった空洞を通り、洞(どう)窟(くつ)のような空間へでた。

			　シャルルとライナが顔や尻尾(しつぽ)をブルブル振って水滴を飛ばす。

			　ライナのポニーテールがバサバサとゆれてかわいい。

			　さらにみんな、服が体に張りついていて、すばらしくエロい。

			　シャルルとリンディスの巨乳コンビが濡れている姿は眼福だし、つるぺたライナもお尻(しり)はかわいい。

			（ぎゅうっ………。）

			　リアがオレの腕に抱きついて、自分の胸もそれなりにあることを、一生懸命アピールしてくる。

			　オレを見上げるその顔は、ほんのりと切なく、狂おしいほど愛らしい。

			「それではこの時点から、別行動ですわねっ！」

			　セシリアがスーツの腕のボタンを押して、腕輪の中にスーツを仕舞った。

			　スーツを着ていたセシリアの体はずぶ濡れにはなっていないが、髪がしっとり濡れていた。なかなかに色っぽい。

			　でもアホだ。

			「こんな地形で、どうやって別行動するんだよ」

			　オレたちがいるのは、武骨な水晶とでも表現したくなるような、青く輝く岩肌の洞(どう)窟(くつ)だ。道と言えばゆるやかなカーブを描く、ゆるやかな登り坂しかない。

			「こんな地形で、どうやって別行動するんだよ」

			　大切なことなので二回言ってやると、セシリアは、苦し紛れに言った。

			「こっ……、こうすればできますわっ!!」

			　セシリアは叫び、隊列はこうなった。

			　

			[image: tairetu_1.jpg]

			　

			「なぜですのぉ?!」

			　セシリアが取り巻きの少女――リミィに向かって叫んだ。

			「どうしてあなたまでが、ラクトさまのパーティにくっついていらっしゃるのですの?!」

			「一本道で分離する意味が、わからなかったのですです……」

			「意味ならちゃんとありますわっ！」

			「どんなだよ」

			「それは……」

			　オレがリミィをかばって言うと、セシリアは怯(ひる)んだ。

			　オレはセシリアに近寄って、セシリアのほっぺたに触れる。

			「五秒以内に答えられなかったら、このままつねるぞ」

			「みいぃっ……」

			「ごぉ、よん、さん……」

			「みいっ、みいぃ………………」

			　セシリアは、ヒスイのような緑色の瞳(ひとみ)に涙を浮かべた。

			　姿はちょっとかわいくて、素直に謝るんなら許してやろうと思ったが――。

			「わたくしの気分が穏やかになるという、天地創造にも匹敵する偉大なる効果が――みいぃ～～～～～～～～～!!」

			　やはりセシリアだったので、オレはほっぺたをつねった。

			「おひどいですわ。おひどいですわぁ……」

			　くすん、くすん、くすん。

			　セシリアが鼻をすすりながら、オレにつねられた右のほっぺたをさすった。

			　もう何回も見た光景であるが、セシリアがアホの子だから仕方ない。

			　隊列はこうなった。
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			　あまり変わっていない気はするが、敵が前からくるとは限らない以上、後衛に頑丈なセシリアを置くのは適切な配置だ。

			　そんな感じで、螺(ら)旋(せん)状(じよう)の通路を進むと――。

			「行き止まり……？」

			　前も左右も壁であり、通過することができない。

			　怪しげなボタンやレバーがあるのかと言えばそれもなく、完全な行き止まりである。

			「ここはそういう場所なのだ」

			　ライナがツイッと前にでた。

			　ふうっ……っと小さく息を吐き、腰を深く落としてく。

			　ライナ特有の黒いマナが、ライナの右(みぎ)腕(うで)で渦を巻き――。

			「ハアッ！」

			　気合いと共に掌(しよう)底(てい)波(は)。ライナの右(みぎ)腕(うで)がまとっていた漆(しつ)黒(こく)のマナが、水色の壁に走った。

			　ライナは左手で、正(せい)拳(けん)突きを放つ。

			　バゴォンッ！

			　黒いマナを通されて弱くなっていた壁は、音を立てて吹き飛んだ。

			　ライナが吹き飛ばした壁の向こうは、そこそこ広い部屋だった。今まで通ってきたところとは違い、床も壁も、宝石のように美しい水色の大理石のような素材で作られている。

			　ライナは「うむ」とうなずくと、拳を下ろしてオレに言った。

			「ちなみに地底湖ではなくゲートを通ってきた場合、スタート地点はここになり、帰還用のゲートもこの部屋にある」

			「…………」

			「どうした？　アマクサ」

			「ああ、いや。ライナはどうして知ってるのかな……って」

			「過去にこのルートを通ったらしい人間が残した記録を読んだのだ」

			「その理屈なら、壁が無事なのはおかしくない？　前の人も壁を壊して通ったわけでしょ？」

			「そういうことか」

			　ライナは壁に近寄って、壊れた壁の断面を指差した。

			「見てみろ、アマクサ」

			　オレは近寄って見る。壁の断面から淡い水色をした、ジェルのような粘液が滲(にじ)みでていた。

			「この迷宮の壁は、時間と共に再生するのだ」

			「奥が深いダンジョンだな」

			「エクストラな階層は、特にその傾向が強いな」

			「ここのほかにもあるのか？」

			「炎の迷宮へ繋がるゲートが火山マップの裾にあったり、密林マップに繋がるゲートが森林マップの奥から発見されたり、『冥(めい)府(ふ)の塔(とう)』と呼ばれる塔(とう)が見つかってはいる」

			「本当に、いろいろとあるんだな」

			「アタシもダンジョン巡りはしたことあるけど、再生するダンジョンは珍しいぜな……」

			「珍しいのは当然ですわっ！　わたくしの偉大なる祖先、アルファズール＝フェアゲッセンさまが、お作りになられた迷宮なのでありますからっ!!」

			　胸に手を当て胸を張り、得意げに語るセシリア。

			　それの気持ちは、わからなくもないが……。

			「オマエの立ち位置、後衛だよな？」

			「はにゃっ……！」

			　まずい自覚はあったらしい。セシリアは怯(ひる)んだ。

			　オレは拳に、ハァーッと息をかけた。

			「みいぃ…………」

			　げんこつを受けたセシリアは、頭を押さえて後衛に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレたちは歩きだし、部屋にあったトビラに向かう。

			　軋(きし)むトビラを手で押して、迷路のような空間にでる。

			　ライナが床にヒザをついては右手を当てた。瞳(ひとみ)は静かに閉じられて、とてもかわいいオオカミの耳が、ピクピクと動いた。

			「なにやってんだ？」

			「地面の振動と空気の震えを感じることで、徘(はい)徊(かい)しているモンスターの有無を探っている」

			「そんなこともできるのか」

			「とまっているモンスターの感知はできん上、射程も長くはないがな」

			「それでもすごいと思うけど」

			「わたしはギルドマスターだからな」

			　ギルドマスター、すごい。

			　さらにライナは、布切れをだした。鼻に押し当てクンクン嗅(か)いで、シャルルを呼んだ。

			「今回探す予定の者たちの肌着だ」

			「はいっ！」

			　短い説明であったがシャルルはしっかりと理解して、布のにおいをクンクン嗅(か)いだ。

			　ふたりは地に伏せて、床のにおいをクンクン嗅(か)いだ。

			　ふたり一生懸命で、尻尾(しつぽ)がゆれてかわいい。

			「わたしのほうはニオイがせんな」

			「シャルルのほうも、しないであります……」

			　そしてふたりは入れ替わり、改めてにおいを嗅(か)いでいく。

			「やはりしないな」

			「しないであります……」

			「では左側はセシリア＝フェアゲッセンのグループに任せ、わたしたちは右側を行こう。合流地点は最下層のゲート前。目標時間は三から四。それを過ぎた場合、相手チームも遭(そう)難(なん)者(しや)として探索対象に入れる。この条件でよいか？」

			「よろしいですわっ！」

			　ライナの言葉を受け取って、セシリアたちは左へ進んだ。

			　オレよりも弱いセシリアが、さらに弱い部下を連れて離れる。

			　そんなふうに思ったら、オレは思わず不安になった。

			「おい！」

			　セシリアに声をかけ、走り寄った。セシリアの手首をやわらかく握り、扁平状の容器を手渡す。投げ渡してもよかったのだが、それをする気にはなれなかった。

			「なんですの……？」

			「塗り薬だよ。傷口を覆(おお)うように塗れば、止血ぐらいはすぐできる」

			　受け取ったセシリアは、ポカンとほうけたアホの子顔でオレを見つめた。

			「ああっ、いえっ、その……」

			「その？」

			「ラクトさまにおやさしくされるというのが、その………………ですわ」

			　セシリアは、オレのクスリを胸に抱いてうつむいた。頭のネコミミがピクピクと動き、ほっぺたが赤くなる。ぽぅーっと湯気が湧いているようにも見えた。

			「ッ――!!」

			　ヤバイ……。

			　マジで……。

			　

			　かわいい。

			　

			　セシリアなのに。セシリアなのに。セシリアなのに――っ！

			　危機を感じてしまったオレは、本能的にセシリアのほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～！」

			　セシリアが鳴いた。オレはすこしほっとした。

			　さすがに理(り)不(ふ)尽(じん)な気はしたが、オレの平穏を保つためにはこれしかなかった。

			　惚(ほ)れるとかありえないだろ！　セシリアにっ!!

		

	
		
			　

			第８話　水系ダンジョンを探索するお話。

			　

			「あんまりですわぁ！」

			　セシリアのもっともな半泣きを背景に、オレたちはセシリアと別れた。

			　壁の右手側を伝い、淡々と歩く。

			　すると早速、モンスターが現れた。

			　大型の、白いカニだ。

			　自動車ぐらいの高さと横幅に、異様に大きな右手のハサミ。

			「ユニークモンスターか！」

			　それは低確率で現れる、特殊な個体。その階層に現れる平均的なモンスターよりも圧倒的に強く、うかつにかかると全滅の可能性もある。

			　白いカニが体を起こし、大きなハサミを振りあげた。オレの意識が、ハサミへと向く。

			　その刹(せつ)那(な)。

			　

			　カニは口から、無数の針を射出した！

			　

			　うぉいっ!!

			　騙(だま)されたオレは、バックステップを踏んでかわした。

			　眼前に迫ってきた針を、人差し指と中指で挟む。

			　その触感から察するに、甲(こう)羅(ら)と同じ、硬質系の成分で作られていることがわかった。

			　この間わずか〇・三秒。床に着地したオレは、後ろのシャルルの名を呼んだ。

			「シャルル！」

			「だいじょうぶで、あります…………」

			　シャルルはリアに守られていた。

			　リアがツ……と右手をだして、針のすべてを、空圧のバリアでとめている。

			　さらにリアは能力で、針のすべてを反転させた。

			　ズドドドドンッ！

			　オレたちに刺さろうとした針のすべてが、巨大なカニの体に当たる！

			　砕けた針が、もう……と白い煙を立てた。

			「やったでありますか……？」

			　シャルルがポツリとつぶやくが、カニはまったくの無傷であった。

			　右手のハサミを盾にして、針のすべてを防いでた。

			「行くぜなっ！」

			「援護するっ！」

			　ドンドンドン！

			　ライナが拳銃をぶっ放し、リンディスが槍(やり)の一撃を放った。

			　だがそれも、キンキンキィン！　と弾かれた。

			「ぜなぁ～～～～～～～～っ！」

			　特に槍(やり)で攻撃をしたリンディスは、腕が痺(しび)れたようだった。

			「文献通り、ハサミと甲(こう)羅(ら)は硬いようだなっ！」

			　ならば――と言わんばかりにライナは突っ込み、デカいハサミに掌底をぶち当てた。

			　空気の波紋がぶわっと広がり、カニの体がわずかに押される。

			　黒いマナが白いカニの体へと走り――。

			「ハアッ！」

			　ライナの正(せい)拳(けん)。先ほど壁を破った技だ。

			　カニのハサミに、ピシ――と鋭い亀(き)裂(れつ)が入る。

			　が――。

			　

			　グォンッ！

			　

			　カニはハサミを振りあげて、一息に落としてきたっ！

			　ライナは横っ跳びで避(か)わす！

			　数瞬前にライナが立っていた足場が、ゴシャッと派手に砕け散る。

			　鋭い破片がいくつも飛んで、ライナの頬を軽くかすめた。

			　ライナは怯(ひる)まず、拳銃をぶっ放す。

			　放たれた銃弾は渦を巻いて突進し、カニの黒い目を飛ばした。

			「二(に)重(じゆう)殺(さつ)でも、ヒビを入れるのが限界か」

			　ライナはクールにつぶやいた。

			　カニの飛ばされた目やヒビ割れたハサミから、ジェルがじわりと滲(にじ)みでた。

			　傷ついた体が再生していく。

			　しかし焦って追(つい)撃(げき)をかければ、先の針にやられるだろう。

			　ライナが一歩、前にでた。

			「攻め筋を分けよう、アマクサ。わたしが左手側から先行し、相手の針をいなす。そしてキミが相手のハサミに殴りかかってヒビを入れ、リンディスにレイストームを入れてもらう」

			　ライナは静かに淡々と、もっとも危険な役割を買ってでる。

			　かわいいライナにそう言われたら、オレとしては言わざるを得ない。

			「別にライナがそこまでしなくてもいいと思うけどな」

			「それは……、どういう…………？」

			　オレはザンッと前にでた。カニが針を吐くよりも速くに近寄り、約三割の力を込めて――。

			　

			　拳をズドンと叩き込むっ！

			　

			　カニのハサミが大きくへこみ、体はド派手に吹っ飛んだ。

			　約二〇メートル吹っ飛んで、通路の壁にぶち当たる。

			　カニは壁をへこませて、ぐったりと動かなくなった。

			「ぜなっ……」

			　リンディスが驚(きよう)愕(がく)に目を丸くして、ライナは頬を赤く染めた。

			「キミは何回、わたしに惚(ほ)れ直しをさせる気なのだ…………」

			「できれば一生させ続けたいね」

			「キザだなっ、キミはっ[image: kaomoji_2.png]」

			　ライナは瞳(ひとみ)をギュッと閉じ、右手でオレをぽかぽかと叩いた。

			　お尻(しり)についてるオオカミの尻尾(しつぽ)は、パタパタパタッ♪　と振られてた。

			　かわいい。

			　その後もオレたちは進む。

			　ツノを生やしたホーンオクトパスや、二足歩行のヒトデなんかもでてきたが、ほとんどライナが瞬殺していく。

			　拳銃ではなく片手剣(サーベル)で、でてくる敵を瞬殺していく。

			　いつもの銃を使わないあたり、シャルルの育成を意識してくれているのかもしれない。

			「はうぅ……！」

			　事実シャルルは、ライナの一挙手一投足を目に焼きつけている。

			　そしてライナがまた一体、ホーンオクトパスを葬(ほうむ)った。剣を振るって血を払う。

			　剣をパチリと鞘(さや)に納めて、ダンジョンを進む。

			　本当に優秀だなぁ、ライナ。

			　オレは思わず愛おしくなって、ライナの頭をくしくし撫(な)でた。

			「はぐっ！」

			　ライナはビクンと小さく跳ねて、頭を押さえてオレから離れた。

			「いいっ、いきなりなにをするのだぁ！」

			　ライナは顔を真っ赤に染めて、必死な形相で叫んだ。

			　かわいい。

			　オレはへらりと笑って答える。

			「ごめん。頭にゴミがついていたから」

			「そういうことなら、仕方がないな……」

			　ライナは胸元を握り締め、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

			　普段は冷静なのに、時々単純である。

			　かわいい。

			　ちょっとばかりほわほわしたが、すぐに気を引き締めてダンジョンを進む。

			　道中の部屋で宝箱をあけては素材となる鉱石を回収し、黙々と進む。

			　二階、三階と降りていくにつれ、モンスターは手強くなった。

			　それでもライナがサーベルで、あっという間に瞬殺していく。

			　二時間ちょっと経ったころ、奇妙な部屋に行き当たった。

			　床に六(ろく)芒(ぼう)星(せい)が描かれた、六角形の部屋だ。

			　そして扉が五つある。オレたちが入ってきたところも含めて五つだ。

			「もう辿りついてしまったか……」

			　ライナが渋顔でつぶやいた。

			「知ってる部屋なの？」

			「ああ」

			　ライナは五つある部屋のうち、手近なひとつへと向かった。

			　ドアをあける。

			　黒いネバネバとした、ヘドロみたいなやつがいた。うねうねと、不気味に触手を伸ばしてる。

			　ライナは「うむ」とうなずいて、シャラっと小瓶を取りだした。

			　みっつ取りだしポイと投げ、華(か)麗(れい)な仕草で銃を抜き――。

			　ドンドンドンッ！　ガラスのビンがパリンと割れて、白い粉が霧のように舞う。

			　さらにライナは、霧の中にぶっ放す。

			　硬質の粉に銃弾が当たり、チリッと赤い火花が湧いて――。

			　ボォォォンッ！

			　炎上する部屋の中。ヘドロは触手を伸ばして暴れ、ぐったりとしおれた。ダンジョン製の魔法生物だったらしくて、光の粒子となって消える。

			　ライナはヘドロの奥の壁へと向かい、そこに書かれているナニカを読み取る。

			「ふむ……」

			　ほかの部屋へも移動して、入っている敵を倒したのちに、壁のナニカを読み取った。

			　そんな感じで四部屋を回り、ライナは六(ろく)芒(ぼう)星(せい)の近くに立った。

			　瞳(ひとみ)を閉じて口を動かす。どこの世界の言葉かもわからない、不思議な音が発せられた。

			「鴎КК、ｔａｌｙ、ｔａｌｙ、ｂＫｂ、ИＡ唖」

			　六(ろく)芒(ぼう)星(せい)が光り輝き、回転していく。ぼわっと白い煙が舞った。

			「おお……」

			　オレが感嘆していると、六(ろく)芒(ぼう)星(せい)の中心に、白いゲートが現れた。

			「ふぅむ……」

			　ライナが渋顔でうなる。

			「ダメなのか？」

			「これは、脱出用のゲートだからな」

			「つまりこの部屋が、本来であればゴールになってしまうわけか」

			「そういうことだ」

			　人探しをやっているオレたちからすると、出会う前にゴールに着くのはよくない。

			「ゲートに障害がある可能性も考えたのだが、そういうわけでもなさそうであるしな」

			「さっきのカニにやられたって可能性はないんだぜな？」

			「その場合、死体の一部や武具は残る。それがない段階で、可能性としては低い」

			「なるほどだぜな……」

			「なんにせよ、セシリア＝フェアゲッセンとの合流待ちだな」

			　ライナは床に片ヒザを立てて座った。サーベルを抱きつつも、瞳(ひとみ)を閉じて体を休める。

			　しかしオレは座らずに、部屋の壁をコンコンと叩いた。

			　部屋の壁の一ヶ所を叩いては、トビラとトビラの隙間にある壁を叩く。

			　ライナが敵を掃除した部屋にも入り、そこの壁もコンコン叩く。

			　シャルルとリアはついてくる。シャルルはオレが三歩動くのにもついてきて、リアはオレの服の裾を、（きゅっ………。）っと握ってついてくる。

			　かわいい。

			「自らが休んでパーティが休みやすい雰囲気を作るのも、上の人間の務めだぞ？　アマクサ」

			「わかるけど、ちょっと気になることがあってね」

			「なんだ？」

			「ええっと……」

			　オレが話そうとしたところ、セシリアたちがやってきた。

		

	
		
			　

			第９話　セシリアたちとの合流と別れ。

			　

			「無事であったか。キミたちも」

			「当然ですわっ！」

			「手がかりのほうはどうであった？」

			「ございませんでしたわ……」

			　最初は胸に手を当て胸を張っていたセシリアが、しょんぼりとうなだれた。

			　頭のかわいいネコミミも、みゅーん……と垂れる。

			　オレはライナへと尋ねた。

			「ねぇ、ライナ」

			「なんだ？」

			「ライナはこのダンジョンのモンスターとか仕掛けのことを、どうやって知ったの？」

			「過去にここを探索した者たちの記録を読んだ」

			「なるほど」

			　オレはうなずき、セシリアへと尋ねる。

			「オマエのほうも、そういう記録は読んでいるのか？」

			「当然ですわっ！　高貴なるわたくしは、賢人とは、このような方であろうか――というほどのわたくしでもあるのですからっ!!」

			「オマエでもそうってことは、リーダー格で調べないやつはいないってことか……」

			「おっしゃる通りでございますわっ！　高貴なるわたくしがするということは、みなさまがそれに倣(なら)うのもしかるべきなのですからっ！」

			　セシリアは、胸に手を当て得意げに言った。

			　小バカにされていることも気づかないとは……安定のアホの子である。

			　オレはライナたちへと言った。

			「そもそもさ、このマップってちょっと変だと思わないか？」

			「ん？」

			「なにがですの？」

			「侵入ルートがふたつあるのに、スタート地点は大差ない。それなのに、片方のルートはやたらキツくて、もう片方はとても簡単」

			「理(り)不(ふ)尽(じん)と言えば、その通りと言えなくもないが……」

			「それでオレは思ったんだよ。ルートの結果に意味がないなら、ルートの過程に意味があるんじゃないか――って」

			「…………」

			「そういう意識で見ていたら、この部屋の違和感にも気づく」

			「違和感……？」

			「この部屋の形」

			　オレは部屋を軽く見回す。ライナたちも、オレを真似して見回した。

			「部屋が六角形で床の魔法陣も六(ろく)芒(ぼう)星(せい)なのに、ドアが五つしかないこの部屋の形」

			「…………！」

			「つまり……どういうことですの？」

			　ライナがなにかを察知して、セシリアが首をかしげた。

			　オレは六角形の部屋の、ドアがついていない壁へと寄った。

			「要するにこの部屋は――」

			　拳を振りあげ――。

			「隠し通路があるってことだよ！」

			　叩き込む！

			　壁がズォンと吹っ飛んで、人間ふたりが通れるかどうかといった通路がでてきた。

			　通路の奥の小部屋には、銀色のゲートが煌(こう)々(こう)と輝いている。

			「おお……」

			「ですわ……！」

			　ライナたち全員が、目を丸くしてオレを見た。

			「理(り)不(ふ)尽(じん)な難易度の地底湖ルートは、ルートを通れるレベルのプレイヤーに、『このマップには壁を壊して進むルートもある――』ってことを教えるためのヒントなルートでもあったっていうこと」

			　しかしライナやセシリアを含む探索者たちは、事前に下調べをしていた。

			　そのせいで、中継地点に過ぎない六角形の部屋を、ゴールと勘違いしてしまったわけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　壁をぶち破ったオレは、ライナたちに言った。

			「それでどうする？　ゲートを通るのは確定にしても、パーティを分散したままか？」

			「そうだな……」

			　ライナは形のよいアゴに手を当てて、オレたち全員を見た。

			　ギィンッ――と目を見開いて、殺気を放つ。

			「みいっ……」

			「はうっ……」

			「ぜなっ……」

			　オレとリア、セシリアは平然としていたが、シャルル、リンディス、セシリアの取り巻きであるリミィはかなり怯(ひる)んだ。

			「シャ……シャルルはシャルルは、平気でありますっ……！」

			「アタシも……、大丈夫だぜな……！」

			「リミィは……、はにゃあぁ……！」

			　それでもシャルルとリンディスは踏み留まるが、リミィだけは無理だった。

			　肋(ろつ)骨(こつ)は丈夫でも、メンタルもそうとは限らないらしい。

			「わたしはセシリア＝フェアゲッセンをパーティに組み込み、リミィ＝クロケットを帰還させ、報告要員にするのがよいと思う」

			「確かにそれが適切ですわね……」

			　セシリアは冷静につぶやいた。

			「あのっ、ええっと……」

			　リミィが半泣きでまごまごとするが、ライナは短く、端的に言った。

			「気にするな。リミィ＝クロケット。強い相手に恐怖を抱くのも、探索者には必要な資質だ」

			「はっ……はいっ！」

			　リミィは瞳(ひとみ)を輝かせ、深く大きく頭をさげた。

			　さすがライナというべきか。人の使い方がうまい。

			　相手の能力や実力を見極めた上で、プライドを傷つけないように声かけもする。

			『人の上に立つ人間』っていう感じだ。

			　そしてオレたちはゲートをくぐり、エクストラダンジョンの隠しマップ的な階層に入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゲートを伝って入った個所は、薄暗い洞(どう)窟(くつ)のような場所だった。

			　まるで無骨な水晶のように、深い水色をした、ゴツゴツとした岩肌の壁に、深海のような深い青の床。

			　薄ら暗くて物寂しいが、神秘的な雰囲気もある。

			「かなり一変しているな」

			「レベルの高いマップっていう感じはあるよね」

			「そうですわね……」

			「それでオマエはなんなんだ」

			　セシリアはなぜか、オレの腕にしがみついていた。

			　小さな体が小刻みに震え、頭のネコミミもペタ……っと伏せられている。

			　ＥかＦはある胸が、腕に当たって気持ちいい。

			「べべっ、べつに意味はございませんわっ！　暗くて湿っぽいところが苦手で恐ろしいとか、そのようなことはございませんわっ！」

			　アホの子のセシリアは、フルオープンに自爆した。

			「まさかキミが足手まといになるとはな……」

			「みいぃ……」

			　申し訳ないとは思っているのか、ライナの毒にも縮こまる。

			　おかげで腕に当たっていた胸が、さらに潰れて密着してくる。

			　オレは短く言ってやった。

			「高貴なんだろ？　オマエ。強くて華(か)麗(れい)で美しくって、高貴で高貴なんだろ？」

			「おおっ、おっしゃる通りですわっ！　高貴なるフェアゲッセンの家に生まれ育ったわたくしは、高貴で高貴なるわたくしですわっ！」

			「そんなオマエが、オレにくっついていていいのか？」

			「よろしいはずはございませんわ！　ございませんわぁ～～～～～～～～～！」

			　半泣きで叫ぶセシリアであるが、オレから離れようとはしない。

			　ひしっ、ひしっとくっついてくる。

			　ただのアホの子では飽き足らず、ダメな子にもなっていやがる……。

			「仕方ないからこのまま進むか」

			「よいのか？」

			「重くて頑丈な盾と思えば、それなりに使える」

			「なんということをおっしゃるのですのっ?!」

			「イヤなら離れろよ」

			「おひどいですわぁ！」

			　セシリアは半泣きで叫んだが、離れようとはしなかった。

			　むしろ離されまいとして、必死にしがみついてきた。

		

	
		
			　

			第10話　ライフルフィッシュ。～殺意なき殺(さつ)戮(りく)者(しや)～

			　

			　オレはセシリアをくっつけたまま、部屋の中を見渡した。

			　ほら穴のような穴がひとつあるだけで、それ以外には特にない。

			　オレたちは穴に向かった。穴の先には階段があり、水の流れる音がする。

			　階段の先の通路は――。

			「川……？」

			　と言いたくなるような、水の流れでおおわれていた。うっすらと輝く深い青色の壁から、澄んだ水がまるでカーテンのように、ザァ――っと流れている。

			　そして通路のわずかな傾斜が、川のような流れを作り出している。

			　ライナがサーベルの鞘(さや)を腰から外し、先っぽを川へとつけた。

			「深さは六センチほどか……」

			　鞘(さや)についた水滴を、小指の端で軽くひっかく。じっと眺める。異常がなさそうなことを確認してから、チロリと舐める。

			「正体も、普通の水と呼んで差支えなさそうだな」

			「そっか」

			　それなら入っていいだろう。オレはセシリアといっしょに水に入った。

			　ひんやりと心地よい触感が、足首から伝わってくる。

			「右と左、どっち行く？」

			「わたしの希望は、登り坂である右だ。体力を消(しよう)耗(もう)してしまうルートは、余力があるうちに潰しておきたい」

			「ま、正論だね」

			　オレたちは、すり足気味に坂を登った。

			　左右の壁から流れ伝わる水の音が、静(せい)寂(じやく)のダンジョンに響く。

			　うっすらと輝く深い青色の石を水がおおっている光景は、なかなかに神秘的である。

			　しかし『迷宮』として進んでいる身からすると、地味に厄(やつ)介(かい)である。

			　こんなふうに水を流されていたら、モンスターの気配に気がつきにくい。

			　だから普通のフロアより、二倍か三倍は気を張り詰める必要がある。

			　そして気を張りつめていると、空気が震える気配を感じた。

			　雪崩(なだれ)のような、津波のような、超自然的な空気の震えだ。

			　震えはまるで、空気自体が濃い質量を持っているかのような圧迫感で、オレたちに迫ってきた。

			　その正体は魚の群れだ。

			　大きさはイワシほど。しかし体は金属製。

			　そんな魚が、集団で突っ込んでくる。

			　その数は、一〇や二〇では済まない。

			　一〇〇や二〇〇を持ちだして、初めて把(は)握(あく)できる単位だ。

			　ライナが決死の形相で叫ぶ。

			「伏せろぉ―――――――――――――――！」

			　リンディスに、シャルルとリアがその場に伏せる。

			　ライナも転がり床へと伏せた。

			　その位置は、リアとライナに、リンディスも守るような位置だった。

			「やつらの名前はライフルフィッシュ！　鉄の体で弾丸のように宙を駆け、大気中にあるマナを吸って生きている魚類だ！」

			　説明だけを聞くならば、クジラのようにやさしい種族。

			「しかしその軌道線上にいるものを問答無用で肉片に変える、殺意なき殺(さつ)戮(りく)者(しや)たちだっ！」

			　ドンドンドンッ！　ライナが銃をぶっ放す。

			　放たれた銃弾は、二発がライフルフィッシュの下をかすめて、ライフルフィッシュの軌道を変えた。

			　そして一発はライフルフィッシュに直撃し、ライフルフィッシュを肉片に変えた。

			　肉片の残(ざん)骸(がい)が慣性の法則によって超高速の弾丸と化し、オレの頭上をチリッとかすめた。

			　破片と化した残(ざん)骸(がい)であろうともこの威力。

			　直接ぶち当たりでもしたら――。

			「ッ…………！」

			　悲劇を容易(たやす)く想像させるモンスターを前に、ライナの瞳(ひとみ)の色が変わった。

			　比(ひ)喩(ゆ)ではない。本当に――文字通り、澄んだ空色の瞳(ひとみ)から、鮮(せん)血(けつ)のような赤に変わった。

			　銀色の髪が逆立って、黒いマナが滲(にじ)みでる。

			　ライナが銃をぶっ放す。

			　ドゥンッ！　と鈍い音がした。今までの銃弾とは違う、砲弾に近い音だ。

			　その銃弾が、ライフルフィッシュの体を砕く。

			　異様な貫通力を持った魔弾は、複数のライフルフィッシュの体を貫き、ブォンと黒いマナでもって、ライフルフィッシュの体を包んで――。

			　

			　食らった。

			　

			　そうとしか表現のできない風に収縮し、ライフルフィッシュを虚(こ)空(くう)へ消した。

			　もともとライナの拳銃は、火薬の代わりにマナを使用している。

			　消費するマナの量を変えれば、こういう芸当も可能になってくるのだろう。

			　しかしこの世界のマナは、ＭＰよりもライフポイント。生命力だ。

			　激しく使えばそれの分だけ、命を削ることになる。

			　ドゥン！　ドゥン！　ドウゥン！

			　それでもライナは銃弾を放つ。

			　低い弾道を突き進むライフルフィッシュを黒いマナが消し去って、それ以外のライフルフィッシュがオレたちの頭上をかすめる。魚が一匹通るたび、風切り音が耳に走った。

			　ライナが弾を込め直す際は、オレが意識を集中させて、飛んでくる魚へと備える。

			　リアも後ろから能力を使い、ドーム状の盾を作った。

			（んっ………。）

			　しかし衝撃は重く、一匹盾に当たるたび、ドォンッ、ドォンッと押されてく。

			「無理はするなよ」

			　オレがそう言ってやると、リアはシールドを解除した。

			　口惜しそうに、（しゅん………。）っと沈む。

			　オレは一瞬のミスも許されない緊張感の中、ライフルフィッシュを横殴りに弾く。

			　ライナはオレをチラリと見ては、くぅん……っと喉を詰まらせた。

			「わたしは最近、キミが息をするだけで惚(ほ)れ直しているような気がしているよ……」

			　そんなこともつぶやいて、瞳(ひとみ)をライフルフィッシュに向ける。

			　放たれた銃弾は流れ星のように尾を引いて、迫りくる死を撃ち破った。

			　二〇分か三〇分。ライフルフィッシュの大群が、オレたちの上を通過し切った。

			「ふぅ……」

			　ライナが憔(しよう)悴(すい)し切った息を吐き――。

			　水の中にヒザをつく。

			「ライナっ?!」

			「すまん…………」

			　オレはライナを助け起こすと、肩を貸して立ちあがった。

			「すまんついでに……。わたしの胸ポケットから、ラビスベリーロを取り出してくれ…………」

			「なんだそれ？」

			「探ればわかる……」

			　オレはライナの胸ポケットに手を入れた。果たしてそれはすぐにでてきた。

			　空の色とも、ライナの瞳(ひとみ)の色とも言える、水色の飴(あめ)玉(だま)だ。

			　ビニールとよく似た素材に包まれた封を破り、オレはライナの口に飴(あめ)玉(だま)を入れた。

			「んっ……」

			　かわいいライナの口の中で、丸い飴(あめ)玉(だま)がコロコロと動く。

			「それで大丈夫なのか……？」

			「愛しいキミに食べさせてもらったわけであるしな……」

			　ライナは静かに瞳(ひとみ)を閉じて、浸るようにつぶやいた。

			　オレの腕に腕を絡ませ、頭をピト……っとくっつけてくる。

			　そういうことなら、オレもサービスしてやろう。セシリアを外し、ライナを背負う。

			「はぐっ?!」

			「疲れてんならこっちで休めよ」

			　オレはライナを軽くゆすった。身長一四〇センチ台のライナは、小さくて軽い。

			　なのにあんなにがんばっていたのかと思うと、愛しさが込みあげる。

			「わたしはわたしは、子どもではないのだぞっ?!」

			「子どもじゃないけど恋人だ」

			「はぐっ……！」

			　それは単純な事実だが、ライナの胸には刺さったらしい。困ったような顔をしつつも、顔を真っ赤に火(ほ)照(て)らせて、オレの背中に抱きついた。

			「アマクサ……」

			　とくとくとく。

			　とくとくとく。

			　ライナの平たく薄い胸から、温かな音が響く。

			　と――。

			「みいぃ…………」

			　外されたセシリアが、オレの腕にしがみついた。

			「見放さないでいただきたいのですわぁ……」

			　その憐(あわ)れな様子たるや、もう一度外された瞬間にボロ泣きしかねない勢いである。

			（………。）

			　ついでにリアが、オレとライナの体の隙間に腕を差し入れ、頭を（ピト………。）とくっつけてきた。テレパシーで言ってくる。

			（忘れないでほしい………です。〉

			（忘れるわけないだろ）

			　とってもうれしかったらしい。

			　リアは（んっ………。）と瞳(ひとみ)を細め、オレの腕に頬ずりをした。

			　それはかなり愛らしいのだが、オレはちょっぴり思ったりした。

			（これで戦えんのかな……？）

			　などと考えていたら、足元の水面がザァ……っと波打ってきた。

			　コイツは――と思う間もなく水面が弾け、巨大なヒラメが現れる。

			　直径二メートルはありそうなそいつは、巨体でもってオレたちを押し潰そうとした。

			　が――。

			　リアが手を前にだした瞬間、すさまじい勢いで吹っ飛んだ。

			　あっという間に見えなくなって、かなり遠い通路の先に、ドォンッ……っとぶち当たる。

			　薄暗くって確かなことは言えないが、六〇メートルは離れていそうな通路の先に。

			（ん………！）

			　名誉を挽(ばん)回(かい)したリアが、オレのほうを見る。

			　一見すると無機質で無表情な面立ちであるが、祖母に一〇〇点の答案を見せて褒(ほ)めてもらおうとしている子どものような、強い誇(ほこ)りと喜びが、ほっこりと浮かんでいた。

			　頭の両脇のぴょこハネも、ぴこぴこと動いていた。

		

	
		
			　

			第11話　世界よ。これがセシリア＝フェアゲッセンだ。

			　

			　そんな感じで、オレはリアたちと水路を進む。

			　いくつかの曲がり角を曲がり、何体ものモンスターを倒す。

			　巨大ガエルのジャイアントフロッグや、やはり巨大で低空を浮遊しているフライト・アンコウ。ウツボぐらいの大きさをした、宙を泳いでやってくる浮きヘビなどをリアが倒した。

			　というかリアがやたら強い。

			　どんなモンスターも、ほぼ一瞬でふっ飛ばす。

			　ライナが地面に降りたあとも、大型のモンスターはリアが一瞬でふっ飛ばす。

			　本当に、強いなぁ。

			　なんてオレが思っていると、リアは直接言ってきた。

			「好きだから………。」

			「ん？」

			「ラクトのこと。好きだから………。」

			「から？」

			「守る………したい。」

			　リアは小さくつぶやくと、オレの腕に、（すりすり。）と頬ずりをした。

			「はうぅ……」

			　そしてオレの後ろでは、シャルルがとても悲しそうにしていた。

			　気持ちの上では、リアに負けていないシャルル。

			　しかし実力のほうは、かなり大きな差ができている。

			　だがしかし、落ち込んでいるシャルルもかわいい。その姿ひとつで、連れてきてよかったと思える。

			　そもそも今回のシャルルは、経験を積むためについてきている。

			　そういう意味では、あまり役に立てなくっても仕方ないのだ。

			　そんなことを考えながら、いくつかの曲がり角を曲がっていくと――。

			「階段か……」

			　登りの階段を見つけた。五段しかない浅い階段で、いかにもといったトビラがついてる。

			　階段は壁の右についているため、オレたちは水路を進んでもいいし、階段を登ってもいい。

			「どうする？」

			「足元の水がないようであるし、とりあえず登るのがよいと思う」

			　オレが問うと、ライナが答えた。

			　ほかのみんなはどうだろう。オレはなにも言わないで、意見がでてくるのを待った。

			「わたくしは……、水路に隣接している部屋に、よろしい思い出がございませんわ……！」

			　セシリアが、明確な反対を述べた。

			　シャルルやリンディス、リアは特になにも言わない。

			　それは自分の意見がないというより、『どちらでもよい』が自分の意見といった感じだ。

			　そして唯一、登ることを提案したライナは――。

			「わたしも別に、水路を進むのであれば、それでもよいぞ？」

			　そういうことなら決まりかな。

			「登ろう」

			「ラクトさまぁ?!」

			　セシリアの声が響いたが、オレにはなにも聞こえなかった。

			　よって反対の声もなかった。

			　というかセシリアが反対するなら、それが正しいルートな気がする。

			　階段を登る。水路に浸っていた足が、パチャリ、パチャリと水音を立てた。

			「あんまりですわぁ……っ！」

			　セシリアは悲痛につぶやくが、オレの腕から離れはしない。むしろくっつく力を強める。

			　仕方ないので、オレはリアに離れてもらった。右手でトビラを、ギィ……と押す。

			　なんか重いトビラだな。

			　そんなふうに思っていたら――。

			 

			　にょろり。

			 

			　ナメクジが、部屋のトビラに張りついていた。

			　キスできそうな至近距離に、デカいナメクジの顔がある。

			「うおおっ！！！」

			　オレはビビッた。めっちゃビビッた。全身に鳥肌が立って、毛穴が丸ごと逆立った。

			　この勢いでビビッたのは、納豆を食べようとパックをあけたら、中にウジムシが沸いていた時以来だ。

			（っ！）

			　リアも同様だったらしい。

			　[image: kaommoji_1.png]な顔で、（んっ！）と両手を前に突きだし、トビラごとナメクジを吹っ飛ばした。

			　部屋の中では、ナメクジたちが群れていた。

			　リアに吹き飛ばされた仲間の体に群がって、うじゅりうじゅりと食べていく。

			「うわあぁっ！」

			　いつもは冷静なライナも、これにはさすがにビビってた。銃を取りだし乱射する。

			　バシュン！　バシュン！　バシュン！

			　食らったナメクジは体液を噴(ふ)きだすが、死には至っていなかった。

			　リアやライナでこうなのだ。最初から怖がっていたセシリアに至っては――。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　半狂乱でオレにくっつく。

			「みぃっ、みぃっ、みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　みぃみぃうるさくわめいては、オレにくっつく力を強める。

			　オレが怯(ひる)んでいたことも相まって、オレは尻(しり)餅(もち)をつかされた。

			　すると今度のセシリアは、真正面からオレに抱きつく。

		

	
		
			[image: p116.jpg]
		

	
		
			「だからわたくし言ったのですわっ！　だからわたくし言ったのですわぁ！」

			　セシリアは、みゃーん、みゃーんと泣きだして、ぎゅー！　ぎゅー！　とくっついてきた。

			　ふたつのおっぱいがオレの胸板でぐにゅぐにゅと潰れ、すべすべとしたほっぺたが、オレのほっぺたとこすれ合う。

			　セシリアの体はやわらかく、とてもいい匂いがした。

			　いつもは生意気なセシリアだけど、こういうところは、『女の子』だ。

			　そうなると、やっぱり守ってやるべきかもしれない。

			　そんな風に思ったが――。

			「わたくし世界で一番キライなものがラクトさまなら、二番目にくるのがヌメニュル系のヌメニュルですわぁ！　薄暗くってじめじめしたところが恐ろしいのも、ヌメニュル系がいるからですわぁ！」

			　前言撤回。

			　コイツの外(そと)見(み)は女の子だけど、中身はやっぱりセシリアだ。

			　オレはポツリとウソを言う。

			「背中に三匹くっついてるぞ」

			「はにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　アホの子のセシリアは、世にも憐(あわ)れな悲鳴をあげた。

			　オレにぎゅうぎゅうくっついてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これで全部か」

			「そのようだぜな」

			　ナメクジの掃(そう)討(とう)が終わった。

			　毒を吐いてくる危険な敵ではあったものの、リアとライナとリンディスには勝てなかった。

			　シャルルも強くないわりに、一生懸命がんばった。

			　ライナが火炎石の粉をまき、ナメクジの死体に火をつける。

			　部屋をでて、ナメクジたちが燃え尽きるのを待った。

			　燃えた煙が毒となることを警戒し、身を低くする。

			　ライナの見立てではそうはならないという予想だが、念を入れて損はない。

			　心地よいとは言えない臭いが、煙といっしょに部屋からでてくる。

			　火が消えた。

			　部屋の中に入る。

			　火が消えて間もない空間はじんわりと熱く、空気もカラリと乾燥していた。

			　部屋の中には二メートルほどの通路があって、通路の奥にはトビラがひとつ。

			　当然あけるしかないが――。

			「みいぃ…………」

			　セシリアが嫌がっているせいで近寄りにくい。

			　仕方ないな。

			「リア」

			（こくっ。）

			　リアは小さくうなずくと、（んっ。）と両手を前に突きだす。

			　チュドォンッ！

			　トビラは派手にふっ飛んだ。

			「…………」←オレ。

			「…………」←ライナ。

			（………。）←オレを見るリア。

			「ここまで派手にぶっ飛ばす必要はなかったと思うんだが……」

			　リアは（きゅっ………。）と抱きついてきた。小さな体は、小刻みに震えてた。

			　これはなんていうのか、ひょっとして……。

			「怖かったのか？　さっきのナメクジ」

			（こくっ。）

			　確かにアレは、トラウマになってもおかしくない配置だったな。

			　オレはお詫(わ)びの意味も込め、リアの頭をやさしく撫(な)でた。

			（ん………♡）

			　リアの心がほっこり綻(ほころ)び、頭の両脇のぴょこハネがぴこぴことゆれた。

			　すると――。

			「それはどういうことですのっ?!」

			　オレの腕にくっついているアホの子が叫んだ。

			「あのヌメニュルを恐ろしいと言ったわたくしには、おひどいウソをついておいて、リアさまにそのおやさしさとは、いったいどういうことですのっ?!」

			　オレは端的に答えた。

			「オマエ、オレのこと好きだっけ？」

			「大っきらいですわぁ！」

			　なんという断言。一周まわって清(すが)々(すが)しい。

			「リアはオレのこと好きだもんな？」

			（こくっ。）

			　実際にどのくらい好きなのか、示そうと思ったのだろう。

			　リアは小さく背伸びして、（ちゅっ………。）とほっぺにキスをしてきた。

			　やわらかな唇と温かな心が、同時に伝わってくる。

			「な？」

			「それでもスジが通りませんわぁ！　高貴なるわたくしに嫌われているのならば、なおのことわたくしに尽くし、寵(ちよう)愛(あい)を得るよう努力するべきではございませんの?!」

			「それが通ると本気で思ってるのか……？」

			「もちろんですわっ！」

			　見たか世界よ。これがセシリア＝フェアゲッセンだ。

			　自意識過剰の傲(ごう)慢(まん)女で、オレがほっぺたをつねっても良心の痛まないアホの子だ。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～！」

			　つねられたセシリアは、いつものように鳴いた。

			　それでもオレから離れなかった。

			　いじめられてもくっついてくるとは、よほどナメクジが怖いんだな。

			　そういうところは、ほんのちょっぴりかわいいというのに。

		

	
		
			　

			第12話　巨大クラゲ襲来。

			　

			　セシリアにいろいろとしたオレは、リアがトビラをふっ飛ばした部屋へと入る。

			　そこは広い部屋だった。

			　直径一〇〇メートルほどの大きさはある、広いドーム状の部屋。トビラが四つあったり部屋の中央が大きくくぼんでいたりはするが、部屋自体にはなにもない。

			　やや薄暗いがジメジメとはしておらず、セシリアも離れる。

			　そしてオレたちが部屋に入ると、まるで見計らったかのように――。

			　

			　トビラがあったところに結界が張られた。

			　

			「むっ……」

			「ッ！」

			　経験による直感が警報を鳴らしたのだろう。ライナとリンディスが臨戦態勢を取った。

			　ゴゴゴゴゴ……と、部屋全体が激しくゆらいだ。

			　部屋の中央のくぼみから、二本の触手が現れる。

			　触手が左右の床を押さえ、キノコのような頭部がでてきた。

			　さらに体全身がでてくる。黄色と黄緑色の輝きが入り混ざった巨大なクラゲ。

			　巨大な核(コア)を中に有した、全長六メートルはありそうな頭部に、無数の触手と一際長い二本の触(しよく)腕(わん)が、ふわり、ふわりとゆれ動く。

			　触(しよく)腕(わん)の先は木の葉状に広がっていて、刃物のようにトゲトゲとした吸(きゆう)盤(ばん)があった。

			　そいつは触(しよく)腕(わん)を振りあげて、その場でギュル――っと激しく回った。

			　黄緑色をしたシャボン玉のような泡が、おびただしいほど沸きあがる。

			　ふわり……、ふわり、ふわり。クラゲはいくつもの泡を漂わせ、悠々とした動きで近寄ってきた。その風格は、サバンナを闊歩するライオンのようにも見える。

			　宙に浮いている六メートル級のクラゲは、巨大な山が動いてくるようにさえ見えた。

			　射程距離。ライナが拳銃をぶっ放す。

			　ドンドンドン。激しい音が三発響き、銀色の弾丸が飛んでいく。

			　浮かんでいる泡は、ほんの一瞬、銃弾を飲み込むかのようにへこみ――。

			　

			　弾けた。

			　

			　銃弾を包み込んでは弾け飛び、自らを貫いた銃弾もろとも弾け飛んだ。

			「酸性のシャボン玉かっ！」

			「そんなら魔法でふっ飛ばすぜなっ！」

			　リンディスが水色の槍(やり)をギュルリと回し、マナを穂先に集中させた。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇(やみ)は闇(やみ)より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			　穂先より放たれし濁流が、渦を巻いてクラゲへと向かう！

			　が――。

			　パチン、パチン、パァァンッッ！

			　渦が泡に近づいた刹(せつ)那(な)、泡が弾けて波紋を作った。

			　リンディスが放った水流の渦は、クラゲに届くことなく消えてしまう。

			　間髪入れず、ライナが魔法をぶち込んだ。

			「性(さが)のままに食らうがいい！　七つの大罪・暴食の王の下僕(しもべ)！　ベルゼビュート・バレッツドラゴン！」

			　線の細い黒竜が、弾けるように現れた。

			　線の細い竜はギュルリと回った。螺旋の弾丸のようになり、波紋を鋭く貫通し――。

			　

			　クラゲの頭部に突き刺さる！

			　

			　盛大に仰け反ったクラゲは、けれども致死には達しない。

			　体勢を崩しながらも、巨大な触(しよく)腕(わん)を振りあげて――。

			　

			　振り下ろす！

			　

			　オレたちは、左右に散って回避した。地を揺らす衝撃が響き、まるで巨大な隕(いん)石(せき)でも落ちたかのような、巨大なクレーターができあがった。

			「んっ………！」

			　回避際、リアが右手で虚(こ)空(くう)を薙(な)いだ。空圧の矢が、泡の間隙を縫(ぬ)ってクラゲに当たった。クラゲの体、ドォンッ……っとへこむ。

			　けれども、クラゲは怯(ひる)まない。

			　体をギォオンと旋(せん)回(かい)させて、巨大な触(しよく)腕(わん)を裏拳気味に打ってくる。

			　リアはバックステップを踏んだ。

			　太い触(しよく)腕(わん)、虚(こ)空(くう)を切った。

			　しかしクラゲは旋(せん)回(かい)の勢いでもって、黄色いナニカを射出した。

			「んっ………！」

			　リアが力で、それの軌道をわずかに逸らした。それは地面へと当たり、硬い地面をジュワアァ……っと溶かした。硫(い)黄(おう)のような悪臭が鼻を突く。

			　リアの視線が、溶けてしまった床へと流れる。ほんの一瞬、動きがとまった。

			　その隙を、巨大クラゲは逃さなかった。

			　まるでハエを叩き潰すかのように、リアの真上に触(しよく)腕(わん)を落とす。

			「リアッ！」

			　オレはリアを抱きとめて下がった。

			　触(しよく)腕(わん)がリアの前髪をかすめ、ガォンッ！　と激しいクレーターを作る。

			「岩をも砕く触(しよく)腕(わん)に、酸性の液、そしてこちらの攻撃を相殺してくる泡か……」

			「しかもリアさまの攻撃を受けても、あまり効いていない様子であります……！」

			「リアの力は、彼我との距離が離れてしまうと威力も落ちるが……」

			「それを引いても、すごい耐久力なのであります……」

			「乾いた笑いが漏れるんだぜなっ……！」

			「しかし泡で身を守ってるということは、泡で身を守る必要がある――という話でもある。そして先の攻防で、相手の泡は目減りしている」

			「つまり先ほどの攻防を、もっとくり返していけば……」

			　と――シャルルがつぶやいたのと同時。

			　クラゲの大きな体から、ポコリ、ポコリと泡がでてきた。ライナとリンディスで減らした泡の弾幕が、戦う前の状態に戻る。

			「はうぅぅ…………！」

			　リンディスが、槍(やり)を握ってつぶやいた。

			「嵐(あらし)の海と現実は、いつでも残(ざん)酷(こく)なんだぜなっ……！」

		

	
		
			　

			第13話　VSクラゲ。

			　

			「はうぅぅ…………」

			「嵐(あらし)の海と現実は、いつでも残(ざん)酷(こく)なんだぜなっ……！」

			「泡の再生能力が有限であると仮定して、ヒットアンドアウェイをくり返すのが、当面の良策――といったところか」

			　シャルルとリンディスが絶望する中、ライナは冷静につぶやいた。

			　しかしライナがつぶやいた刹(せつ)那(な)、クラゲは触(しよく)腕(わん)を振りあげた。両腕で、硬い地面をぶっ叩く。

			　部屋全体が、地震のように激しくゆれた。

			　オレは頭上に、奇妙な気配を感じた。天井を見上げる。

			　背筋にゾワリと怖気が走った。

			　そこにいたのは、無数のヒルだ。

			　直径およそ一メートルの毒紫色をしたヒルが、口をあけて迫ってきていた。

			「持久戦はやらせんつもりか！」

			　ライナが両手に黒いマナを集め、竜に変えてヒルへと放つ。

			　しかし落ちてきたヒルは、ライナの竜が当たる手前で、プクゥっとふくらみパチンと弾けた。

			　雨が降る。

			　雨が降る。

			　毒紫色の雨が降る。

			　ライナはバックステップでそれを回避し、表情を強(こわ)張(ば)らせた。

			「はぐっ……」

			　宙で弾けたヒルの体が、もぞり、もぞりと蠢(うごめ)いている。

			　よくよく見ればそれもヒル。小型のヒルだ。

			　それからもヒルは、グチャリ、グチャリと落下してくる。

			　足で潰せば一部は死ぬが、残りが靴に絡みつく。

			　オレは足をブンと振り、くっついたヒルを払った。

			　そしてクラゲがやってきた。触(しよく)腕(わん)を振りおろしてくる。

			　幸い、狙いはオレだった。ギリギリまで引きつけてかわす。

			　数瞬前にオレが立っていた地面が弾け、地面で蠢(うごめ)いていたヒルが、散弾のように飛んできた。

			　オレは素早く後ろに下がり、当たりそうになったヒルを腕で弾いた。

			　しかし弾かれたヒルは、それでも腕に張りついてきた。

			　チュウゥ。衣服越しにオレのマナを吸い取り、まるまる太ってころりと落ちる。

			　満足すれば自主的に離れていくのは、地球のヒルと同じらしい。

			「壁際に寄れぇ！」

			　ライナが叫ぶ。

			　確かに壁の近くには、ヒルはほとんどいなかった。

			　オレは地を蹴(け)り走りだす。ついでにみんなをチラと見た。

			　ライナは普通に走っていたし、リアはオレの後ろをついてきている。

			　シャルルとリンディスのふたりは、マナを吸われて辛そうにしながらも、走っていた。

			　が――。

			（セシリアっ?!）

			　オレはブレーキをかけた。

			　後ろを走っていたリアが、オレに抱き着く格好になる。

			　オレはリアを抱きとめて、つい先刻までオレたちが立っていた箇所を見た。

			「みいっ、みいぃ……」

			　セシリアはいた。ヒルに囲まれ涙をにじませ、小刻みに震えてる。

			　近くにクラゲがきているってのに、それにもまったく気づいていない。

			　巨大クラゲが、触(しよく)腕(わん)を振りあげる。

			「先に行ってろ！」

			　オレはリアにそう言って、ダンと地を蹴(け)り鋭く跳ねた。

			　セシリアのそばに立ち、怯えるセシリアを抱いた。

			　後ろへ跳んだ。目の前を触(しよく)腕(わん)が通り、足場がガォンと激しく砕けた。

			　オレはセシリアを抱え、ライナたちがいる壁際へと戻った。

			「平気か？　アマクサ」

			「ああ」

			　オレはうなずき、セシリアを降ろそうとしたが……。

			「らくとさま……」

			　セシリアは離れない。しおらしい声を漏らして、ひしっと抱きついてくる。

			　オレの調子がちょっぴり狂う。こんな状況でなかったら、このままでいたかもしれない。

			　けど今は、こんな状況である。

			「降りろよ」

			「………………みゃあ」

			　セシリアは、逆らうことなくオレから降りた。

			　オレはシャルルとリンディスを見る。

			「はうぅ……」

			「ッ……」

			　マナをかなり吸われたふたりは、壁に寄りかかって苦しそうにしていた。

			　意識ももうろうといった感じで、オレはふたりの様子を確認していたライナに尋ねる。

			「ふたりはどう？」

			「あまりよい状態ではないな。落ち着いて休めば回復できる範囲とは思うが――」

			　ライナはチラリと、クラゲを見やった。

			　巨大なクラゲは、ふわり、ふわりとゆるやかに、こちらのほうに向かってきている。

			　ヒルのほうも、迫ってきている。

			　今はリアが空圧の壁で防いでくれているが、触(しよく)腕(わん)がきたらそれもできない。

			「ライナのほうは大丈夫？」

			　ライナは自(じ)嘲(ちよう)の笑みを浮かべた。黒いマナを指先に宿し、オレの肩に寄せる。

			　肩にくっついていたヒルは、たったそれだけで死んだ。

			　ライナはフッと、自(じ)嘲(ちよう)気味に笑う。

			「わたしの体に流れるマナは、平均的な人間のソレとは異なるものであるからな」

			「ライナ……」

			「まぁ今は役に立っているのだから、嘆く必要もない。今この時に重要なのは、あのどんな攻撃をも遮(しや)断(だん)してしまう、厄(やつ)介(かい)な性質を持った泡をどうするか――だ」

			　それは現状を確認するための、至って端的なつぶやき。

			　だがオレは、引っかかるものを感じた。

			「ライナ。もう一回言って。オレたちは、どんなクラゲと戦ってるんだっけ？」

			「どんな攻撃も遮(しや)断(だん)してしまう泡を持った、厄(やつ)介(かい)なクラゲだが……」

			「どんな攻撃も…………か」

			「……わたしの分析がおかしかったか？」

			　ライナはすこしすまなげに言った。

			　いつもはピコンと立ってるオオカミの耳も、心なししおれる。

			「それはないよ。むしろ逆。確かにライナが言ってる通り、クラゲの泡は、どんな攻撃も遮(しや)断(だん)するんだと思う」

			　けど――。

			「だからこそ、勝てるような気がする」

			「なに……？」

			　オレはつぶやき地を蹴(け)ると、クラゲの前に躍(おど)りでた。

			　山のように大きなクラゲが、川のように長い触(しよく)腕(わん)をあげた。

			　プレッシャーが振りおろされる。オレは神経を研ぎ澄まさせて、紙一重で回避した。

			　二発目がくる。

			　オレは鋭く回避する。

			　威力の高い触(しよく)腕(わん)であるが、軌道自体は直線的だ。

			　一発食らえば即座に死ぬというプレッシャーさえ流せるのなら、大した脅(きよう)威(い)ではない。

			　クラゲがその場で素早く回る。黄色く輝く毒液が、ヒュオンと鋭く噴出される。

			　オレはそれも回避する。遠心力で放たれるそれは、触(しよく)腕(わん)同様、直線的だ。回避のみに意識を向ければ、回避できないほどじゃない。

			　回転の終わったクラゲに、大きな大きな隙ができた。

			　オレは地を踏み抜いて叫ぶ。

			「喝ッッ！」

			　地をゆるがすような音が鳴る。轟(ごう)音(おん)という原始的な衝撃の波が、音の速さで空間を走る。

			　そして――。

			　

			　クラゲを包み込んでいた泡のすべてが、一瞬で弾けた。

			　

			　クラゲの泡は、どんな攻撃であろうと遮断してくる。

			　だからこそ、轟(ごう)音(おん)という激しい振動に対しても、防御反応を示した。

			　オレは飛び跳ね回転し、遠心力の篭(こも)った浴びせ蹴(け)りを叩き込む！

			　クラゲの頭部がぐしゃりとへこみ、体が地面へと落ちる！

			「ライナッ！」

			「性(さが)のままに食らうがいい！　七つの大罪・暴食の王の下僕(しもべ)！　ベルゼビュート・バレッツドラゴン！」

			　オレが合図を送ると同時、ライナは竜をぶっ放す。

			　打ち合わせなどはなかったが、タイミングは完(かん)璧(ぺき)であった。

			　それも当然。

			　オレとライナは、心も体も混ざりあって溶かしあい、ひとつになったパートナーだ。

			　ライナは、『オレが前にでた以上、オレはクラゲの泡に対処すること』を信じているし、オレはライナが、オレを信じてくれることを信じている。

			　それは不確かなようでいて、月が昇った次の日には、太陽が顔をだすのと同じぐらいに確かなことだ。

			　信頼の証の黒竜が、クラゲの体に直径三メートルの風穴をあけた。

			　クラゲの体を制御していたコアも吹き飛ぶ。

			「Ｇｙｕｉｉ、戯ぃ、莉離莉離、Ｕｅｅｅｅｅｅｅ、Ｐａａａａａ！」

			　討たれたクラゲは、この世のそれとは思えない断(だん)末(まつ)魔(ま)を吐いて暴れた。

			　触(しよく)腕(わん)が、右へ左へ振りおろされる。

			　しかし破(は)滅(めつ)を前提にしたそれは、所(しよ)詮(せん)はただの足(あ)掻(が)きであった。

			　リアの力に止められる。

			「んっ………！」

			　リアはそこから、キイィィン――と自身の力を込める。

			　ボシュウンッ！

			　巨大なクラゲは、粉々に吹き飛んだ。

			　ヒルもクラゲの一部分であったのか、クラゲといっしょに消えていく。

			　――――勝利！

		

	
		
			　

			第14話　クラゲとの戦いが終わって――。

			　

			　巨大なクラゲが散り終わった。部屋の奥に設置されてた、一際大きなトビラが開く。

			　オレはそちらに向かう前に、いまだ壁にもたれかかっているシャルルのところへと寄った。

			「大丈夫か？」

			　シャルルは、壁にもたれかかったまま言った。

			「ラクトさま…………」

			「なんだ？」

			「強さとは、やはり才覚で決まるものなのでありますでしょうか……？」

			　シャルルは、とても弱々しく言った。

			　無理もない。なにせシャルルはここにきて、ろくに役に立っていないのだから。

			　さらにシャルルのか弱い視線は、ほんの一瞬、リアに当たった。

			　生まれて半年と経っておらず、しかし強大な力を携(たずさ)えているリアに。

			　オレは答えた。

			「そうだよ」

			　短く言って、端的に続ける。

			「どんなに努力しても、いつかは壁にぶち当たる。どんなに泣いても笑っても、どうにもならない壁はある。努力で才能を越えることができる――なんて話は、空は願えばいつでも雨を降らせてくれる――って思うのと変わらない妄(もう)言(げん)だ」

			「…………」

			　シャルルは静かにうつむいて、まばたきをした。長いまつ毛が涙で湿気る。

			「それでもオレは思うんだよ」

			「……？」

			「大きな壁にぶつかって、それでも足(あ)掻(が)いてがんばったやつは、遠くに壁があることを理由に寝そべっているやつより、ずっと綺(き)麗(れい)だ」

			「ラクトさま……」

			　シャルルは尊敬と愛情が篭(こも)った瞳(ひとみ)でオレを見つめた。

			　その輝きは、直視するのが照れくさいほどで、オレは視線を逸らしてしまった。

			「まっ、まぁ、才能をもらってる側のオレが言っても、説得力はないカモだけどな」

			「そのようなことは、この世に存在しないでありますっ！」

			　シャルルは拳をギュッと握って、食い入るように言ってきた。

			　顔が近い。

			　やたら近い。

			　キスできそうなほど近い。

			「はうっ――！」

			　シャルルは近さに気がついて、オレから素早く、バッと離れた。

			「申し訳ないでありますっ！」

			　そしてペコリと頭をさげた。

			　かわいい。

			「準備はよいか？　アマクサ」

			　オレはライナに答える前に、シャルルのほうをチラと見た。

			　シャルルは強くうなずいた。

			　オレはゆるりと歩きだす。

			　シャルルは後ろをついてくる。弱いながらも二本の足で、しっかりと。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふむ……」

			　部屋の中でライナがうめいた。

			「あれほどの難敵であった以上、脱出用のゲートが用意されていると思ったのだがな……」

			　しかし部屋にあったのは、大きな宝箱と四体の石像であった。

			　サークレットをつけた人魚みたいな石像が、大きな宝箱を囲むようにして立っている。

			「しかもこのニオイは…………」

			　ライナは小さくつぶやくと、子犬みたいに這いつくばった。

			　部屋のニオイをクンクンと嗅(か)ぐ。

			「キミも頼む。シャルル＝ノイスタッド」

			「はっ、はいっ！」

			　地面を這って、部屋のニオイを嗅(か)いでいくイヌ科のふたり。

			　お尻(しり)と尻尾(しつぽ)がふりふりとゆれてかわいい。
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			「どうであった？　シャルル＝ノイスタッド」

			「少々でありますが…………」

			「が？」

			「レミナさまの匂いが…………」

			「やはりそうか」

			「!!」

			「しかもわたしが感じるに、自分がここにきたことを伝えておくためのニオイ付けに思えた」

			「シャルルも、そのように感じたシャルルであります……」

			「となると――」

			　ライナは宝箱に目を向けた。沈(ちん)黙(もく)の間を作り、意見が集まるのを待つ。

			「あけてみるのが、よろしいのでわ？」

			「アタシもそう思うぜな。遺跡の宝箱とか、不(ふ)謹(きん)慎(しん)でもワクワクしてしまうぜなっ！」

			　セシリアが妥(だ)当(とう)な発言をして、リンディスがはしゃいだ。頭の羽もピコピコ動く。

			「アマクサ。キミは？」

			「あんまりいい予感はしないけど、レミナの匂いがここに残っていたって言うなら、あけてみるしかないんじゃないかな」

			「やはりそうか」

			　ライナは床にヒザをつき、罠(わな)であってもすぐに回避できる体勢を取った。

			　飛びだしてくるかもしれないトラップに備え、慎重に開いていく。

			　ビィー！　ビィー！　ビィー！

			　警報が鳴った。

			〈トラップ発動、パーティキラー。トラップ発動、パーティキラー。

			　あなたがたパーティを分離して、エーギルの神殿の中層部から、最深部へと移動させます。

			　あなたがたパーティを分離して、エーギルの神殿の中層部から、最深部へと移動させます〉

			「なっ――」

			　オレは絶句した。こんなトラップの存在は、今まで聞いたことがない。

			　それに。

			　なにより。

			　このパーティを、分散させてしまったら――。

			「シャルル！」

			「ラクトさまぁ！」

			　オレはシャルルに手を伸ばす。シャルルもオレに手を伸ばす。

			　オレとシャルルの指先が近づく。

			　五〇センチ。四〇センチ。三〇センチ。

			　しかし残り、数センチといったところで――――。

			　

			　シャルルの姿は、視界から消えた。

		

	
		
			　

			第15話　孤独なシャルル。

			　

			「はうぅ……」

			　薄暗い部屋の中、シャルルは静かに目をあけた。

			「はうっ！」

			　すぐさま飛び起き剣の柄に手をかけて、周囲の様子と気配を探る。

			　場所は小部屋だ。

			　水色の大理石で作られたかのような、美しい水色の床や壁で囲まれている。

			　そして部屋には誰もいない。自分以外に誰もいない。

			　ひとり。

			　完全なひとり。

			　ラクトはもちろん、ライナもリアもリンディスも、セシリアもいない。

			「はうぅ…………」

			　シャルルは、一気に泣きたくなった。

			　寂しく不安で心細い。

			　生まれて間もなく山に捨てられた赤ん坊のような気持ちが、胸に刺さって離れない。

			　それでもシャルルは首を振る。ブンブンブンと首を振る。

			　ここがどこかわからないこと。

			　自分がひとりで不安であること。

			　ラクトに会いたくてたまらないこと。

			　それらはすべて、自分の都合だ。

			　この厄(やつ)介(かい)なトラップを作った、厄(やつ)介(かい)な存在の思惑とは、なんら関係がない。

			　不安と寂しさに怯えて泣くのは、ここでするべきことじゃない。今の自分がするべきは、トラップの意味と真意をくみ取り、再びラクトに会うために最善を尽くすことだ。

			　シャルルは自身の腕についてる、アイテムボックス的な役割を果たす腕輪を構えた。

			「リゼルト……であります！」

			　手持ちの道具をすべてだし、確認を取る。

			　ラクトに作ってもらった剣が一本。お店で買った予備の剣が二本。投げナイフが八本に、扁平状の容器に入った塗り薬がひとつ。　

			　特にこの塗り薬は、ラクトが作ってくれた品だ。

			　かつてラクトが自分の目の前で作り、塗ってくれたのと同じ薬だ。

			「はうぅ……」　

			　シャルルは薬を胸に抱き、その日のことを思いだす。

			　ラクトの指先。染み込んだやさしさ。

			　おんぶしてもらった時の背中の広さや、たくましさ。

			　過去を話した時には、まるで自分のことのように憤ってくれた。

			　たったひとつでもシャルルの心をゆさぶるには充分だったことを、ラクトはみっつもよっつもしてくれた。

			　そしてシャルルは思ったのだ。

			　この人に、自分のすべてを捧(ささ)げたい――と。

			　願いは叶った。ラクトは自分の心と体を、しっかりと受け取ってくれた。

			　心から慕(した)っている人と、ひとつに溶け合い混ざり合う悦びをくれた。

			　その悦びを与えてくれたラクトのことを、ますます愛おしく思った。

			　心の底から愛しているのだ。心の底から慕(した)っているのだ。

			　五年。一〇年。それ以上。

			　自分が持っているすべての時を、この人のためにと思ったのだ。

			　だからこんな辺(へん)鄙(ぴ)なところで、ラクトの許可もないのに死ぬわけにはいかない。

			　決意のシャルルは冷静に、小部屋からでた。

			　ラクトを待つという選択肢はなかった。

			　逃げ道のない小部屋で『待つ』という行為は、酷く危険に思われた。

			　その推測は、正(せい)鵠(こく)を射っていた。

			　シャルルが小部屋を立ち去った数十分後。とあるモンスターが、シャルルがいた小部屋を訪れていたのだから。

			　そのモンスターの名は、アクア・デスストーカー。

			『水辺より忍び寄る死』の異名を持つそれは、水色の体を持った巨大なサソリだ。

			　シャルルがひとりで戦えば、一〇分と持たずに殺されていた。

			　しかしシャルルは回避した。死の一歩目を回避した。

			　けれども、それは、一歩目に過ぎない。

			　第二、第三の死は、今もシャルルのそばにいる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　バチャッ。バチャッ。バチャッ。水たまりになっている通路を、シャルルが歩く。

			　ひとりで歩いているからか、瞳(ひとみ)の先から足の爪先。肌に触れる隙間風さえ、シャルルは敏感に感じ取っていた。

			　見知らぬ魔物に奇襲を受ければその場で即死。

			　その緊張感が、ひとりの小さなシャルルに対し、『戦士』としての成長を促(うなが)している。

			　そんなシャルルの目の前に、モンスターが現れた。

			「ホーンオクトパスでありますか……」

			　名前の通り、ツノを生やしたタコが三体。

			　威(い)嚇(かく)するように触手を振りあげ、こちらを見ている。

			　シャルルはジャキ――と剣を構えた。このタコは、上層にもいた。それはライナが、一瞬で片づけた。

			（このモンスターと対(たい)峙(じ)したライナさまは――）

			　シャルル、身を低くして前にでる。狙うは一番左のタコだ。

			　タコがヒュオンと触手を伸ばした。

			　シャルルは地を払うかのような斬(ざん)撃(げき)を飛ばす。タコの触手がハラリと落ちる。

			　だが浅い。ライナは一撃で葬(ほうむ)っていたが、シャルルの剣では葬(ほうむ)れない。

			（ライナさまのようには、いかないでありますか……）

			　ライナとの差を冷静に受けて、シャルルは二撃目に入ろうとした。

			　が――。

			　

			　右のタコが触手を伸ばし、横槍を入れてきた。

			　

			　狙われてるのは足である。シャルルは小さく跳ねてかわした。ナイフを投げる。ナイフはタコの眉間に刺さった。タコの体が、ぐにゃりとしおれる。

			　さらにシャルルは着地際、剣を振るって銀(ぎん)閃(せん)を煌(きら)めかす。

			　タコの体がふたつに裂けた。

			　これで残るは一体だ。シャルルは床を鋭く蹴(け)って、弾丸のように突き進む。

			　タコがスミの塊(かたまり)を吐いた。皮(ひ)膚(ふ)に当たれば皮(ひ)膚(ふ)を溶かして、瞳(ひとみ)に入れば瞳(ひとみ)を溶かす酸毒。

			　シャルルは身を翻(ひるがえ)してかわす。

			　水場の上ではグラリと体が傾くが、シャルルは剣を切りあげる。

			　タコの体が、真っ二つに裂けた。

			「はうぅ……」

			　シャルルは、安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を吐いた。

			　人を簡単に失明させる毒を吐くようなホーンオクトパスだが、このダンジョンでは『ザコ』になる。

			　それでも圧勝できたのは大きい。

			『ザコ』に苦戦するようなことがあったら、完(かん)璧(ぺき)に詰んでいた。

			　しかしシャルルは次の瞬間、背後に強い殺気を感じた。

			（ハウッ?!）

			　獣(じゆう)人(じん)特有の動物的な直観に従って振り向く。

			　そこにいたのはアームクラブ。極端に長い腕を持った、奇妙な姿のカニである。

			　扁平状の平たい体と長い腕を畳んだ姿は、匍(ほ)匐(ふく)前進をやっている人間のようにも見える。

			　その大きさは、居座るだけで通路を塞ぐほどである。

			　アームクラブが腕を伸ばした。風を圧迫する音が響く。

			　シャルルはタトンと高く跳ね、アームクラブの一撃をかわした。

			　速くて重い攻撃だ。直撃すれば、即死か骨折のどちらかだ。　

			（しかもリーチが長いであります……！）

			　腕はすぐに畳まれてしまったが、伸ばした時の長さは、およそ三メートルはあった。

			（ここは逃げる一手であります！）

			　シャルルはバックステップで距離を取り、一目散に駆けだした。

			　最初の丁字路を右、次の丁字路を左へと曲がり、十字路を右に――――。

			　曲がった直後、巨大なザリガニのようなモンスターが徘(はい)徊(かい)していたことに気がついた。

			　足をとめて引き返す。

			　バチャバチャバチャ。

			　水音を立てながら走り――――。

			（はうぅ…………っ！）

			　絶望に顔をゆがめた。

			　シャルルが通った通路の先は、ただの行き止まりになっていた。

			　しかも後ろのほうからは、ズチャ、ズチャ……と、水の音が響く。

			　けして素早くはない、這い寄るような音。

			　しかし行き止まりにぶつかっているシャルルからすれば、音の速さは問題ではない。

			　むしろ恐怖を鈍く煽(あお)って、心を凍(い)てつかせてくる死の神(タナトス)の声だ。

			（はうぅ……っ！）

			　それでもシャルルは、ヘソの下に力を込めて、弱い気持ちを押しだした。

			　逃げを選んだシャルルだが、けして臆病者ではない。

			　戦う以外にない局面なら、戦いを選ぶ程度には勇敢だ。

			　懐(ふところ)に仕舞っているナイフとラクトからもらった剣の触感を確認し、フゥー……っと静かに息を吐く。体の力みを抜き去って、死の音が視界に入ってくるのを待った。

		

	
		
			　

			第16話　シャルルVSアームクラブ。

			　

			　シャルルが剣を構えると、巨大ガニ――アームクラブが姿を見せた。

			　改めてみると本当に巨大で、壁が迫ってきているかのような威圧感がある。

			　しかしシャルルは、アームクラブの全身を見ない。アームクラブの、腕だけを見る。

			　その腕だけを見てるなら、威圧感はさほどでもない。

			　アームクラブがシャカリと動いた。前にでて、長い腕をグオンと伸ばす。

			　シャルルはバク宙でかわし、着地際にナイフを投げる。

			　プッ！

			　アームクラブが針を吐き、ナイフは宙でパキィン――と割れた。

			（なるほどであります……！）

			　シャルルの背中に、冷たい汗がひやりと流れる。

			　離れていれば長い腕。迂(う)闊(かつ)に寄れば鋭い針だ。

			　シンプルだけれど厄(やつ)介(かい)な攻撃。

			　アームクラブが、じわりとにじり寄ってきた。

			　シャルルはジリ……と後ずさる。

			　けれども、ここは行きどまり。三メートルと下がらないうちに、壁に背中がついてしまった。

			　しかしシャルルの双(そう)眸(ぼう)は、輝きを失ってはいない。

			　刹(せつ)那(な)の間合いに現れる、『生』のラインを掴み取ろうと構えてる。

			　アームクラブの右(う)腕(わん)が動く。シャルルはあえて動かない。

			　かする位置まで引きつけて――引きつけて。

			　

			　跳んだ。

			　

			　ターゲットを寸前で失った腕は、壁にドゴンと突き刺さる。

			　壁に深く刺さった腕は、抜けるまでに数瞬を要した。

			　その隙を、シャルルはけっして逃さない。

			「わんっ！」

			　ラクトの剣を、アームクラブの手首に突き刺す。

			　重力による加速を加えられたそれは、アームクラブの硬い手首に深々と刺さった。

			「Ｐｉｉｉ、戯々―――ＡＲя――――――！」

			　奇怪な悲鳴が湧きあがり、右(う)腕(わん)の先のハサミがもげた。危機を咄(とつ)嗟(さ)に脱しようとする、本能的な自(じ)切(せつ)行為だ。右(う)腕(わん)のリーチが一気に縮む。

			　そして左(さ)腕(わん)が伸びてくる。シャルルは前に飛び跳ねて、宙でくるりと一回転。前転のような回転と共に、自身の剣を振りおろす。

			　甲(こう)羅(ら)の覆(おお)いを受けていない関節が、裂け目から千切れる。

			　針がきた。

			　シャルルは剣を翻(ひるがえ)し、飛んできた針を両断した。

			　一瞬、二瞬と間を作り、アームクラブの様子をうかがう。

			　追(つい)撃(げき)はない。

			（それならば――！）

			　シャルルは床を鋭く蹴(け)って、アームクラブへ向かって駆けた。

			　このタイミングで追(つい)撃(げき)がこないということは、攻めの手段が潰えたことを意味している。

			　それがシャルルの読みだった。

			　その読みは、けして外れてはいなかった。

			　が――。

			　剣がアームクラブを捉えようとした刹(せつ)那(な)。アームクラブは、体をグオンと跳ねあげた。

			　極めて硬いが背中の甲(こう)羅(ら)に比べれば、果実のようにやわらかな腹部が剥(む)きだしになる。

			（ハウッ?!）

			　その歪(いびつ)なる行動に、シャルルは激しい悪寒を感じた。

			　全細胞が、自身の感じ取った危機を、シャルルの全神経に伝えた。

			　けれども、遅い。

			　加速をつけてしまった体は、そう簡単には戻れない。

			　ブレーキをかけて、最悪だけは免(まぬが)れた体勢を取った瞬間。

			　

			　アームクラブの甲(こう)殻(かく)が弾け飛んだ。

			　

			　背中や腕のそれに比べれば劣るとはいえ、銃弾程度であれば悠々と弾く甲(こう)殻(かく)の破片が、シャルルの体に降り注ぐ！

			「ッ！」

			　シャルルは、後ろに跳ねてダメージを殺した。

			　それでもぶつかった無数の破片が、シャルルの体を吹き飛ばす。

			「はぅわぁんっ!!」

			　シャルルの体が壁に当たって、シャルルの体が床へと落ちる。

			「Ｇｕルｕｕｕｕ…………」

			　アームクラブが唸りをあげた。

			　今の打撃は、攻撃ではない。攻撃と呼べるほど、勇(ゆう)壮(そう)な意思はない。

			　肉を犠(ぎ)牲(せい)に骨を守り、骨を砕いて臓器を保護するかのごとき、断(だん)腸(ちよう)に等しい防御の策だ。

			　事実アームクラブの腹部からは、青い体液が流れでている。

			　もう一撃か二撃、ただそれだけで死ぬだろう。

			　けれども、シャルルは動けない。

			　全身を貫いた痛みと衝撃にやられた体が、機動を放(ほう)棄(き)してしまっている。

			　アームクラブがにじり寄る。

			　ハサミも腕も破損してなくなっているが、獲物を骨ごと砕き尽くす牙(きば)だけは健在だ。

			「はうぅッ……！」

			　それでもシャルルは、目を殺さない。

			　へし折れそうになる魂(たましい)を奮い立たせて、アームクラブを双(そう)眸(ぼう)で見据える。

			　その時であった。

			「うっ…………ラアァァァァァァァァッ！！！」

			　アームクラブの巨大な体に一条の銀(ぎん)閃(せん)が走り、頭の上から真っ二つに裂ける。

			　青い体液が飛び散って、現れたその人物は――。

			「レミナさま……？」

			　艶(つや)やかな黒髪に、紅い瞳(ひとみ)を持ったウサミミの獣(じゆう)人(じん)。レミナ＝ラビウスであった。

			　レミナはフゥーっと息を吐き、大剣を振るった。

			　剣にまとわりついていた汁が、遠心力で剥(は)がれ落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………よし」

			　戦いが終わってから数分。

			　シャルルの応急処置が終わった。

			「これで動けるか？」

			「はいっ！」

			　シャルルは静かに立ちあがり、両手、両足を動かした。

			「それにしてもレミナさま、ご無事であったのでありますね……！」

			「ああ、まぁな」

			「ほかのかたは、いらっしゃるでありますか……？」

			「今はアタシひとりじゃんね。最初は索敵メインのサポート役として雇われてたんだけどよ、

			『パーティキラー』とかいう罠(わな)にやられて、全員飛ばされちまった。休み休み移動してたから、探索のほうもあんまり進んでねぇ」

			「そうだったのでありますか…………」

			「ああ」

			　レミナは小さくうなずいて尋ねた。

			「っていうかシャルは、なんでいるんだ？」

			「ライナさまやラクトさまを中心とする、レミナさまたち捜索隊についてきたであります」

			「そのメンバー、具体的には誰々だ？」

			「ラクトさま、ライナさま、リアさまの三人と、リンディスさまにセシリアさまであります！」

			「………………」

			「なにか今、『そのメンバーなら、シャルル以外と合流したかったじゃんよ……』と思われませんでしたかっ?!」

			「いいいっ、いやっ、そんなつもりは…………」

			　言い訳をしようとしたレミナ。シャルルから目を逸らす。

			　けれども、レミナを見つめるシャルルの瞳(ひとみ)は、眩(まぶ)しいほどにまっすぐで――。

			「そんなつもりは…………すっげぇあった」

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルはとってもショックを受けた。

			　戦力的に、レミナがそう思うのは仕方ない。

			　しかし頭でわかっても、ショックなものはショックなのだ。

			　ハゲと言われたハゲのような、切ない気持ちになってしまう。

			　レミナが両手をパタパタ振って、慌てて誤(ご)魔(ま)化(か)そうとする。

			「けどシャルだって、きたのがアタシで、正直ちょっとガッカリしただろっ?!」

			「シャルルにとってレミナさまは、お師匠さまのおひとりでありますっ！　ガッカリなどはしないでありますっ！」

			「うぐっ……」

			　レミナの胸は、ズキ……と痛んだ。

			「まっ、まぁ、ひとりよりはいいじゃんねっ！」

			　わざとらしいほどの声をだして、ザッザと進む。

			「はいでありますっ！」

			　シャルルはシャルルで、元気いっぱいについていった。

			　素直なのは、シャルルの長所だ。

		

	
		
			　

			第17話　シャルルとレミナのふたり旅編。

			　

			　レミナとの合流を果たしたシャルルは、縦に並んで歩きだす。

			　レミナが先頭を歩き、シャルルがあたりをキョロキョロしながら、レミナの後ろをついていく。

			　すり足気味に歩いているが、それでも水はパシャパシャと鳴る。

			「んっ――」

			　レミナのウサミミがピクッと動いた。直径二メートル近い大剣を構える。

			　すると、通路の陰から――。

			　

			　タコー

			　

			　　　　　[image: kaomoji_3.png]

			　

			　五〇センチほどの、タコーオクトパスが現れた。

			　ユーモラスな声をあげ、腕を振りあげ威(い)嚇(かく)してくる。

			　この迷宮の中ではホーンオクトパスにも劣るザコだが、数は五体とやや多い。

			「レミナさまっ！」

			　シャルルはレミナに声をかけ、指示をあおいだ。

			「下がってろ！」

			　レミナはそれだけを言って、剣を後ろへと引いた。

			　腰を浅く落としては、横薙(な)ぎに振っていく。

			　けれども、ここは狭い通路だ。大剣の切っ先が、横手の壁に当たってしまう。

			「タコッ?!」「タコッ！」「タコー!!」

			　それを好機と見たのだろう。五体のオクトパスが、一斉に飛びかかってきた。

			　が――。

			「ウラァッ！」

			　レミナは剣を振り抜いた！

			　ジャリッと赤い火花が散った。

			　初速以上に加速した一撃が、五体のタコーオクトパスを一瞬にして葬(ほうむ)る！

			「よしっ――」

			　レミナは大剣を振るい、剣についた血を払い落とした。

			　しかし瞳(ひとみ)は険しいままだ。

			　それはシャルルも同様で、剣を構えて二手に分かれた通路を見ている。

			　タコーオクトパスが現れた通路の先から、異様な気配を感じたのだ。

			　果たして通路の奥からは、アームクラブが現れた。

			「この階層のタコは、あのカニを呼ぶみたいじゃんね」

			「なるほどであります……」

			　レミナの妥(だ)当(とう)な分析にうなずいたシャルル。

			　しかし頬には汗が垂れ、鼓(こ)動(どう)はドクリ、ドクリと小うるさく鳴った。

			　殺されかけた時の記憶と痛みが、頭の中で再生される。

			　それはもちろん幻覚だ。了見違いの迷妄だ。数刻以前のことといえ、所(しよ)詮(せん)は過去に過ぎない過去だ。

			　しかしシャルルの心には、今の現実としてやってくる。

			「大丈夫か？　シャル」

			「平気であります……！」

			　シャルルはノドをゴクリと鳴らし、白い恐怖をツバで押し込む。

			　アームクラブとは戦った。最後は殺されかけたとはいえ、ほとんど五(ご)分(ぶ)に近かった。

			　ゆえにここで怯(ひる)むのは、怯(きよう)懦(だ)以外の何物でもない。

			「そんなん言ってヘマしたら、アタシはフツーに見捨てるからな？」

			「ハイッ！」

			　突き放すような言葉だが、その冷たさが心地よかった。

			　自らの意志で歩みでた足が邪魔になってしまうなら、切ってもらったほうがいい。

			　シャルルの決意の顔を見て、レミナはフッと笑みを浮かべた。

			　ライナたちには劣るとはいえ、レミナはそれなりに歴戦だ。

			　強い者。

			　弱い者。

			　今は弱いが、強くなる者。

			　それらの見分けをつけることはできる。

			「そんじゃあ右(う)腕(わん)の攻撃と、針の一発いなすのだけ頼むわ」

			「ハイッ！」

			　レミナがザッと後ろに下がり、シャルルがスイッチで前にでる。

			　にじむ汗を握り締め、細い吐(と)息(いき)をゆるやかに吐く。

			　すり足で動き、アームクラブの右手側に寄る。

			　右(う)腕(わん)が鋭く伸ばされた。

			　シャルルは短く飛び跳ねて、アームクラブの右(う)腕(わん)へと乗った。

			　腕が素早く畳まれる。シャルルの体がぐらりとゆれる。まるで急に足を引っ張られたかのように、上半身が後ろに下がる。

			（はうっ――！）

			　シャルルは力に逆らわない。アームクラブの腕を蹴(け)る。

			　宙でくるりと回転し、ナイフをピュッと投げ放つ。

			　アームクラブが、口からピュッと針をだす。

			　それはナイフを鋭く砕き、シャルルの左目へ向かう！

			「わんっ！」

			　シャルルは気合いと共に、左手を立てた。

			　事前につけていた銀色の手甲に針がこすれて、赤い火花がチリッと散った。

			「しゃあっ！」

			　レミナが攻撃に入る。

			　横手の壁をタトンと蹴(け)って、剣をジャリ――っと天井にこすらせて――。

			「ラァァァァァァァァァァァァァァァッ！！！」

			　アームクラブは、中央から真っ二つに裂けた。

			「…………」

			　シャルルはそれを、真剣な眼差しで見つめていた。

			「どうした？　シャル」

			「ひとつ……おたずねしてもよろしいでしょうか？」

			「なんだ？」

			「レミナさまは、どうして剣の切っ先を壁や天井にこすらせるのでありますか？」

			「ん？」

			「タコさまを葬(ほうむ)りになさった時も、カニさまを葬(ほうむ)りになさった時も、剣の先を天井や床にこすらせていたであります」

			「あー、それか」

			　レミナは剣の峰を見つめて、うーんとうなった。

			　あたりを見回して人や敵がいないことを確認し、シャルルをチョイチョイ手招きで呼ぶ。

			　シャルルはレミナに呼ばれるままに、レミナの近くに近寄って――。

			「わんっ！」

			　デコピンを食らった。耳と尻尾(しつぽ)がピクッと跳ねる。

			　シャルルは痛むおでこを押さえ、涙目で訴えた。

			「なにをするでありますかぁぁ～～～～～～」

			「痛かったか？」

			「当然でありますうぅ～～～～～～～～～」

			「じゃ、もう一発行くじゃんね」

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルは悲痛な悲鳴をあげて、それでも律(りち)儀(ぎ)に手をおろす。

			（いつくるでありますか？　いつくるでありますかぁぁ～～～～～～～～～？）

			　予告された恐怖に身を震わせて、じっと待つこと数秒。

			　ピト……と、間の抜けた音が響いた。

			「はぅ……？」

			　シャルルはうっすら目をあける。

			　レミナは親指を使わずに、人差し指だけでデコピンをやってきていた。

			「つまりこういうことじゃんね」

			「どういうことでありますか……？」

			「デコピンを強くしたい時には親指を使うみたいに、壁や天井を使って威力の底上げをしていたんだよ、アタシは」

			　ちなみにこの方法は、日本刀の居合抜きでも流派によってはやっている。

			　抜く直前に剣の切っ先を鞘(さや)に押し当て、加速させるわけである。

			「はうぅ……！」

			　シャルルは感嘆のため息をもらした。予備の長剣を抜きだして、寝かすように構える。

			　剣の切っ先を壁に当てることを意識しながら、虚(こ)空(くう)の敵を切りつける。

			　

			　ガインっ！

			　

			　鈍い音がした。腕が痺(しび)れて痛みが走る。

			「はうっ、はうっ、はうぅぅ～～～～～～～～～」

			「原理はかなり単純だけどよ、実際にやるのは難しいじゃんね。浅いと抵抗がかからねーし、深いと振り切れないからよ」

			「先に言ってほしかったであります……」

			「わりぃ」

			　レミナはカラッと爽(さわ)やかに笑った。

		

	
		
			　

			第18話　強襲と奇襲。

			　

			　軽い会話をかわしつつ、ふたりの探索は続く。

			　道中の敵は、軽い雑(ざ)魚(こ)ならレミナが大剣で一掃。

			　そこそこ強いモンスターなら、シャルルが気を引きつけた上でレミナが大剣でぶった切る。

			　レミナの剣が振られるたびに、つややかな黒髪が艶(つや)やかに舞う。

			　さらに通路を歩いていると、頭のウサミミがピク――と動いた。

			「あっちのほうから、敵の音がするじゃんね」

			「音でありますか……」

			「ああ」

			　そう言って、レミナは通路の陰に隠れる。大剣を背負い、飛びかかる構えを作って待機。

			　シャルルは身を低くして、背後からの奇襲に備えつつ待つ。

			　待機すること、一〇、二〇、三〇秒。

			　巨大なヤドカリのようなモンスターが、通路の陰から現れた。

			　装(そう)甲(こう)のような巻き貝に、人の首をも容易(たやす)く両断できそうなハサミを身につけている。

			「ラァッ！」

			　レミナは強襲をかける。

			　ヤドカリがこちらを認識するよりも早く、巻き貝ごと真っ二つに裂く。

			「よしっ……」

			　レミナは大剣を振るい、剣についた体液や水滴を弾いた。

			　頭のウサミミで索敵をして、大剣で強襲。それがレミナの基本スタイルである。

			　索敵能力が高いというのは、単純な戦力以上に重要で貴重だ。

			　ふたりは並んで、迷宮を歩く。

			　が――――。

			「キャアッ！」

			　それは突然やってきた。

			　レミナの体が突然すべり、下半身が床に食われた。

			　床に穴があいていて、そこから触手が生えていた。

			　待機型のモンスター。音で索敵をしているレミナが、唯一奇襲を受け得るタイプ。

			「レミナさまっ！」

			　シャルルは咄(とつ)嗟(さ)に腕を伸ばして、レミナの腕をガシリと掴んだ。

			　けれども、力が足りてない。あえなくうつ伏せにされてしまい――。

			　ずりずりずりっ！

			　一息に引きずられ、レミナといっしょに飲み込まれた。

			　ふたりが飲み込まれたのは、水で満たされた地下水路とでも呼ぶべき空間だった。

			　入り口は、マンホールを正方形にした程度の広さ。

			　床にあいているというのも、マンホールのそれに近い。

			　そして三メートルほど奥に沈むと、水色の石壁で作られた、通路のような空間にでる。

			　レミナを捕まえたのは、巨大なイソギンチャクである。

			　暴れるレミナの首を絞め、息の根を止めにきている。

			「がっ……、あっ…………」

			　いびつに開いたレミナの口から、空気の泡が溢れでる。

			　口に水が入り込み、レミナの命を浸食していく。

			（はうっ――！）

			　一方のシャルルも、息苦しさを感じていた。

			　リンディスの血の効果が薄まってきてるのだ。

			　それでもシャルルは、レミナの腕を握り締めて離さなかった。

			「……っ！」

			　レミナがシャルルをキッとにらんだ。自分に絡む触手ではなくシャルルの腕を無理矢理に剥がし、死に至る苦しさを堪えながら、口を動かす。

			（に、げ、ろ…………）

			　しかしシャルルは、レミナの袖(そで)を握り直した。必死な顔で首を振る。

			（いやで……。あり、ます…………！）

			（ばか……。やろ…………）

			　レミナの意識が静かに途絶える。

			　シャルルはレミナの袖(そで)を握ったままで、腰の剣を引き抜いた。触手に向かって切りかかる。

			　しかし抵抗の激しい水の中では、思うように切断できない。

			　触手がぐねりとうねるだけで、斬(ざん)撃(げき)は、ただの水を切ってしまう。

			　レミナを早く助けなければ。レミナを早く助けなければ。

			　そんな焦りも相まって、剣の振りは鈍くなる。うねり、くねりとかわされる。

			　そうこうとしているうちに、シャルルも触手に捕まった。

			（はうぅ――！）

			　首と体を、ギリ……と締めあげられてしまう。

			　その時である。

			（ぜなぁっ！）

			　横手から現れた蒼(あお)い光が、イソギンチャクをふたつに裂いた。

			　彼女が着ていた水兵セーラー服が、水にたなびく。

			　水中戦のエキスパート、海人族のリンディスだ。

			　イソギンチャクを突撃(チヤージ)で裂いたリンディスは、ブレーキをかけて向き直る。

			　ふたつに裂かれたイソギンチャクだが、絶命はしていない。

			　裂かれた体を再生し、なんと二匹に増えてしまった。

			　リンディスに向かって触手を伸ばす。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇(やみ)は闇(やみ)より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			　呪文を唱えたリンディスが、一族に伝わる蒼(あお)い槍を振るった。

			　すさまじい渦が巻き起こり、イソギンチャクが細切れになる。

			　リンディスは、凛(り)々(り)しい眼差しでシャルルとレミナを脇に抱えて、穴から地上へと戻った。

			「ハうッ、ハッ、ハアッ！」

			　シャルルがゴボリと水を吐き、濡れた体でレミナを見やる。

			　レミナはリンディスに胸を押されて、ゲボっと水を吐いていた。

			「レミナさまは……、ご無事でありますか…………？」

			「息……、していないぜな」

			「はうぅ…………！」

			　シャルルの顔が悲しみでゆがみ、アメジスト色の瞳(ひとみ)から涙がこぼれた。

			「どうにかならないでありますかっ?!　ならないでありますかぁ?!」

			「方法自体は、ひとつあるぜな……」

			「でしたらそれをしてほしいでありますっ!!」

			「でも、けど、それは…………」

			　リンディスは、とても困った顔をした。

			　リンディスが言っている『方法』とは、人工呼吸だ。

			　しかしファーストキスもしていないリンディスにとって、それはなかなかハードルが高い。

			　逆にシャルルは山育ちなため、『溺(おぼ)れた人には人工呼吸』の概念がない。

			「リンディスさまっ！　リンディスさまぁ！」

			　痛ましい泣き声を張りあげて、リンディスの体をゆするばかりだ。

			（人の命には、代えられないぜな……っ！）

			　リンディスは、覚悟を決めて唇を寄せた。

			　が――。

			「っ…………」

			　キスの直前、レミナのまぶたがピクリと動いた。

			　リンディスも顔をとめ、レミナの様子をじっとうかがう。

			　まつ毛が絡み合いそうなほどの至近距離から、レミナを見つめる格好になった。

			　レミナのほうも、リンディスを見つめ――――。

			「きゃ―――――――――――――――――っ!!」

			　突き飛ばした。

			　不意打ちだったせいもあり、リンディスは吹っ飛んだ。

			　レミナは身を抱いて叫ぶ。

			「人の寝込みになにするじゃんよ！　アタシの体は、一から一〇〇までラクトひとりのモノじゃんよぉ！」

			「なにするは、こっちのセリフだぜなっ！」

			「あの……、レミナさま…………」

			「シャルッ?!」

			　シャルルが遠慮がちにレミナの腕を引っ張ると、レミナはシャルルを抱き締めた。

			　妹のロミナが森で熊に襲われた時のような強さでシャルルを抱いて、怯えた声を発する。

			「へへへ、ヘンタイ！　ヘンタイがいたじゃんよ！　アタシにアタシに、ヘンなことしようとしていたじゃんよぉ～～～～～～～～～!!」

			　声には涙が混ざってた。

			　こういう場面でレミナが誰かを抱き締めるのは、かばうのが六割。怖いのが四割だ。

			「その言い方はあんまりだぜなっ！」

			「ヘンタイがナニを言っているじゃんよっ！」

			「ケンカ売るなら上等だぜなっ！　強いやつと雨と風には、逆らっちゃいけねぇって教えてやるぜなっ！」

			　レミナが大剣を構えると、リンディスも槍(やり)を構えた。

			「ダメでありますっ！　レミナさまぁ～～～！　リンディスさまは、シャルルたちを助けてくださったリンディスさまでありますぅ～～～～～～～～～!!」

			「アタシたちを？」

			「そこの穴の下でイソギンチャクに捕まってたぜな。オマエら」

			　リンディスがジト目でそう言うと、レミナは自分が捕まっていたことを思いだした。

			　所在無げに瞳(ひとみ)を泳がせ、あぅあぅと口ごもる。

			　胸の前で指を絡ませ、すまなそうな上目使いでポツリと言った。

			「ごめんなさい…………」

			「わかればいいぜな」

			　リンディスは水色の槍(やり)を納めた。

			　唇をすぼめ、小さな声でボソッとつぶやく。

			「っていうかヘンタイがどうだとか言ったら、オマエらのほうがヘンタイだぜな」

			　それは本当に小さな声だが、レミナはウサギの獣(じゆう)人(じん)だ。

			　耳が勝手にピク……と動き、リンディスのつぶやきを聞いてしまった。

			「それはどういう意味じゃんよっ！」

			「マンマのソノマな意味だぜなっ！　ラクトとキキキ……キスとかしてるんだろっ?!　オマエらっ！　ケッコンもしていないのにっ！」

			「それは確かに、しているであります…………」

			「キス以上も、一〇〇や二〇〇で済まない程度には…………」

			「しているであります…………」

			「キッ……以上も、ヒャッ…………?!」

			　リンディスの中では過激すぎる淫乱トークに、リンディスの顔は真っ赤になった。

			「キッ……、イジョッ……、ヒャッ……」

			　壊れたレコードのように同じ言葉をくり返しては、頭から湯気をだし、カチンコチンに固まってしまう。

			「リンディスさま……？」

			　シャルルが、不安げに近寄った。固まったリンディスの頬に手を当てようとする。

			「ぜなあぁ！」

			　リンディスが愛らしい悲鳴をあげて、シャルルの手を払った。

			「ちちちちっ、近寄るなぜなっ！　近寄るなぜなっ！　ヘンタイ！　ヘンタイッ！　ヘンタァ―――――――――イッ！」

			　リンディスは、脱(だつ)兎(と)の勢いで逃げだした。

			「おひとりでは危ないでありますっ！」

			「オマエらみたいな淫乱エロエロドヘンタイといっしょにいるほうが危なウボギャアッ！」

			　言われたそばからリンディスは、つい先刻の穴に落ちた。

			　水の中でも息ができる海人族の子なので、溺(おぼ)れることはなかったが。

		

	
		
			　

			第19話　いとも容易(たやす)く行われるゲスい行為。

			　

			　狼(ろう)狽(ばい)からの醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)したリンディスであるが、実力自体は本物だった。

			　でてきた魔物をでてきた端から、切り伏せ突き伏せ突破していく。

			　レミナでも一瞬で倒せるタコはもちろんのこと、アームクラブも一瞬だ。

			　タンと地を蹴(け)り腕を回避し、間近に接敵。

			　口から飛びだしてくる針も、身を翻(ひるがえ)して回避。

			　アームクラブが体を起こして甲(こう)殻(かく)を飛ばそうとしても、それより早くに槍(やり)の穂先にマナを乗せ、突撃(チヤージ)で腹部に風穴をあける。

			　そのしなやかで力強い動きは、ある種の芸術ですらあった。

			　そして三人の下に、水色の体を持った巨大なサソリ、アクア・デスストーカーが現れた。

			　レミナとシャルルは、激しい苦戦と、その先にある『死』をも覚悟した。

			　事実ふたりしかいなければ、どちらか一方は確実に死んでいたであろう。

			　が――。

			「ぜなぁっ！」

			　リンディスは突撃(チヤージ)。自身を水色の閃(せん)光(こう)に変えて、デスストーカーの尻尾(しつぽ)を刎(は)ねた。

			「深く斬り裂けっ、メルキュリア・ストームラッシュ！」

			　そして槍(やり)を高くあげ、くるくる回すと振りおろす。

			　水色の閃(せん)光(こう)のラッシュが雨だれのように降り注ぎ、デスストーカーを蜂の巣にした。

			　ラクトには一撃で吹き飛ばされたこともあるリンディスであるが、基本的には強いのだ。

			　そして三人が進んでいると、奇妙な壁に行き当たった。

			　横幅で一・五メートル、高さで三メートルはありそうなほどの壁で、亀(き)裂(れつ)のような紋(もん)様(よう)がある。その中央には、ピンポン玉ぐらいの大きさをしたくぼみ。

			「見るからに怪しい壁じゃんね……」

			「見るからに怪しい壁であります……」

			「見るからに怪しい壁だぜな……」

			　意見を一致させた三人は、怪しい壁を遠巻きに見つめた。

			　レミナが鞘(さや)に包まれた大剣で、壁をコツコツと突つく。

			　反応はない。

			　シャルルがポイッと小石を放り、壁へと当てる。

			　反応はない。

			「なにもないでありますね……」

			「やっぱあのくぼんでるとこに、なんか入れる必要があるんじゃねーかな」

			「そういうことなら、それっぽいの持ってるぜな」

			　リンディスが、水色に光る玉を取りだした。

			　大きさはまさに、ピンポン玉ぐらいであった。

			「地下水路の敵を倒していたら、けっこうでてきたんだぜな」

			「それじゃあ、入れてみるじゃんよ」

			「…………」

			　レミナが妥(だ)当(とう)な提案をしたが、リンディスは気が進まないようであった。

			　玉をじっと見つめて止まり、壁と玉を交互に見つめる。

			「どうしたじゃんよ！」

			「アタシたちは、宝箱に仕掛けられていたトラップでここにきているぜな！　トラップを警戒してしまうのは、仕方ないぜな！」

			「そうは言っても、入れてみないと仕方ないじゃんねっ！　それにトラップだって言うんなら、アタシたちがさわった時点で発動しているはずじゃんね！」

			　レミナがもっともなことを言うと、リンディスは叫んだ。

			「だったらどうして離れてるぜなっ?!」

			「………………」

			　壁の陰に隠れていたレミナは、目線をスッと横に逸らした。

			「罠(わな)とか……。おっかないじゃんよ…………」

			「ぜなぁ!!　[image: kaomoji_2.png]」

			　もっともな怒りを見せるリンディスに、シャルルが言った。

			「もしもトラップが恐ろしいなら、シャルルがシャルルが入れるでありますっ！」

			「いいんぜな……？」

			「今のシャルルは、役に立っていないシャルルでもありますから……」

			　リンディスは、光る石をシャルルに渡した。

			　さりげなく離れ、壁の陰にひっそりと隠れる。

			「それじゃあさっさと入れるぜなっ！」

			「リンディスさまぁ?!」

			「危ないものと嵐(あらし)と渦には、近寄らないのが長生きのコツだぜなっ！」

			　リンディスは、陰に隠れて言い切った。

			　それはつい先刻の、レミナの姿そのものだった。

			　鏡同然のリンディスを見つめたレミナは――。

			「早く玉を入れるじゃんよ」

			　シャルルに寄った。

			「どうしてそっちに行くんだぜなっ?!　レミはゲス(こつち側)じゃなかったんだぜなっ?!」

			　レミナはそれを否定せず、心の底からすまなげに言った。

			「さっきは……。本当に悪かったじゃんよ……」

			「ちゃんと謝られてるのに、裏切られた気分だぜなー！」

			　悲鳴をあげたリンディスは、シャルルのところに戻ってきた。

			　自分の感情に素直なだけで、悪い子ではないのだ。

			「それではシャルルが入れるであります……！」

			　シャルルは神妙につぶやいて、光る玉を壁のくぼみへと寄せた。

			　玉を摘まむしなやかな指が、くぼみへと近づいていく。

			　くぼみにカチャ……と玉を入れ、人差し指でグイと押す。

			「はうっ……！」

			　緊張に怯(ひる)むこと数瞬。これといってなにもない。

			　一秒、二秒、三秒と、待ってみるがなにもない。

			「はう……？」

			　これはいったいどういうことか。

			　一見すると怪しい壁は、怪しいだけでなにもなかったのか。

			　シャルルがそんなふうに思った刹(せつ)那(な)。

			　グオゴゴコ。唸りのような音が響いた。

			　地鳴りも響き、空間全体がゆれる。

			　地震のようにガタガタゆれて、天井から石の粉がパラパラと落ちる。

			　さらに壁から水色のツルのようなものが伸びて、シャルルの腕に巻きついた。

			「はうぅっ、はうぅ！」

			　シャルルは必死に離れようとしたが、ツルは巻きつき離れない。

			　むしろ腕に食い込んでくる。

			「「シャルッ！」」

			　レミナとリンディスがシャルルに抱きつき引っ張るも、ツルの力のほうが強い。

			「はぅわぁんっ！」

			「ぜなぁっ！」

			「きゃあっ！」

			　三人はツルに引きずられ、壁の中に吸い込まれた。

		

	
		
			　

			第20話　現れたるは、迷宮の番人。

			　

			「はぅわぁんっ！」

			「ぜなっ！」

			「きゃあっ！」

			　地面に投げだされてしまった三人が、吸い込まれた時とおんなじような悲鳴をあげた。

			「はうぅ……」

			「つぅっ……」

			「ぜなぁ……」

			　三人そろってうめき声をあげて、あたりの景色を見渡した。

			　深い群(ぐん)青(じよう)色をした壁や石畳に囲まれた、かなり広い円形の部屋だ。

			　それは若(じやつ)干(かん)不気味でありつつ、大聖堂を思わせるほど神秘的でもあった。

			　シャルルたち三人は、広さと神々しさに見惚れる。

			　と――。

			　おぞましいほどの重圧が、横手から現れた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に気づいたリンディスが、ふたりを体当たりで飛ばす。

			　轟(ごう)音(おん)が響き、三人の立っていた地面が瓦(が)礫(れき)へと変わった。

			　地面に刺さっているのは、巨大なる戦斧。

			　刃の直径だけで二メートルにはなるかという片刃の斧(おの)を、その怪物は片手で上げた。

			　巨大な巌(いわお)を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる、隆(りゆう)起(き)した筋肉を持った怪物。

			　体は人でありながら、頭部は荒々しい雄(お)牛(うし)。

			　斧(おの)を握る腕は、シャルルの胴体ほどもあろうかというほどに太い。

			　迷宮に迷い込んだ処女や若者を嬲(なぶ)っては食らうという伝説を持った怪物――ミノタウロス。

			　見上げるほどに巨大な体(たい)躯(く)は、三メートルか四メートルか。

			　ミノタウロスは、シャルルたち三人が戦(せん)慄(りつ)する暇(いとま)も与えない。

			「ＧｕＭＯｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

			　殺意の咆(ほう)哮(こう)と共に、殺戮の一撃を振りおろす！

			「はぅわぁんっ！」

			「きゃあっ！」

			　その乱雑な一撃は、シャルルにもレミナにも当たることなく、手前の地面を砕くに終わった。

			　しかしその風圧で、シャルルとレミナは吹き飛ばされた。

			　ひとり風圧に耐えたリンディスが、槍(やり)をキュルッと回転させた。

			　槍(やり)を引いて呪文を唱える。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇(やみ)は闇(やみ)より深し――メルキュリア・レイストーム！」

			　水流の渦が放たれる。

			　それは地面を抉りながら進み、ミノタウロスの手前で急浮上。顔面を狙う！

			　速度。角度。共に完(かん)璧(ぺき)。

			　が――。

			「ＧＵＯＯＯＯＵッッ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の雄(お)叫(たけ)び。

			　それだけで、リンディスの渦はあっさりと消えた。

			「ぜなっ……?!」

			　リンディスの心臓が、急速に冷えた。

			　胸から腕、足、首筋、全身に冷気が広がり、血液が凍った。

			　そびえ立つミノタウロスから放たれる殺意の重さが、かつて自分が生きていた中でもっとも強かった存在――天(あま)草(くさ)ラクトを彷(ほう)彿(ふつ)とさせる。

			　目の前のミノタウロスが、ラクトよりも強いのか、弱いのか。

			　そこまではわからない。

			　が――。

			（アタシじゃ……。勝てないぜな…………）

			　それだけはわかる。

			　そして野獣は、相手の隙を逃さない。地を揺らす雄(お)叫(たけ)びをあげて――突っ込んでくる。

			　斧(おの)を使うことのない、最短距離でのショルダータックル。

			　もっとも原始的にして、ゆえに高い威力を持った、砲弾のごとき体当たり。

			　それは六メートルあった彼我との距離を一瞬でゼロにした。

			　リンディスの体が、ピンポン玉のように弾け飛ぶ。

			　派手に飛ばされたリンディスは、壁に叩きつけられた。

			　壁に巨大なクレーターが生まれ、リンディスはヒザをついて倒れた。肋(ろつ)骨(こつ)が砕け、肺に突き刺さっていた。

			「リンディスさまぁっ！」

			「見てるヒマねぇじゃんよっ！」

			　シャルルにレミナが、悲鳴のような声をあげた。

			　斧(おの)がくる。

			　レミナは大剣の腹で受ける。

			　レミナの剣は、無銘ながらも業(わざ)物(もの)だ。

			　体長一〇メートル級の、ワイルド・ワイパーンの一撃ですら受けとめたことがある。

			　が――。

			「つぅっ――！」

			　剣にはピシリと亀(き)裂(れつ)が入り、斧(おの)はレミナの大剣に食い込む。

			　銀色の死がスローモーションのように流れ食い込んでくる中で、レミナは体を後ろへ逃がす。

			　鈍い衝撃が分散されて、致(ち)命(めい)傷(しよう)は回避した。

			　と――思いきや。

			　

			　拳。

			　

			　斧(おの)を持った右手と違う、左手の一撃。それがレミナの胸部に刺さった。

			　鈍い音がして、アバラの骨が粉々に砕ける。

			　レミナは口から鮮(せん)血(けつ)を散らし、リンディス同様、吹き飛んだ。

			　地に落ちたレミナから、ぐしゃりと嫌な音がする。

			　そして生まれる、赤い血溜まり。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)。

			　その一言を脳裏に浮かべ、離れられなくするほどの出血の量。

			「レッ……！」

			　シャルルは声をかけようとしたが、数瞬前の注意を思い返して留まった。

			　ラクトの剣を両手で握り、暴威の王に対(たい)峙(じ)する。

			　瞳(ひとみ)の色に恐怖はない。ただ神経が研ぎ澄まされて、シャルルの周囲の空気がざわめく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なるほど。パーティで探索をしていたところに宝箱を見つけ、フタをあけたらトラップが作動して――となったのか」

			「はい……」

			　シャルルたちがミノタウロスと対(たい)峙(じ)する五分前。

			　ラクトは、迷宮の中をうろついていた。

			　途中でライナと合流を果たし、遭難していた探索者たちも、二名見つけた。

			　今は迷宮の内部を探索しながら、ライナが話を聞いている。

			　と――。

			「ッ！」

			　ラクトの足に、触手が絡みついてきた。

			　レミナを引きずり込んだのと、同じ種類のイソギンチャクだ。

			　けれども、これは相手が悪い。

			　不意を突かれてもラクトは微動だにせず、足を引くだけで触手は千切れた。

			「嘆いて怯えて慄(おのの)き狂え、ドラゴン・ダイヴ！」

			　ライナが自身の体から、黒いマナを打ちあげた。

			　それは竜の形を取って、イソギンチャクが入っている穴へと落ちる。

			　イソギンチャクは、視認されることもなく消し炭になった。

			　ライナが穴に近寄って、ヒザをついて確かめる。

			「床にあいている穴か……」

			「…………」

			　ラクトは無言でそれを見つめる。

			　幼いリアと未熟なシャルルと離れてしまっているせいで、今は心に余裕がない。

			「恐ろしく単純な仕掛けだが、地味に厄(やつ)介(かい)であるな」

			　ライナは冷静に分析をして、床の穴をスルーした。

			　次のフロアへ進むためには、穴の下の地下水路にいるモンスターを倒し、そのモンスターがドロップする玉を拾わなければならない。

			　しかしライナは、穴をただのトラップと判断してしまった。

			　救出したふたりの探索者を連れて、黙々と歩く。

			　すると壁に行き当たった。ヒビ割れのような紋(もん)様(よう)に、小さなくぼみ。

			　シャルルたちが通った壁とは違うものの、タイプはまったく同一だ。

			　繋がっているのも、シャルルたちがいる部屋だ。

			「またここにきてしまったか……」

			　ライナがポツリとつぶやいた。

			「また？」

			「わたしはキミと合流する以前にも、この壁に行き当たったのだ」

			「そうなんだ」

			「怪しいとは思ったが、なにをしてもどうにもならなくてな。ほかの箇所に手がかりがないかと探索しているうちに、キミや、遭難していたビッグス＝アンダーソンや、ウェッジ＝アダムスに出会った」

			「なるほど……」

			　ラクトは壁をコツコツ叩き、眉(まゆ)をしかめる。

			「ずいぶんと厚い壁だな」

			「見たところ、あいているくぼみに宝玉のようなものを入れればよいと思ったのだが、フロアを回ってもそれらしきものがな……」

			　その玉は、床の下にある地下水路にいるモンスターがランダムで落とすのであるが、床の穴を『ただのトラップ』と認識してしまったライナたちは気づけない。

			「キミたちはどうだ？　なにか心当たりは」

			「「い、いえ……」」

			　ふたりの探索者――ビッグスとウェッジは首を振った。

			　その時である。

			　ズォンと地面が激しくゆらいで、水面が波打った。数瞬おいて、雄(お)叫(たけ)びが響く。

			　ＧｕＭＯｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！

			　そして衝撃。

			「「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」」

			　ビッグスとウェッジが頭を抱えてうずくまり、ライナが壁をドンと叩いた。

			「向こうで誰かが戦っているのかっ?!」

			　ライナが壁をさらに叩くが、壁はまったく、ビクともしない。

			「やはり鍵(かぎ)が、どこか別の個所に――――」

			　つぶやいたライナは、ハッと気がつく。

			「アマクサ！　キミはここで待機しろ！　わたしは二〇……一〇分で戻る！」

			「一〇分っ?!」

			「わたしを信じろっ！」

			　ライナはラクトの返事を待たず、一直線に駆けた。

			　ポニーテールをたなびかせ、つい先刻に、『ただのトラップ』として通過した穴の横に立つ。

			　愛用の飴(あめ)玉(だま)を沈め、穴の深さを確かめる。

			「やはり深いかっ！」

			　ライナは叫び、穴の中に飛び込んだ。

			　リンディスの血の効果が薄れているせいで、わずかながら息が苦しい。

			　それでも意識を集中させて、黒いマナを滲(にじ)ませた。

			　透き通った青い瞳(ひとみ)が、鮮(せん)血(けつ)のごとき赤へと変わる。

			　美しい銀色の髪が、ヘビのように動いてざわめく。

			　ライナの禍(まが)々(まが)しい漆(しつ)黒(こく)のマナが、水を黒く染めていく。

			　人間の体にくっついている時の髪の毛は、その人間の体の一部だ。

			　髪になにかが触れたりすれば、それを感じることもできる。

			　ライナのマナは、それに近い。

			　マナが体にくっついているうちは、触れたものを知覚することができる。

			　水の流れや部屋の壁の触感はもちろんのこと。

			　泳いでいる魚型のモンスターに、床に張りついている巻き貝やイソギンチャクのモンスター。

			　さらにはそのモンスターたちが、ライナのマナにやられて苦しんで行く感覚も。

			　すべて感じ取ることができる。

			（はぐっ……、うっ…………！）

			　ライナは、ギリ……と奥歯を噛んだ。

			　範囲の広いこの技は、体にかかる負担も大きい。

			　放出するにもマナを使うし、マナと自分の繋がりを維持するためにもマナを使う。

			　知覚の範囲が増える分だけ、脳が処理する情報量が増えたりもする。

			　それは怒(ど)涛(とう)のごとき勢いでライナの脳(のう)髄(ずい)に流れ込み、割れんばかりの衝撃を与える。

			　特に、のたうち回るモンスターの怨(えん)嗟(さ)は、耳の奥に鈍く響いた。

			　それでもライナは、能力を使い続ける。

			　そして二分後。

			　ライナのマナにやられた巨大なカエル型のモンスターが、光る玉を落とした。

			（これかっ！）

			　ライナは術式を解いて、玉が落ちていた場所へと向かう。

			　発見までにかかった時間は、およそ二分。

			　ここからまっすぐに泳ぎ向かっても、往復で四分はかかる。

			　術を使わずに探索していた時間を思えば驚異的な速さだが、シャルルがミノタウロスと対(たい)峙(じ)していることを思えば、致命的なほどに遅い。

			　さらに――。

			（くああっ！）

			　横手から、巨大なウツボが噛みついてきた。

			　ダンジョンの壁に、巨大な穴をこじ開けて巣くっていた個体だ。

			　この地下水路における、ユニークモンスターでもある。

		

	
		
			　

			第21話　シャルルの戦いとライナの過去。

			　

			　シャルルの頭上に、巨大な戦斧が落ちてくる。

			　シャルルはタトンと後ろに下がり、ラクトの剣を走らせた。

			　巨大な戦斧の側面を打つ。

			　ギャリィンッッと激しい音が飛び、戦斧は威力を殺された。軌道もわずかにズラされた。

			　斧(おの)が地面に突き刺さる。

			　シャルルはタンッと地を蹴(け)って、ミノタウロスに突っ込んだ。

			　けれども、遅い。ミノタウロスは斧(おの)を片手で持ちあげて、横薙(な)ぎに振ってくる。

			「わんっ！」

			　シャルルはバク宙で回避して、ナイフを投げた。

			　ミノタウロスは、ナイフを素手で受け止めた。

			　グシャッと握って破片に変えて、ポップコーンを食べるかのような気安さで口に入れ、バリバリと砕き――。

			　ブッッ！

			　口から吐かれた鋼鉄の散弾が、シャルルを襲うっ！

			「はうっ……！」

			　シャルルはその弾道を、最小限の動きでかわす。

			　回避できるものは回避して、できないものは体で受ける。

			　頬と脇腹、足の一部に切り傷ができた。かなり痛むが、致命打にはなっていない。

			　斧(おの)がきた。

			　袈(け)裟(さ)切り気味の降り下ろし。

			　シャルルはグッと腰をかがめて、斧(おの)の側面に刃を当てた。軌道をズラして回避する。

			　ミノタウロスとすれ違い、すれ違い際に刃を走らす。

			　ミノタウロスの脇腹に傷がつき、鮮(せん)血(けつ)が舞った。

			　しかしすぐさま肉が隆(りゆう)起(き)し、傷口を塞ぐ。

			「Ｂｕｍｏｏｏｏｏｏｏ…………」

			　赤く光る眼光が、シャルルを見据える。

			「はうぅ……」

			　逃げだしたいような惰(だ)弱(じやく)なる感情が、シャルルの胸に去来する。

			　斧(おの)が自分に当たれば即死。かすっても致(ち)命(めい)傷(しよう)。

			　剣で受ければつい先刻のレミナのように、腕を折られる。

			　この状況で腕が折れれば、待っているのは死以外にない。

			　コンマ一秒のズレで死が待っている攻防を二回、三回と潜(くぐ)り抜け、与えられるは、かすり傷。

			　その傷も、一瞬で再生されてしまう。

			　怖がるな――――と言うほうが無茶だ。

			　それでもシャルルは逃げたりしない。

			　恐怖に包まれ怯(きよう)懦(だ)に囲まれ、冥(めい)府(ふ)の王が恐(きよう)懼(く)に頭(こうべ)を垂れさげるように働きかけても、けっして『逃げ』は選ばない。

			　ミノタウロスの攻撃に剣を当て、軌道をズラしてギリギリでかわす。

			　仮に自分がここで逃げても、ほかの人は責めないだろう。

			　リンディスにレミナが一(いつ)蹴(しゆう)されてしまったのだ。自分が立ち向かうのは厳しい。

			　ラクトやライナはもちろんのこと、ミーアやロミナも、きっとそう言ってくれるだろう。

			『みんな死んでしまうよりは』と、なぐさめてくれるだろう。

			　わかる。自分にはわかる。

			　何度も何度も肌を重ねて愛し合った運命の人と、同じ人を愛した仲間たちだ。

			　けれども、同時に、だからこそ。

			（逃げるわけには、いかないでありますっ！）

			　シャルルは勇烈に剣を構える。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同刻。水の中。

			　ライナを咥(くわ)えた巨大なウツボが、激しい錐(きり)揉(も)み回転を入れた。

			　ライナの全身がゆさぶられ、キバがライナの体に食い込む。

			　耳や口に入った水が、脳をかき混ぜてくる。

			　並の人間であれば即死。鍛(きた)え抜かれた達人であろうと、昏(こん)倒(とう)は免(まぬが)れえない衝撃。

			　ライナの意識も遠くなる。

			　しかしウツボが咥(くわ)えているのは、ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。

			　冒険者の街のギルドマスター。

			　父が犯罪者となったがゆえに人権を奪われて、生存率〇・一パーセントにも満たない人体実験の材料にされてしまった存在だ。

			　その実験は、『黒の宝玉』と言われる核(コア)を体内へと埋(うずめ)る作業だ。

			　とある遺跡で発見されたそれは、途方もない力を蓄えていた。

			　しかし同時に、触れた人間を食らってしまう性質も備わっていた。

			　まず発見者であったＢ級冒険者のジョン＝ハウザーが食われ、次にジョンに駆け寄った、ダニー＝スキンプトンが食われた。

			　残ったコアはマナを通さない性質を持つ特殊な金属で作られた箱に入れられ、厳重に保管された。

			　しかしコアが蓄えている力は捨てがたく、それを生かすための実験はくり返された。

			　重い罪を犯したことで人権をなくした者や、親が罪を犯したことで人権を奪われた子どもが集められ、神の声という名のくじびきの下に、黒のコアを入れられた。

			　死んだ。死んだ。死んだ。

			　コアを入れられた者は、入れられた端から食われて死んだ。

			　コアに取り込まれ、コアの一部になってしまった。

			　実験に怯えてお互いを励(はげ)ましあって、『これが終わったらいっしょに街で遊ぼうね』と約束をし合った少女が、次の日には骨と肉片のカタマリに変わった。

			　そして最後に残ったライナが、唯一の適合者になった。

			　胸を開かれ入れられたコアは、血管を流れる血液のように、神経を伝って全身に広がり、ライナを『黒のマナの使い手』に変えた。

		

	
		
			[image: p200.jpg]
		

	
		
			　そのような過去を、ライナは知らない。

			『黒のマナの使い手』として受けた実験の日々が、それ以前の凄(せい)惨(さん)な過去を記憶から失くした。

			　ゆえに自分の特性は、生まれつきだと信じ切ってる。

			　しかし苛(か)烈(れつ)なその過去は、宿主のライナがこのような場所で果てることを許さない。

			　ライナが持ってる意志と意識を侵(しん)食(しよく)し、潜在能力を強引に引きだす。

			　黒い光りが射出され、ウツボの体が弾け飛ぶ。

			　キバに裂かれたライナの体から血が流れでていくが、それも急速に修復していく。

			（はぐっ……、うっ…………）

			　ライナは薄れゆく意識をかろうじて繋ぎ止め、丸い玉を拾いに向かった。

			　約束をした。

			　自分は世界でもっとも愛おしい相手と、約束をした。

			　ライナがこの世に意識を留める理由に、それ以上は必要なかった。

		

	
		
			　

			第22話　シャルルVSミノタウロス。

			　

			　シャルルは何度も何回も、奇跡的に粘った。

			　ミノタウロスの斧(おの)の側面に、剣の腹を打ち当てて弾き、分厚い拳を頭をさげて回避し、飛んできた蹴(け)りをアゴに食らった時も、自ら飛んでダメージを殺した。

			「ハアッ、ハアッ、ハアッ……」

			　息があがって意識が飛びそうになった。

			　それでも瞳(ひとみ)が持つ熱は、敗者のそれとはほど遠い輝きを放っていた。

			　ミノタウロスの斧(おの)がくる。剣の腹を打ち当てて弾く。

			　何度したかわからない攻防であるが、動きは洗練されていた。

			　途方もない数の素振りで蓄積された基(き)礎(そ)が礎(いしずえ)となり、シャルルの中に点在していた戦士としての力を引きだしていく。

			　しかしそれにも、限界がきた。

			　シャルルの才能を引き伸ばしていた攻防は、同時にシャルルを蝕(むしば)んでもいた。

			　オーバーヒート。

			　限界を越えた筋肉、神経、精神のすべてが、悲鳴をあげて哭(な)いている。

			　手足の動きが鈍くなる。摩(ま)耗(もう)した神経が集中力を奪う。

			　かすり傷が蠱(こ)毒(どく)のように響き、動きを鈍麻させていく。

			　斧(おの)がきた。

			　キィンッと弾いてよろりと下がる。

			　ボロボロの羽で飛ぼうとしている蝶(ちよう)のごとき、悲(ひ)愴(そう)なる姿。

			　それでもシャルルは諦(あきら)めない。

			　力を失い生気を失くし、しかしそれでも、絶望(ミノタウロス)には染まらない。

			　カケラの勝機を脳裏に灯し、剣をパチリと鞘(さや)に納めた。

			「はぅ……、うぅ……、はうぅ……」

			　絶え絶えな息を吐きながら、ミノタウロスを待つ。

			　知能と呼べる知能は持っていないミノタウロスは、シャルルの行為を疑問には思わなかった。

			　無作為に寄って、巨大な戦斧を振りおろす。

			　巨大な圧力を伴っている、弾くだけで精一杯だったそれ。

			　シャルルはそれを、まっすぐに見つめた。今まで以上に引きつけた。

			　限界の間際まで引きつけて――引きつけて。

			「わんっ！」

			　剣を抜く。

			　その切っ先を、戦斧の真横に打ち当てる。

			　限界まで引きつけられた戦斧は、シャルルの剣を押していく。

			　台風を腕に浴びているかのような、すさまじい圧力。

			（はうぅぅぅぅぅぅっ！）

			　シャルルは歯を食い縛り、全身のバネでもって前にでた。

			　つい先刻に、レミナから教わった技。

			　剣に抵抗を与えて、反動の力で爆発的な力を生みだす奥義。

			　シャルルはそれを、ミノタウロスの斧(おの)でやった！

			　

			　ジャリィンッ！

			　

			　激しい音が虚(こ)空(くう)に響く。

			　ミノタウロスの戦斧がシャルルの左の肩へと向かい、シャルルの剣は、ミノタウロスの右(う)腕(わん)へ向かう！

			　肉の斬れる音がした。暴力的な力と、洗練された技が交差しあった。

			　シャルルの体と、ミノタウロスの巨体が、お互いに残心を取り――。

			「はうっ……」

			　シャルルの肩から、鮮(せん)血(けつ)が噴(ふ)きだした。

			　同時にシャルルは崩れ落ち、硬い地面にヒザをつく。

			　勝負あったか――。

			　誰もがそう思った刹(せつ)那(な)。

			「Ｂｕｍｏ…………ッッ?!」

			　ミノタウロスの右(う)腕(わん)から、巨大な戦斧が地面に落ちた。

			　プシャアァ――――ッ！　と、鮮(せん)血(けつ)が吹き荒れた。

			　シャルルの剣が、ミノタウロスの腕に届いたのだ。

			　力ない、弱い身のシャルル。

			　それでも巨大なミノタウロスに、一(いつ)矢(し)報(むく)いたのだ。

			　シャルルの瞳(ひとみ)に生気が戻る。シャルルは再び、剣を構える。

			　手応えはあった。

			　腕の腱(けん)。そして神経。さらには骨をも断ち切った。

			　少なくともこの戦闘において、使いものにはならないだろう。

			　けれども、相手の左手は無事だ。

			　ゆえに一回。もう一回。

			　先の攻防を再現し、左の腕にも致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えなくてはいけない。

			　シャルルは強い意志を込め、ミノタウロスを双(そう)眸(ぼう)で見据えた。

			　が――。

			「Ｂｕｍｏｏ…………」

			　ミノタウロスは、右手で落とした戦斧を拾った。

			　腕の血も止まり、傷口もジュクジュクと塞がっていた。

			　シャルルの剣に手応えはあった。

			　腕の腱(けん)。そして神経。さらには骨をも断ち切った。

			　シャルルの剣に伝わったそれは、正しい感覚であった。

			　シャルルの剣は、ミノタウロスの腕の腱(けん)や神経を断ち切った。

			　しかしこのミノタウロスは、その程度ならば数十秒で治す。

			「はうぅ…………」

			　シャルルの瞳(ひとみ)に涙がにじむ。

			　シャルルの瞳(ひとみ)が絶望に染まる。

			　よろ……と、無意識的に後ずさる。

			　壁にドンっと背中が当たり、股の付け根からは小便が漏れた。

			　心にピシリと亀(き)裂(れつ)が入り、身体に備わっているべき真っ当な感覚も抜けていく。

			　手足は雪に埋(うずめ)められたかのように冷えて動かず、意識はモヤがかかったように、ぼんやりとうつろだ。

			　ミノタウロスが、巨大な斧(おの)を振りあげた。

			　動かない。

			　動けない。

			　シャルルはまったく動けない。恐怖に瞳(ひとみ)をうるませて、全身を震わせる。

			「ラクトさま……」

			　そんな声も、ぽつりと漏れた。

			　巨大な斧(おの)が振り下ろされる。

			　ぐちゃっ……と、肉の弾ける音がした。

			　力を失ったシャルルの体が、ずり……と床にへたれ込む。

			「グモ、ヴォ、ｏｕ…………」

			　しかし斧(おの)を振り下ろしたミノタウロスは、困惑の表情を浮かべていた。

			　腕がない。

			　自身が誇(ほこ)る剛腕が消えて、赤黒い血を流してる。

			「グモ、Ｇｕモｏｏｏ……」

			　初めて味わう感覚に、戸惑いながら後ずさる。目の前に、謎の人間がいる。

			　自身が振り下ろした巨大な斧(おの)を片手で押さえ、鋭く光る炯(けい)眼(がん)でこちらを見ている。

			　その人間の名は、天(あま)草(くさ)ラクト。

			　ミノタウロスのこれまでの歴史の中で、最強にして最凶の存在だ。

			　恐怖と名付けることすら生ぬるい感情が、ミノタウロスの胸の底から、湧き上がってくる。

			　それはかつてミノタウロスが葬(ほうむ)り、嬲(なぶ)り、生きたまま食らい尽くしてきた者たちが、末期に感じていたそれと同等のものだった。

			　ミノタウロスは、それを強く自覚した。

			　自身が慄(おのの)いていることを、本能で理解した。

			　しかし裂(れつ)帛(ぱく)の咆(ほう)哮(こう)で、その感情を弾き飛ばす。　

			　千切れた腕が再生し、全身の筋肉は膨(ぼう)張(ちよう)し――隆(りゆう)起(き)する。

			　生まれて初めて『敵』に出会ったミノタウロスが限界を越えて覚(かく)醒(せい)し、かつてない圧力を放つ!!

			「ＢｕＭｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

			「ラクトさま……っ！」

			　シャルルが壁に手をつきながら、よろよろと立った。

			　そんなシャルルに、ラクトは言った。

			「大丈夫だ。シャルル」

			　ラクトはフッと穏やかに笑い、ミノタウロスを待った。

			　ミノタウロスが突進してくる。

			　以前の斧(おの)の数十倍の威力を持った、撃腕を振り下ろしてくる！

			　が――。

			　

			　ドンッ。

			　

			　拳一(いつ)閃(せん)。

			　わずか一撃。

			　その一撃で、ミノタウロスの胴体に風穴があいた。

			　そして――。

			「グモッ、オッ、オオ…………」

			　ミノタウロスは仰向けに倒れ、光りの粒へと姿を変える。

			　まさに瞬殺。そして秒殺。

			　さらにふしぎなことが起こった。

			　部屋全体がポウッと輝き、シャルルやリンディスの傷を温かく癒(いや)した。

			　レミナの指もピクリと動き、「うっ……」と、生きている証の声を漏らした。

			　あまりにもいろいろなことが起こりすぎて、シャルルはしばし呆然とした。

			　それでも時間が経つにつれ、意識がクリアになっていく。

			　心の中に、温かなものが芽生える。

			「ラクトさま……」

			　瞳(ひとみ)をうるませ、ラクトの名前をつぶやいて――。

			「ラクトさまぁぁっ!!」

			　抱きついた。

			「怖かったでありますぅ！　怖かったでありますぅ！　ラクトさまっ！　ラクトさまぁぁ!!」

			　はうぅ、はうぅ、と嗚(お)咽(えつ)を漏らし、シャルルはラクトに、ぎゅむぎゅむと抱きつく。

			「怖かったでありますぅ！　怖かったでありますぅ！　シャルルはシャルルは本当に、怖かったのでありますぅ!!」

			　使命感で抑え込まれていた恐怖が一息に開放されてしまい、涙がぼろぼろとまらなくなる。

			「がんばったんだな、シャルル」

			　ラクトはシャルルを静かに抱いて、頭をやさしく撫(な)でてやった。

			「はうぅ……」

			　ラクトにやさしく撫(な)でられて、シャルルの喜びは天に達した。

			　丸い尻尾(しつぽ)を振りまくって、わんこの本能でラクトの顔をぺろぺろ舐める。

			「ははは。くすぐったいって、シャルル」

			「はうぅんっ、はうぅんっ、ラクトさまっ、ラクトさまぁ～～～」

			　と――。

			「もう片付けたのか……？」

			　探索者の子の肩を借りてやってきていたライナが、ラクトへと問いかけた。

			　ラクトはシャルルを抱き締めながら答える。

			「うん」

			「壁越しに感じる圧力は、かなりのものであったはずだが…………」

			「それでも倒した」

			「さすがだな……キミは」

			「そうなのでありますぅ。シャルルのシャルルのラクトさまは、おさすがなのでありますぅ」

			　シャルルはラクトの胸元に顔をうずめて、丸い尻尾(しつぽ)をふりふり振って、ころころと懐いた。　

			「ちなみに、シャルル＝ノイスタッド。キミはひとりだったのか？」

			「！　はぅわぁんっ！」

			　ライナが端的に問うと、シャルルは弾かれたかのようにラクトから離れた。

			「申し訳ないでありますっ！　レミナさまっ！　リンディスさまぁ！　すっかり忘れていたでありますっ！　すっかり忘れていたでありますぅ～～～～～～～～～っ！」

			「ま……別にいいぜな」

			「アタシたち、シャルに文句を言える立場にないじゃんね……」

			　ふたりは、ハハ……と、自(じ)嘲(ちよう)の笑みを浮かべた。

			　ふしぎな力で傷が回復してしまっている分、余計に気まずい。

		

	
		
			　

			第23話　ラクトたちの帰還。

			　

			　レミナとリンディスが気まずい思いをしていると、壁の一ヶ所がブオン――と奇妙な音を立て、波紋のように波打った。

			　オレは壁を注視する。

			　シャルルやライナは、武器を構える。

			　現れたのはリアだった。

			　パッと見には無表情だが、オレにはハッキリとわかる悲しみの色を浮かべて、オレのほうに駆け寄って――――飛びついて。

			（ギュウゥ………[image: kaommoji_1.png]）

			　必死にしがみついてくる。

			　小さな体が、クスン、クスンと震えた。

			「ラクト………。いなくて。さびしかった………です。」

			「そうか」

			　オレはリアを抱き返し、頭と背中を撫(な)でてやった。

			　女の子特有の、やわらかな触感が伝わってくる。

			「無事に再会できたようですわね」

			　セシリアの声がした。

			「無事だったんですね！　隊長！」

			「すまなかったな。わたしの判断ミスで」

			　さらにセシリアの後ろでは、セシリアに救出されたらしい探索者たちが、ライナに救出された探索者たちと喜びを分かち合っていた。

			　オレは、リアへと尋ねる。

			「いっしょにいたのか？」

			「ひとりぼっちで泣いているリアさまを、わたくしが保護なさったのですわっ！」

			「そうなのか？」

			　リアはオレに答える代わりに、オレの背中をキュッ………。と握った。

			「セシリアに助けられるなんて、本当に不安で怖くてさびしかったんだな」

			（こくっ。）

			「ちゃんとした働きをした時ぐらい、素直に褒(ほ)めてくださってもよろしいのではなくって?!」

			　それは正論であった。

			　セシリアがいなければ、オレのリアがいまださびしがっていたかもしれない。

			　そんなふうに思ったら、感謝するのは当然とも言える。

			　が――。

			「特にわたくし、褒(ほ)められて伸びたタイプですのよっ?!」

			　セシリアは、胸に手を当て言い切った。

			　オレの中に強くでていた、『セシリアを褒(ほ)めよう』と思う気持ちが、急速に潮を引いた。

			　セシリアは、伸びた結果、セシリアになった。

			　そんな驚(きよう)愕(がく)の事実を聞いて、なおかつセシリアを褒(ほ)めろと言うのか。

			「腐った残飯に向かって、『キミは美の女神・フレイアの化身だ！』って言うほうが、まだ簡単にできるよな……」

			「なんということをおっしゃるのですのっ?!」

			「ああ、すまん」

			　オレは素直に謝った。

			「つい、本音が」

			　本当に、これ以上ないほど正直に謝った。

			「あんまりですわぁ!!」

			　セシリアは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりでグーを握って、[image: kaommoji_1.png]な顔で言ってきた。

			　しかし今回のこれについては、オレが悪いと言わざるを得ない。

			　いつもはともかく今回は、しっかりと働いた。

			　アホなことをやった時にほっぺたをつねるなら、いいことをした時は褒(ほ)めてやらねば。

			　オレはため息をついて、セシリアに尋ねた。

			「褒(ほ)めるって……具体的にどうすればいいんだ？」

			「それは…………」

			　セシリアは頬を染め、視線を左右に泳がせた。

			　腕を組み、そっぽを向いて言ってくる。

			「ララッ、ラクトさまにお任せしますわっ！」

			　一番困る注文だな。

			　褒(ほ)めるからには喜ばせたいが、コイツのツボはよくわからん。

			　だから質問をしたのだが、『お任せ』ならば仕方ない。

			　リアやシャルルと同じノリで褒(ほ)めるとしよう。

			　オレはリアによけてもらって、セシリアに近寄った。

			「みっ……！」

			　おそらく緊張してるのか、固くなっているセシリアを見つめて――。

			　

			　抱き締めた。

			　

			　セシリアの体に腕を回して、ギュッ……と強く抱き締めた。

			　オレの胸に顔をうずめさせて、リアやシャルルを抱くように抱いて、リアやシャルルを撫(な)でるように撫(な)でた。

			「よくやったな」

			　そんなふうに言って、頭や背中をよしよしと撫(な)でた。

			　セシリアの体はやわらかく、いい匂いがした。

			　オレは思わず、セシリアの髪に顔をうずめた。

			（●×△＄□?!　みいっ、みいぃ～～～～～～～～～～～っ！）

			　ここまでされるのは想定していなかったのか。

			　セシリアはパニックを起こし、オレの中でじたばたと暴れた。

			　オレが力をゆるめてやると、オレをドンッと突き飛ばし、真っ赤になって言ってくる。

			「いいいっ、いったいなにをなさるのですのっ?!」

			「要望通り、褒(ほ)めてやったんだろ？」

			「やりすぎですわっ！　やりすぎですわぁ！　わたくしここまでされることなど、まったく想定しておりませんでしたわぁ！　頭を撫(な)でていただくだけで、充分でしたわぁ！」

			「頭なでなでは望んでいたのか」

			「みいっ……！」

			　セシリアは、真っ赤になって口ごもった。

			　かわいい。

			「そろそろよいか……？」

			　ライナが言った。

			　オレたちが再会を祝している時も、警戒を怠ってはいなかったのだろう。

			　声は静かに落ち着いていて、右手は武器の準備をしている。

			　狼の群れが突如現れたとしても、混乱に陥(おちい)ることなく対処するに違いない。

			「わたしが読んだ資料では、脱出ゲートのそばに根を張り、ゲートを見つけたことで安(あん)堵(ど)した探索者を襲う、『ラストプラント』なる植物系のモンスターがいる階層もあった。類似のモンスターがここにいるとは限らんが、警戒はしたほうがよいだろう」

			　オレはライナと背中合わせに立った。シャルルやレミナ、助け終わった探索者たちを先に行かせる。

			　危険なモンスターが襲ってくるようなことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おっかえりぃ♪　ラクトさんっ？」

			　帰宅早々、ミーアがギュッ♡　と抱きついて、チュ～～～っと甘いキスもしてきた。

			　小悪魔な尻尾(しつぽ)が、ふりふりとゆれる。

			「リーダーもぉ」

			　ギュッ。

			「ライナさんに、レミナさんにっ」

			　ギュッ。ギュッ。

			「リアちゃんもぉ」

			　ギュッ～～～～～～～～～。
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			「みんな、みんな、おっかえりぃ♪」

			　ミーアはオレ以外にもあいさつをして、八重歯の見えるかわいい笑みを浮かべた。

			　そしてオレの胸板に顔をうずめて、しみじみとつぶやく。

			「やっぱり……。大好きだなぁ……ボク。ラクトさんのこと……？」

			　オレはミーアを抱き返し、ミーアの頭をやさしく撫(な)でた。

			　すると――。

			「おおっ、おかえりなさい！　ラクトさんっ！」

			　ロミナも両手をグーにして、一生懸命あいさつしてきた。

			　オレはロミナの頭も撫(な)でる。

			「えへ……♥」

			　ロミナは愛らしい笑みを浮かべた。

			　レミナが遭難していたことは伝えていなかったので、レミナに対する心配は希薄だ。

			「ちなみにどうする？　ラクトさん。ごはんもお風呂もお布団もあるけど」

			　語るミーアの後ろには、みっつの大皿とサンドイッチの山があった。

			　下地にグリーンレタスが敷かれているので、見た目的にも悪くない。

			「右がお肉で左がタマゴで、真ん中が魚だからな」

			　カミーユが言った。

			　なんだか不機嫌そうではあるが、いつものカミーユの態度でもある。

			「っていうか、きてたのか」

			「べべっ、別に、オマエのために作ったりしたわけじゃないんだからな！　前回のアレの原因がボクの手料理だっていうから、リベンジしにきてやっただけなんだからな！」

			「はうぅ……」

			　チーズで発情した時のことを思い起こされたシャルルがうつむく。

			　あの時のシャルルは、まったくもってエロすばらしく、エロクリティカルしていた。

			「ちなみに、カミーユさんを呼んだのはミーアさんですっ！」

			「えへへぇ～～～♡」

			　ロミナが言うと、ミーアは笑った。

			「まっ、カミーユが作ってくれたんならもらうかな」

			「なんだよっ、その言い方！」

			　カミーユは腕を組み、そっぽを向いて言った。

			　照れているらしい。ほっぺたは赤く染まってて、尻尾(しつぽ)はパタパタ振られていた。

			　まったく、素直じゃないクセに素直なやつだ。

			　オレはゆっくりと座る。

			「えへー♡」

			（………。）

			　ミーアとリアが、オレの腕にくっついてきた。

			　やわらかな胸が、ふにゅっ♡　と当たる。

			　その触感は、すばらしいのだが……。

			「腕を取られると食べられないんだが……」

			「ラクトさんが食べる必要はないでしょぉー♡」

			　そう言って、ミーアはサンドイッチを手に取った。

			「はい、あーん♡」

			　そういうことか。

			　オレは、『あーん』して食べた。

			　タマゴサンドのおいしい味が、口いっぱいに広がってくる。

			　とろけるマヨネーズの触感に、ピリッとアクセントを加えるマスタードの風味。

			　ほどよく挟まれたレタス風味のさわやかな野菜は、透き通るような味わいをもたらしてくる。

			（ん………。）

			　リアもオレの口元に、サンドイッチを持ってきた。

			　オレは、『あーん』して食べた。

			　口に広がるは、鳥肉のようなサッパリとした味わいに――。

			「しょうゆっ?!」

			「ツヴェルク産のファクトリー・カカと、ガラティアＡＴっていうコーヒー豆を混ぜて作ったやつだよ」

			「そんな豆があるのか」

			「ストレートにしょうゆを作るのは大変だったからな。普通に作るのは諦(あきら)めて、風味が似ている豆を混ぜることで、味を再現する方向にしたんだよ」

			「代替魚ならぬ、代替豆ってわけか」

			「そーいうことだな」

			　例えば地球のマグロだが、人気がですぎて絶滅の危機に瀕(ひん)している。なので近い味の魚を探して、代わりにしていたりする。そして代わりになっている魚を、『代替魚』という。

			　カミーユは、それを豆でやったわけだ。

			「いろいろやってるんだなぁ、カミーユも」

			「あとは、その……オマエが、好きかなって。しょうゆ……とか」

			　カミーユは目を伏せて、もじもじとした。

			　かわいい。

			　かわいいカミーユを鑑賞しながら、リアとミーアのおっぱいにサンドされつつ、おいしいサンドイッチを食べる。

			　まさに至福のひと時だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いやぁ、おいしかったなぁ」

			「本当にねぇ～～～」

			（こくっ。）

			「おいしかったであります……」

			　オレたちは、口々に、カミーユの手料理を褒(ほ)めた。

			　かなりシンプルなサンドイッチではあったが、それだけにカミーユの味付けのセンスが凝縮されていた。

			「ボボッ、ボクがうまいんじゃなくて、オマエらがヘタなんだろっ！」

			　素直ではないカミーユは、つっけんどんに言った。

			「そんなことはないぜな！　ユイの料理の腕前は、アタシがきっちり保証するぜなっ！」

			「なんでリンまで、そっちがわに立ちやがるんだよぉ……っ！」

			　照れすぎて真っ赤になったカミーユは、半泣きでつぶやいた。

			　オレは爽(さわ)やかに言った。

			「絶対いいおヨメさんになれるよな、オマエ」

			「なるはずないだろっ?!　ボクはオトコだぞっ！」

			「そうだったな。すまん。あははは」

			「笑ってごまかすなっ！　くそばかぁ！」

			　これ以上はかわいそうになってきたので、オレは話題を変えてやる。

			「ところでミーア。さっきオレを出迎えた時、『ごはんかお風呂かお布団か』って尋ねたよな？」

			「うんっ♪」

			「ということは、風呂がきたのか？」

			「ラクトさんが出て行った、すこしあとにねぇ～♡」

			　これはもう、決定だな。

			「それじゃあ次は風呂にしよう」

		

	
		
			　

			第24話　恥じらう乙女(おとめ)と引き込むラクト。

			　

			　風呂に入ると決めたオレは、服を着たまま浴場に入った。

			　まずどんな風呂なのか、確かめておきたかったのだ。

			　感想は――。

			「すばらしいな」

			　ぽわぽわと湯気が立つ風呂は、ヒノキのような素材で作られている。

			　温泉旅館の露天風呂のように広く、一〇人ぐらいは入れそうだ。

			　窓から差し込む光りは明るく、空気も露天風呂に近い。

			　風呂というと夜に入るイメージが強いが、実際に気持ちいいのは、明るい時に入る風呂だ。

			　実によい。

			　すばらしい。

			　ファンタスティックでマーベラス。トレビアンでエクセレントだ。

			「すごいでありますっ！　広いでありますっ！」

			「泳げそうな広さですねっ！」

			（………。）←ほんのりと赤面してるリア。

			　評判も上々だ。

			　特にシャルルは、尻尾(しつぽ)を振って喜んでいる。

			　オレは自作の入浴剤を入れた。透き抜けるような爽(さわ)やかな香りが、浴場全体に漂ってくる。

			　これからここに、裸のみんなといっしょに入る。

			　想像だけで気持ちがよくなり、胸がざわつく。

			　と――。

			「アマクサ……」

			　ライナが隣にしゃがみ込み、うかがうような上目使いでオレを見てきた。

			「やはりわたしも、入らなければならないだろうか……？」

			「イヤなのか？」

			「気が進まんのが、本音ではある……」

			　ライナはチラと、後ろに立ってるシャルルやレミナたちの胸を見やった。

			　その表情は繊(せん)細(さい)なガラス細工のように、もろく儚(はかな)くて、壊れそうであった。

			　顔はかわいく能力は高く、凛(り)々(り)しくもあるライナ。

			　だがしかし、ぺったんこという名のつるぺたである。

			　ライナ唯一の欠点と言っても過言ではない。

			　貧乳はステータスと豪語する人間も世の中にはいるが、あえて言おう。

			　貧乳はバッドステータスだ！

			　ぷるぷるゆれたりしてくれないし、巨乳ほどにはやわらかくないし、独自のメリットが存在しない。

			　スキーができる、スケートができるといった利点はあるが、おっぱいでやることじゃない。

			　そもそもライナは、貧乳と呼んでよいのだろうか。

			『貧』とは、貧打、貧血、貧困の『貧』であり、『足りない』、『貧しい』、『少ない』といった意味の言葉だ。

			　単なる虚無なライナの胸には、似つかわしくない。

			　ライナの胸は幻だ。

			　心の清らかな人にしかその正体を見ることができない幻の胸――幻乳だ。
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			　しかし一方、ライナは特別と思うオレもいる。

			　つるぺた幻乳っ子なのも含めてライナで、やたらかわいい。

			　幻乳なんて論ずるに値しないはずなのに、ライナだけは愛おしい。

			　ライナがオレを好いている三倍ぐらいは、オレもライナを好きだと思う。

			　オレが世界で唯一愛することのできるつるぺたと言っても過言ではない。

			　となると、やっぱり――。

			「ライナとも入りたいな」

			　オレがまっすぐに言うと、ライナの顔は赤らんだ。

			「キキキ、キミがそう言うのならば仕方がないな。キキキ、キミがそう言うのならば」

			　ライナは激しく照れつつも、いっしょに入ることを了承してくれた。

			　これで準備は完(かん)璧(ぺき)だ。オレは浴場をでて、居間に戻った。カミーユたちに問いかける。

			「オマエらはどうする？　入っていくか？」

			「オマエんちの風呂になんて入るわけないだろ。くそばか」

			　先ほどの女の子あつかいを怒っているのか。カミーユは、フンッと言った。

			「ぜなぁ……」

			　一方のリンディスは入りたそうだ。

			　捨てられた子猫のような顔で人差し指を咥(くわ)え、カミーユを見ている。

			「ははっ、入りたいやつは、勝手に入ればそれでいいだろ！」

			「そんなこと言わないで入ろうぜ。カミーユ。オトコ同士でハダカの付き合いとかやろうぜ」

			「オッ……」

			「オトコ同士だ」

			「そっ、そうか。オトコ同士での付き合いか」

			　カミーユは、腕を組んでつぶやいた。

			　表情は誇(ほこ)らしげであり、尻尾(しつぽ)はパタパタ振られてる。カミーユは地球出身で、前世ではオトコであった。今でも意識の比重はオトコに近く、オトコあつかいされると喜ぶ。

			「オマエがそこまで言うんなら、入ってやってもいいぞ？　オトコ同士の付き合いとしてな。オトコ同士の」

			　カミーユは、腕を組んだまま言った。態度はそっけないものの、声はかなり弾んでいる。

			「決まりだな」

			「ぜなぁ♪」

			　リンディスが、うれしそうにうなずいた。ゆっくり立って、脱衣所へ向かう。

			　オレも普通についていき――。

			「どうしてついてきてるんだぜなっ?!」

			「どうしてついていってるんだよっ！」

			　突っ込みを受けた。

			「いっしょに入るからに決まってるだろ？」

			「聞いてないぜなっ！　おかしいぜなっ！　ありえないぜなっ！」

			「あれ？　どーしたのー？」

			　ミーアが、脱衣所から顔をだした。

			「アタシを風呂に誘ったラクトのやつが、いっしょに入ろうとしているんだぜなっ！」

			「それで？」

			「怒ってるんだぜなっ！　ケッコンもしていないのにハダカを見せ合うなんて、ゼッタイにダメなんだぜなっ！」

			「ええっとぉ……」

			　ミーアはとっても困惑していた。

			　春の日に現れた露出狂から、『拙(せつ)者(しや)が見せているのはハダカではなく心でござる！』と言われた警官みたいだ。

			　もちろん一般的な感覚で言えば、まともなのはリンディスである。

			　だがしかし、オレの家では時空と常識はねじ曲がっているものと考えてもらわねばならない。

			　それゆえオレは、拳を握って言い切った。

			「オンナノコといっしょに入らないで、いったいなんのためのお風呂なんだよっ！」

			「体をキレイにするためのお風呂だぜなっ！」

			「それは錯(さつ)覚(かく)！　そしてファンタジーだっ！」

			「意味がわかんないぜなぁ！」

			「だが現実だ」

			「とにかくアタシは入らないんだぜなっ！　ラクトがいっしょに入るなら、入らないんだぜなぁ――――！」

			　リンディスは逃げだした。

			　残念だけれど仕方ない。オレはカミーユに声をかけた。

			「じゃあ、こいよ」

			「なんでだよ！　ボクはオトコだぞっ?!　オマエとふたりならともかく、ほかのオンナノコがいるところなんて、おかしいだろっ?!」

			「オマエこそ、なんで反論したりするんだ？　オンナノコとの風呂なんて、オトコだったら喜ぶとこだろ？　オトコだったら」

			「それは……」

			　カミーユは目を伏せて、胸の前で指を絡ます。

			　顔を赤くし、もじもじもじっと絡ませて――。

			「ボクは……。ボク以外の子の裸なんて、見たことないし…………」

			「それならここで見ておけよ」

			　オレはカミーユの腕を掴んで、無理やりに立たせた。

			　逃げられないよう、肩を抱く。

			「うぅ……」

			　真っ赤な顔のカミーユは、釈然としていないようなうめき声をもらす。

			　オレは有無を言わさず、カミーユを脱衣所に連れ込んだ。

			　そこは地上の楽園だった。

			　脱衣所の必然として、みんなハダカだ。

			　ロミナもレミナもミーアもリアも、シャルルもハダカだ。

			　おっぱいはもちろん、パンツの下も丸見えである。

			　だがしかし、じろじろと見られるのは恥ずかしいらしい。

			　シャルルやライナに視線を向けると、胸や股を隠したりした。

			「あまり、じろじろとは…………見るな」

			　特にライナは、胸や股間を手で隠し、そんなふうにも言ってくる。

			　かわいい。

			　とてもかわいい。

			　今すぐ襲いたいぐらいかわいい。

			　だがそれは、お風呂を堪能してからにしよう。

		

	
		
			　

			第25話　わくわくお風呂編・前編。

			　

			「おおっ、おぉ…………っ！」

			　湯船に足をつけたオレは、お湯が体を温める触感に震えた。

			　お湯が体に染み込んで、疲れが外に抜けていく、あの独特の触感だ。

			「はぅ……！」

			　オレの隣に入ったシャルルも、身を小さくしてぷるぷると震えた。

			　しかし体が熱に慣れると、気持ちよさげに「はうぅ……」と言った。

			　気持ちよさそうにしているシャルルは、抱きしめたいほどにかわいい。

			　しかしオレの双(そう)眸(ぼう)は、ある一点に釘付けであった。

			　おっぱいだ。

			　もはや芸術と言っても過言ではない、えっちなサイズのえっちカップなおっぱいである。

			　大きなおっぱいは水に浮くって言うけど、本当だったんだなぁ……。

			「ラクトさま……？」

			　シャルルがかわいく首をかしげた。

			　しかしすぐさま、オレの視線に気がついて――。

			「はぅわぁんっ！」

			　胸を隠した。

			　背中を丸めて両腕を使い、オレの目から自身の胸をガードした。

			　けれども、ガードになっていない。

			　シャルルの巨乳は腕の隙間から溢れているし、上から見下ろすオレの視線からのガードを目的としたそれは、下がガラ空きになることを意味している。

			　オレはシャルルを抱き寄せて、シャルルの胸に下から触れた。

			　指の腹でムニュムニュと、押したりさすったりした。

			「はうぅぅ～～～～～～～～～～～～！」

			　シャルルは恥じらい、身をよじった。

			　それはとてもかわいくて、オレはセクハラを続けた。ぷにゅぷにゅと突っつく。

			　すると――。

			「いてっ！」

			　誰かに頬をつねられた。

			　ライナであった。右手で胸を隠しつつ、左手でオレの頬をつねっている。

			　ライナはすぐに手を離し、オレに向かって言ってくる。

			「いいっ、今のはっ、キミが悪い！」

			　叫んだライナの瞳(ひとみ)には、涙がじわりと滲(にじ)んでた。

			　加害者のはずなのに、被害者のような顔をしていた。

			　オレは思った。

			　ライナの行為は正当だ。

			　世界で一番つるぺたを気にしているライナの前で、シャルルの巨乳をいじること。

			　それは育毛剤が効かないことを嘆くハゲの手前で、髪にワックスを塗る行為にも等しい。

			　特にライナは、『入浴しない意思』も見せた。

			　それを入浴の方向にいざなっておいて、シャルルの巨乳とたわむれ続ける。

			　ほっぺたぐらいは、つねられるのも仕方ない。

			　オレはライナの右手首を掴み、ライナの胸を露出させた。

			「はぐっ……」

			　見られてしまうのは恥ずかしいのか、ライナの頬が赤みを増した。

			　しかしシャルルへのセクハラを邪魔した以上、その分はやらせてもらう。

			　オレはライナの背中に右(みぎ)腕(うで)を回し、左手で胸を揉(も)んだ。

			「はぐっ…………っ！」

			　ライナが切ない声をあげるが、構わずに揉(も)んだ。

			　ライナの口にキスをして、唇と胸を同時に貪(むさぼ)る。

			　オンナノコとは思えないほどに平たいライナの胸だが、揉(も)めばすこしはやわらかい。

			　オレはライナの唇から唇を離し、ライナの乳首へと落とした。あいさつ代わりにチュパチュパ吸って、舌の先でレロレロ舐める。

			「クウゥンッ！」

			　ライナは叫び、真っ赤になって言ってくる。

			「まままっ、待てっ、アマクサ！　確かにわたしは求めたが、そこまでしろとは――はぐぅぅ、うっ、クゥゥゥゥンッ！」

			　ちゅうぅ……、ぺろぺろ。チロッ。

			　オレはライナの乳首をいじめた。左の乳首はたっぷりと吸いまくってから舌の先で円を描くようにしていじめ、右の乳首は指で摘まんだ。くにくに摘まんでキュッと引っ張り、デコピンで弾く。

			「ふわあぁぁぁんっ！　クンっ、うンッ、クウゥゥゥゥゥンッ！」

			　そんな感じで、攻めまくっていると――。

			（きゅっ………。）

			　リアにほっぺを摘ままれた。

			　リアの手つきは、手の甲に乗ってきたテントウムシを摘まむかのようにやさしかった。

			（じっ………。）

			　そして目つきは、オレを求める時の目つきだ。

			　オレのほっぺたを摘まんだのも、ライナの『まねっこ』と思われる。

			　ライナがオレを摘まんだら、いろいろとしてもらえた。だから自分も――といった感じだ。

			（ちゅっ………。）

			　リアが口にキスをしてきた。

			　閉じられた瞳(ひとみ)に長いまつ毛が、オレの視界一面に広がる。

			　さらにリアのやわらかな胸がオレの胸板に当たり、くにゅうっ♡　と形を変えている。

			（んっ。んっ。）

			　リアは一生懸命に、唇を押し当ててきた。そのたびに、やわらかな胸はずりゅずりゅとこすれる。

			　幼いリアの、一生懸命なアッピール。

			　応えないわけにはいかない。オレはリアを抱き返し、リアの口に舌をねじ込む。

			　リアの舌を捕まえて、くちゅり、くちゅりと絡ませる。

			（んっ………♥）

			　リアのかわいい口の奥から、愛らしい声が響いた。

			　オレはリアから唇を離し、健康的でほどよい大きさをしたリアの乳首に舌を這わせた。

			「ラクトさん。ボクもぉ～♡」

			　リアとの甘いひと時が終わると、今度はミーアがやってきた。

			　リアやライナとは違い、素直にほっぺにちゅーをしてくる。

			「えへぇー♡」

			　まったく。ミーアは小悪魔かわいいなぁ。

			　オレはミーアの肩を掴んで、右のほっぺにキスをした。

			「んん～～～♡♡」

			　ミーアの瞳(ひとみ)が、ノドを撫(な)でられた猫のように細くなった。

			　ハートマークを逆さまにしたような、小悪魔な尻尾(しつぽ)もふりふりとゆれた。

			　オレはミーアを抱きながら、ミーアの尻尾(しつぽ)をキュッと握った。

			「ひゃんっ！」

			　ミーアがかわいい悲鳴をあげた。

			　オレは尻尾(しつぽ)をにぎにぎしながら、尻尾(しつぽ)の先を口に咥(くわ)えた。

			　舌よりもなめらかで舐めがいのあるそれが、ピチピチと暴れる。

			「ひゃあぁんっ！　あぁんっ！　らめえぇ！　らめえぇ！　ボクの体で、そこらけわぁ！」

			　かわいいミーアは、オレの腕の中で必死の抵抗をした。

			　抗議の声を張りあげて、腕の中でじたじたと暴れた。

			　しかし動けば動くほど、密着している生のおっぱいがオレの胸板に当たる。

			　ぐにゅぐにゅと当たる。

			「だからぁ。ラクトさぁん。ひあぁぁんっ！」

			　あがる声もエロい。

			　これで尻尾(しつぽ)いじりを拒絶されても、無理であるとしか言えない。

			　ミーアは最後に嬌(きよう)声(せい)をあげて、ぐったりとした。

			　オレの体にしがみつき、絶え絶えな息をもらす。

			「もぉ……。ラクトさんの……、ばかぁ♥」

			　しかし情感は高まったのか。オレの口にキスをしてきた。

			　唇を重ね合わせるだけの、簡単なキス。

			　それでもミーアの体温と愛情が、如実に伝わるキスでもあった。

			　オレはミーアを体から離し、ミーアの胸にもエロいことをした。

			　基本的にえっちなミーアは、かなり淫らに乱れまくった。

			「はぁーん……♥」

			　最後はグロッキーになって、恍(こう)惚(こつ)の表情でとろけた。

			　お風呂の熱と行為の余韻で上気した顔はかわいく、頬やひたいに張りついた髪の毛はエロい。

		

	
		
			　

			第26話　わくわくお風呂編・後編。～ウサギの尻尾(しつぽ)は性感帯～

			　

			「次はロミナに、レミナの番だな」

			　ミーアをかわいがったオレがふたりに言った。

			「はっ……はいっ！」

			「そうなる……じゃんね」

			　ロミナが両手をグッと握って返事をすると、レミナは目を伏せて答えた。

			　その頬は赤く、かなり恥ずかしがっているのがわかる。

			　オレはふたりのおっぱいを、あいさつ代わりにふにふに揉(も)んだ。

			「あんっ……！」

			「きゃっ……！」

			　想像通りの、愛らしい声。

			　だがオレは、違うことが気になった。

			「そう言えばさ、ふたりの尻尾(しつぽ)ってどうなってるの？」

			　それはミーアの尻尾(しつぽ)をいじくっているうちに、気になったことだ。

			「それは……」

			「えっと……」

			　ふたりはもじもじ恥じらった。

			　けれども、オレは問いかける。

			「ちょっと見せてよ」

			「はい……」

			「ラクトが……。言うなら……」

			　ふたりは風呂場のヘリに手をかけて、自身の尻尾(しつぽ)を見せてきた。

			　丸くてかわいいウサギの尻尾(しつぽ)だ。

			　さらに尻尾(しつぽ)を見せるふたりは、お尻(しり)も突きだす格好になっている。

			　すばらしくセクシーだ。

			「うぅ……。ラクトぉ……」

			「この格好……。恥ずかしいんですけど……」

			　ふたりが、恥じらいに頬を染めて身をよじった。

			　しかしその恥じらいの表現は、ふたりを余計にセクシーにしていた。
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			　やばいなー。かわいいなー。

			　オレは情熱を加速させ、ふたりの尻尾(しつぽ)に手を伸ばす。

			「あんっ！」

			「きゃんっ！」

			　愛らしい声があがった。

			　そして手のひらに伝わるは、すばらしい触感だ。

			　ふにふにでありながらふわふわで、艶(つや)っぽく湿っているような感じながら、モフモフである。

			「ああっ、ひゃっ、あんっ」

			「んうっ、んうぅ……。らく……とぉ…………」

			　しかもすばらしいことに、性感帯にもなっているらしい。

			　ふたりの体が小さく震え、声が色っぽくなってきている。股間についてるワレメから、艶(つや)っぽい汁が垂れてくる。オレはふたりの股間を撫(な)でた。

			「やあああああんっ！」

			「ひゃああああんっ！」

			　ふたりに声をあげさせて、オレはすっくと立ちあがる。レミナを後ろから捕まえて、大きな胸をぐにゅっと握る。無防備な秘部に、ずちゅっ！　とぶち込む。

			「あああああああああんっ！！！」

			　尻尾(しつぽ)への愛撫で高まっていたこともあるのだろう。かわいいレミナは、挿れられた瞬間に達した。えっちなところがオレのチンコを、きゅーきゅー締めつけてくる。

			　オレは腰を前後に動かす。ずっちゅずっちゅと音が鳴り、繋がっている部位から愛液が溢れた。

			　オレはどぷっと中にだす。レミナをぎゅう……っと抱きながら、どぷっ、どくっと中にだす。

			「はあっ、ああんっ……」

			　レミナをぐったりしおれさせ、ロミナともやった。

			　そして最後はカミーユか。

			「っ！」

			　オレがカミーユを見ると、カミーユは足を閉じ、自身の胸を両腕で隠した。

			「こここっ、こっち見んなよ！　くそばかっ！　ヘンタイっ！　スケベっ！」

			「どれも否定はしないけど、オマエにはなんもやってないじゃん」

			「たしかに……。ボクにはそうだけど…………」

			　先の威勢はどこへやら、カミーユはしおれた。頭の耳も、しょぼんと垂れる。

			　オレはカミーユに近寄って、カミーユを抱きあげた。

			「きゃんっ！」

			　かわいい悲鳴をあげたカミーユを、湯船の外の椅子に座らす。

			　大きな鏡に、カミーユの裸体とオレが映った。

			　カミーユはやはり、胸を隠して足を閉じたりしていたが、むしろセクシーである。

			　オレは手近にあった桶(おけ)で布を濡らして、セッケンを泡立てた。

			「カミーユが作ってくれたセッケンだからな。洗う時は、カミーユを一番にって決めてた」

			「さっ……さらっと言うなよ。そういうこと……」

			　カミーユは、もじもじと照れた。

			　オレはセッケンの泡を手に取って、カミーユの背中に塗りつけた。

			　背中をさすって泡を馴染ませ、布で背中をコシコシこする。

			「気持ちいいか？」

			「悪くは…………ないよ」

			　カミーユらしい、つっけんどんな答え。

			　けれど尻尾(しつぽ)は、ピクッ、ピクッと動いてた。気持ちいいと思っている証拠だ。

			　かわいい。

			　オレはカミーユの尻尾(しつぽ)も掴んで、丁寧に洗った。

			　カミーユの尻尾(しつぽ)はとてもすべすべしていて、気持ちがよかった。

			　カミーユの背中や尻尾(しつぽ)を泡だらけにして、肩や腕も丁寧に洗う。

			　そして腕を持ちあげて、布を脇腹にすべらせた。

			「ひゃっ…………！」

			　カミーユが扇(せん)情(じよう)的(てき)な声をあげて、オレを見やった。

			　不安と恥(ち)辱(じよく)が入り混じったような、涙の溜まった瞳(ひとみ)であった。

			　カミーユには悪いけど――。

			　

			　そそる。

			　

			　オレはカミーユの体を、背後から抱いた。

			　右手で布を握ってカミーユの腹部を洗い、左手でカミーユの胸を揉(も)む。

			　泡のすべすべと胸の弾力が混ざり合った触感は、すばらしいの一言だった。

			「ひゃあんっ！　ああんっ！　どこさわってるんだよっ！　くそばかっ！　くそばかぁ！」

			　カミーユは暴れた。両手と足を、バタバタと動かす。

			　しかし声音に力はなくて、暴れる力もかなり弱い。オレはカミーユの胸を揉(も)みつつ、淡々と言った。

			「まぁオレを生き物に例えると、生きているセクハラってところがあるしな」

			「わけわかんないこと言うなぁ！」

			　オレは右手を、カミーユの下半身にすべり込ませた。オンナノコの象徴であるクレパスを、なぞるように布でこすって、指をつぷっとすべり込ませた。

			「あぁぁぁんっ！」

			　くちゅくちゅくちゅ。指で中をかき乱す。

			「やめろよおぉ！　ばかっ！　ばかあぁっ！」

			　そんな風には言ってたが、声は甘いし、股間は濡れてる。オレはカミーユの腰を浮かして、ずちゅっと挿れた。

			「ひゃああぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　ひさしぶりなせいか、けっこうキツい。オレは腰をやさしく動かし、二回、三回とイカせてやって、中へとだした。

			「ひゃあっ、あっ、ああっ……」

			　射精を受けたカミーユは、もう完(かん)璧(ぺき)にメスイキしていた。

			　カミーユ以外もたっぷり洗い、たっぷりやった。

			「ふわぁんっ！　ふわあぁんっ！　アマクサっ！　アマクサあぁ！」

			　バックでライナを突きまくり。

			「はぅわぁんっ！　はぅわぁんっ！　ラクトさまっ！　ラクトさまあぁっ！」

			　正常位でシャルルを犯し。

			「んっ、んっ、んっ。おま○こ、こすれて、気持ちいい………です。」

			　リアに騎乗位をさせて腰を振らせた。

			「んぅっ、んっ、んっ………。」

			　おっぱいを揉(も)まれながら中出しを受けたリアは、瞳(ひとみ)を閉じて唇を引き結んだ。

			　床に手をつき前のめりになっている姿が、とてもかわいい。

			　そんな感じで行為が終わった。みんなして、床にぐったりと寝ころんだ。

			　すると――不意に視線を感じた。

		

	
		
			　

			第27話　リンディスちゃんの処女をいただくお話。

			　

			　振り返って見ると、ドアの隙間があいてた。そして誰かがのぞいてた。

			　オレはドアへと近寄って、ガラガラとあけた。

			「ぜなっ……」

			　リンディスだった。

			　床にぺたりと尻(しり)餅(もち)をついて、オレのことを見上げてる。

			　その顔は、りんごのように赤い。

			　リンディスは、両の拳を握りしめ、首をブンブン左右に振った。

			「ちがうんだぜなっ！　ちがうんだぜなぁ！　アタシはアタシは、ちょっと見ていただけだぜなぁ！」

			　なにが違うのかわからない。

			　というかどうしてのぞいていたのか。その意味からしてわからない。

			　裸のリアが、リンディスに寄った。

			（ふにふに。）

			　リンディスのほっぺたを摘まみ、今度はオレに寄ってくる。

			（ぎゅっ………。）

			　裸でオレに抱きついて、テレパシーを送り込んできた。

			（リンディスの視点か？）

			（こくっ。）

			　映っていたのは、巨大なるミノタウロスに、殺されそうなシャルル。

			　助けにいかなくてはと思う反面、体が痛みと恐怖で動かず、震えてしまう。

			　友人と呼べるほど長くはないが、他人と呼ぶのも哀しい付き合いをした少女。

			　そんな少女が無残に潰されてしまうというのに、立ちあがることができない。

			　立ちあがったら、シャルルより先に自分かもしれない――。

			　などと思うと、全身がすくむ。瞳(ひとみ)に涙がじわりと滲(にじ)み、ノドの奥が震える。

			　そこにオレが現れた。

			　ミノタウロスの一撃を簡単に受けて、わずか一瞬でミノタウロスを倒した。

			　トクンと胸が高鳴った。心臓が、先刻のそれとは違う意味でドキドキとした。

			　苦しいようで甘く、切ないようで心地よい。

			　その感覚に、名前をつけて呼ぶとするなら――――。

			　

			　恋。

			　

			（ちがうぜなっ！　ちがうぜなぁ!!）

			　必死に否定もしてみたが、オレがほかの子とお風呂でいろいろしていることを想像したら、いてもたってもいられなくなって――。

			「のぞいていたわけか」

			（こくっ。こくっ。）

			「しかもオレがカミーユやシャルルとやっているのを見て、自分がやられる姿もイメージしてたな」

			（こくっ。こくっ。）

			「っ……！」

			　盛大にバラされたリンディスは、酸素の足りない金魚のように、口をパクパク動かした。

			　その顔は、気の毒なほどに赤い。

			　だがしかし、そういうことなら話は早い。

			　オレはリンディスの腕を掴んで、風呂場の中に引きずりこんだ。

			「ぜなあぁ！」

			　四つん這いで逃げようとしたリンディスを背後から捕まえて、スイカな巨乳を揉(も)みしだく。

			　この世界にはブラジャーがない。だからリンディスのセーラー服のような衣服越しに揉(も)んだりしても、生のそれに近い弾力が味わえる。

			　それでも生に比べれば、やっぱりいくらか劣ってしまう。オレは、リンディスの服の隙間に手を入れた。生の胸を直接に揉(も)む。

			「ぜなあぁ―――んっ！」

			　シャルルには及ばないにしても、それに準ずるほどのぐにゅぐにゅ感が伝わってくる。

			「あぁんっ、あんっ、あんっ。ダメなんだぜな。ダメなんだぜなぁ……」

			　言葉こそは拒絶だったが、声音は甘くとろけてた。

			　オレは巨乳をもてあそびながら、確認を取った。

			「ダメってのは、一族の掟(おきて)とか、そういう話が絡んでるのか？」

			（ブンブンブンッ！）

			　口を開くと、喘(あえ)ぎがもれるからだろう。

			　真っ赤な顔のリンディスは、口を結んで首を振った。

			「つまりオマエの、気分的な問題か？」

			（こくっ！　こくっ！）

			　リンディスは、必死になってうなずいた。

			　そういうことならいいだろう。

			　オレはリンディスの胸元にあったスカーフを外し、手首を縛った。

			「ぜなあぁ！」

			　リンディスの叫び声を聞きながら、スカートをまくる。

			　白とピンクの縞(しま)々(しま)パンツに包まれた、形よいお尻(しり)がでてきた。

			　かわいい。

			　とてもかわいい。

			　オレはよしよしと撫(な)でた。

			「ぜなあぁぁぁぁぁんっ！」

			　セクハラを受けたリンディスは、真っ赤な顔で悲鳴をあげた。

			　逃げるようにお尻(しり)を振るが、誘っているようにしか見えない。リンディスのパンツをずりおろし、チンコをグッとあてがった。

			「ダメなんだぜなっ！　ダメなんだぜなぁ！　ケッコンもしていないのに、ダメなんだぜなあぁ！」

			　オレは尻(しり)を押さえて言った。

			「本気でイヤなら、『ダメ』じゃなくって『イヤ』って言えよっ！」

			　ぐちゅうぅんっ！　腰を突きだし、リンディスを貫く。

			　さすが処女というべきか。リンディスの中はぎちぎちに狭い。一息に挿れたつもりが、半分ぐらいしか入っていない。

			「ぜなっ……、かっ、はあっ……！」

			　リンディスは苦しげにしていたが、喘(あえ)ぐ声には甘い陶(とう)酔(すい)の色もあった。

			　オレはバックからリンディスに覆(おお)い被さる。胸を揉(も)み、ぐちゅっ、ぐちゅっと奥までねじ込む。根元まで挿れたあとは、そのままで留まった。リンディスのま○この熱をチンコで感じていると、処女をいただいた実感が湧いてくる。

			「深く……。奥まで……。入ってきてるぜなあぁ…………！」

			　逆にリンディスのほうは、刺されたチンコで処女の喪(そう)失(しつ)を感じ取っているようだった。

			「動くぞ」

			　オレは腰を小刻みに動かす。

			　ずちゅっ、ずちゅっ、ずちゅっ。

			　挿れる前から濡れまくっていたリンディスのま○こは、卑(ひ)猥(わい)で淫(いん)靡(び)な音を立てた。

			「ぜなあっ、あんっ。ぜなあっ、ぜなあぁん……っ！」

			　でてくる声も、ハチミツのようにとろけている。

			　オレはたっぷり楽しんでから、腰を動かすペースを速めた。

			「それじゃあそろそろ、中にだすぞっ！」

			「あっ、あっ、あんっ。ダメだぜなっ、ダメだぜなぁ！　中は、中はダメだぜなあぁ！」

			　リンディスは必死に叫んだものの、けして『イヤ』とは言わなかった。

			　オレは奥までねじ込んで、リンディスの中にたっぷりとだした。

			「ぜなあぁ…………っ！」

			　その衝撃でイッたらしい。リンディスの秘部が、キュウゥっとオレを締めつける。痺(しび)れるような支配感が、オレを包んだ。

			「ぜなっ、ハッ、ぜなぁ……」

			　グロッキーになったリンディスであるが、オレの攻めは終わっていない。

			　リンディスの手首を縛っていたスカーフをほどいて、上着を脱がす。リンディスの姿を裸とスカートだけの『裸スカート』に変えた。両腕を掴んで引っ張る。オレのチンコがより深いところまで、ずちゅうぅっと入った。

			「ぜなあぁぁん……っ！」

			　リンディスの顔が、さらにとろける。オレは腰を前後に動かす。ずちゅっ、ずちゅうぅっと音が鳴るたび、リンディスの巨乳がたゆんっ、たゆんっと大きくゆれた。

			「ぜなぁ、ぜなんっ、ぜなああぁんっ！」

			　リンディスの喘(あえ)ぎは、オレが突くたび大きくなった。

			　オレは二回目の射精が近づいていることを知らしめるかのように、腰の動きを速くした。

			「許してぜなっ！　許してぜなぁ！　もうっ、もうっ、許してぜなあぁ―――！！！」

			　そんな風に言われもしたが、『イヤ』の一言はない。オレは激しく突きあげて、二発目をリンディスにぶち込んだ。

			　どぴゅう！　どくっ、どくんっ。

			　脈動を打ったチンコが、リンディスの中に子種をそそぐ。

			「ぜなあぁ……！」

			　リンディスは、またビクビクとイッたらしい。ギュウゥ……♥　と、いやらしいおま○こがオレのチンコを締めつける。

			　オレは一度チンコを引き抜き、リンディスを仰向けにした。リンディスの体に覆(おお)い被さる。豊満な胸が、オレの胸板でぐにゅうぅぅっと潰れた。

			「三回戦目の始まりだな」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～～～～」

			　オレはリンディスに挿入し、腰を前後に動かした。

			「んっ、あっ、あっ、ぜなっ、ぜなああっ！　ンッ、あんっ。あーんっ、あぁーん！」

			　オレに犯されリンディスは、髪を振り乱して喘(あえ)いだ。

			　三度目の射精をリンディスに入れて、あらゆる体位で犯しまくった。

			「ぜなあぁ……。ハアっ、あんっ、ぜなあぁ…………っ！」

			　犯すに従い、リンディスのとろけ度が増してくる。

			　最後は正常位に戻ってやりまくってから、チンコを抜いてぶっかける。

			　精液が、リンディスの腹部や巨乳、ほっぺたにかかった。

			　しかしうつろなリンディスは、ほっぺたの精液をぬぐうこともできない。

			　オレはリンディスの顔の近くにチンコを寄せた。

			「ぜなぁ……」

			　んく……。んくっ、んくっ。

			　従順になったリンディスは、オレのチンコを咥(くわ)えこんだ。

			「もう……、ほんとうに、ひどいぜなぁ……」

			　そんな風には言ってたが、嫌がってはいなかった。口の動きも声色も、愛情に満ちている。

			　完全にリンディスを征服したオレは、ほかのみんなともたっぷりやった。

		

	
		
			　

			番外編・セシリアさんの悶(もん)々(もん)。

			　

			　ラクトが風呂でエロを楽しんでいる時分。

			　セシリアは、天(てん)蓋(がい)のついたベッドの上で悶(もん)々(もん)としていた。

			「みいぃ……」

			　もう何度あげたかわからないうめき声をあげて、枕の中に顔をうずめる。身をよじる。

			　ちょうど先刻、ラクトに撫(な)でられた頭や、腕を回された背中がうずく。

			　体全体がうずき、弾んだようにむずむずとする。

			　背中に食い込んできた腕の力強さや、思いのほか厚かった胸板。耳をくすぐるような声。

			　ひとつひとつが自分の中に侵略してくる。

			「はにゃあぁ～～～～～～～！」

			　自分の顔を、恥ずかしいほど熱くしてくる。

			　部屋にある姿見鏡をチラと見やれば、見ていて恥ずかしいほど赤くなっている自分も映った。

			　胸がざわめく。むずむずとする。

			「みいっ、みいっ、はにゃあぁ～～～～～～～～～～～～んっ！」

			　枕の中に顔をうずめて、足をバタバタ動かした。

			　瞳(ひとみ)にじんわり涙を滲(にじ)ませ、恨み言のようにつぶやく。

			「ラクトさまの、せいですわぁ…………っ！」

			　ラクトが『褒(ほ)める』などと称して、自分を抱きしめたせいで、自分はこうなっている。

			　しかし同時に、思ったりする。

			　自分はどうして、『褒(ほ)められたい』と思ったのか。

			　自分はどうして、そこまでラクトに執着するのか。

			　きっかけを言うのなら、初めてラクトに出会った日。ラクトと戦い、敗北した瞬間になる。

			　戦いに勝てなかったことは、一回や二回ではない。敗北は、二桁以上は経験している。

			　しかし負けの大半は、絡め手であった。

			　真っ向からの勝負を避けられた、ヒットアンドアウェイ。

			　魔法を中心とされた、遠距離からの攻撃。

			　そもそもの数が違う、『集団』を組んだ相手と対(たい)峙(じ)しての敗走。

			　一対一の、真っ向勝負での敗北は、味わったことがなかった。

			　さらに言うなら、敗北のすべては激戦だった。

			　けして短いと言うことはできない激しい戦いの末に、かろうじて負けたのだ。

			　それがラクトは自分を一瞬で倒し、心もバキリとへし折った。

			　それは耐え難い屈(くつ)辱(じよく)で――恥(ち)辱(じよく)であった。

			　事実、行為を受けた直後には、ラクトを否定したい気持ちでいっぱいになった。

			　しかしラクトが、ほぼ単独で、クイーンアントを倒したと聞くと――。

			　

			　胸の奥が、締めつけられた。

			　

			　自分のすべてを否定され、同時に支配されたような感覚になった。

			　屈(くつ)辱(じよく)的なはずのそれ。

			　しかしふしぎと、心地よかった。

			　陽だまりに包まれているかのような、温かな気持ちでいっぱいになった。

			　けれど再び、出会った時は――。

			「みいぃ…………！」

			　セシリアは、その時のことを思いだして半泣きになった。

			　こちらがラクトで頭をいっぱいにしていたというのに、ラクトは自分を忘れてた。

			　しかも自分に、ひどいことをした。

			　ほっぺたをつねったり、髪の毛を引っ張ったり、ほかの人にはやさしくしても、自分にはやさしくしてくれなかったりとした。

			「おひどいですわ。おひどい……ですわぁ…………！」

			　ひどいラクトは、この学園でも変わらなかった。

			　やはり自分のほっぺたはつねるし、髪の毛は引っ張る。

			　お尻(しり)を撫(な)でたり胸を揉(も)んだり、自分がヌメニュルとした生き物を怖がっているのに、『それが背中についている』と、ウソをついたりもした。

			　一方で、思う。

			（よくしていただいたところも、なくはないのでございますわ……）

			　ラクトは自分のほっぺたをつねった。髪の毛を引っ張った。

			　ヌメニュルを怖がっている自分に、『それが背中についている』と言ったりもした。

			　けれども、自分を見捨てなかった。切り離したりはしなかった。

			　自分がヒルに囲まれ動けなくなった時は、助けに飛んできてくれた。

			　そんなことをしたら、自分も危ないはずなのに。

			　それでもラクトは、自分を助けた。

			　セシリアは、その時のことを思い返した。

			「みいぃ…………っ！」

			　胸の奥がこそばゆくなったのを誤(ご)魔(ま)化(か)すために、枕をギュウゥ…………っと抱きしめる。

			　

			　お姫さま抱っこ。
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			　ラクトが自分にしたそれは、端的に言うとそうなる。

			　地に足がつかなくて。

			　体のすべてがラクトのもので。

			　なのにそれがイヤじゃなかった。支配されている格好が、奇妙なほどに心地よかった。

			　陽だまりに包まれているかのような、温かな気持ちでいっぱいになった。

			　そしてつい先刻の、（セシリアにとっては）熱い抱(ほう)擁(よう)である。

			　抵抗できない。抵抗できない。

			　染み込んでくる。染み込んでくる。

			　他人に心を直接に握られ、変えられていく感覚。

			　白い絹(きぬ)糸(いと)を染めあげていく緋(ひ)色(いろ)の水のように、有無を言わさぬ一方的な蹂(じゆう)躙(りん)。

			　それは狂おしいほどの切なさと、とろけるように甘い陶(とう)酔(すい)をもたらしてくる。

			「おかしいですわ……。おかしいですわぁ…………っ！　わたくし……。ラクトさまのことなど、だい……、だい…………」

			　だいっきらい。

			　その一言が、ふしぎと言えない。言葉を紡(つむ)ぐための脳が、単語をどこかに追いやっている。

			　まるでその概念が、この世界には存在しないと言わんばかりに。

			　

			　言葉の代わりにセシリアは、ラクトのことを思いだす。

			　ほっぺたをつねるラクト。髪の毛を引っ張るラクト。

			　そして――それから――――。

			　リアの頭をやさしく撫(な)でて、口にキスまでしたラクト。

			　それを頭に浮かべた刹(せつ)那(な)、でなかった声が自然と漏れた。

			「だいっきらいですわぁ！」

			　それは自然な、心からの叫びと言えた。

			　リアといっしょのラクトがきらい。

			　シャルルといっしょのラクトがきらい。

			　ライナといっしょのラクトなんかも――。

			「だいっきらいですわぁ!!」

			　きらい。きらい。だいっきらい。

			　ほんの三分前までは、あれほど愛しく思えていたのに、今はとってもだいっきらい。

			　ちょっぴり思いだすだけで、自分の胸をこんなにも、苦しく切なくさせてくる。

			　セシリアは、枕を抱きしめて叫ぶ。

			「だいっきらいですわっ！　だいっきらいですわぁ！　わたくしわたくしラクトさまのことが、世界で一番だいっきらいですわぁ！」

			　世界の誰がどう見ても、真逆であるとしか言えない叫び。

			　ただひとり、セシリアだけは気づかなかった。

			　なぜかと言えば――――。

			　

			　アホの子なので。

		

	
		
			　

			第28話　ケッコンのお話。

			　

			　ベッドの上で目が覚めた。

			　体が重い。両手両足が動かない。

			　指先ひとつ動かすのにも、神経を集中させることが必要だ。

			　しかし気分は、とろけるように甘い。

			　まず右(みぎ)腕(うで)が動かないのは、リアがくっついてるからだ。

			　次に左(ひだり)腕(うで)が動かないのは、ロミナがくっついてるからだ。

			　裸にワイシャツのような服を羽織ったふたりがオレの腕にくっついて、すぅすぅ寝息を立てているからだ。

			　しかも、きゅっ……と抱きついているせいで、オレの手の甲が、ふたりのオンナノコな部位に当たっている。手のひらを軽く反転させてみたなら、指の先でくにくにとさわれる。

			（あっ……）

			（んっ………。）

			　ふたりの体がもじもじと動いた。えっちなところに当たっていた指が、ぷにぷにと食い込む。

			　朝からありがとうございます。

			　そして体が重いのは、シャルルが乗っているせいだ。

			（はうぅ……。うみゅ…………。ラクトさまぁ…………）

			　オレの上に覆(おお)い被さり、寝(ね)惚(ぼ)けてオレに頬ずりしてくる。ロリ巨乳ならぬロリ爆乳のシャルル十二歳の胸が、オレの胸板で潰れてる。谷間がすごいことになっている。

			（おしたいしているであります……わん。ラクトさま。ラクトさまぁ……）

			　夢の中でもオレのことを慕(した)っているのか。

			（シャルルをシャルルを、およ………………はううぅ…………）

			　そして夢でも、『お嫁さんにしてください』と言えないでいる。

			　かわいい。

			　両手が捕まっていないなら、今すぐ頭を撫(な)でているところだ。

			　代わりに――というわけではないが、オレは顔を動かして、シャルルのほっぺをチロリと舐めた。

			（はぅ？）

			　寝ていたシャルルが声を漏らして、うっすらと目をあけた。

			　至近距離。超がつくほど至近距離にて、オレと目が合い――。

			「はぅわぁんっ！」

			　跳ね起きた。

			「はぅわわわっ、ラクトさまっ?!　どうしてどうして、シャルルの真下にいらっしゃられるのでありますかっ?!」

			「寝ぼけたシャルルが乗っかってきたんじゃないか」

			「はうぅぅぅぅ～～～～～～～～～」

			　シャルルがうなじまで真っ赤になって、顔を両手で覆(おお)い隠した。

			　そしてシャルルが叫んだせいで、リアがゆっくりと起きた。

			（ん………。）

			　半分寝ぼけた薄目な瞳(ひとみ)で、オレのほっぺにキスをしてくる。

			　ちゅっ………。ちゅっ………。ちゅっ………と、三回ぐらいキスをしてくる。

			　かわいい。

			　オレは顔を動かして、リアのほうを向いた。

			（んっ………。）

			　リアはかわいくまぶたを閉じて、お返しのキスを誘った。

			「はうっ……！」

			　見ていたシャルルが、恥じらいと羨(せん)望(ぼう)を足して二で割ったような顔をした。

			　これもかわいい。

			　オレは静かに体を起こし、シャルルを抱き締めキスをした。

			　がっちりと抱き締めて、口の中に舌を入れる。

			　心も、体も、とろけそうなほど心地よい。

			「はうぅ…………♥」

			　シャルルは満足したらしい。メロメロになってオレから離れた。

			　と――。

			「ラックトさぁん♡」

			　ミーアがちょっとした勢いをつけて抱きついてきた。

			　オレは軽く押し倒される。

			「えへへぇ～～～♡」

			　すりすりすり。すりすりすり。ミーアは甘えた声をだし、かわいらしく頬ずりしてくる。

			　ついでに口にキスをしてきた。

			　ちゅ～～～～～～～～～♡　っと、甘くてかわいいキスである。

			　これはお返ししないとな。

			　オレはミーアの体を起こさせ、騎乗位に近い体勢を取らせた。ミーアの胸を下から揉(も)む。

			「やあっ♡　あんっ♡　はぁ～～～んっ♡♡♡」

			　ミーアが甘えた声をだし、オレの上でくねくねと動く。

			　オレは胸を揉(も)みあげて、十本の指をぐにゅぐにゅと食い込ます。

			　手のひらにすっぽりと納まる大きさをしたミーアの胸は、朝から揉(も)むにはほどよいサイズだ。

			「あぅ……」

			　オレとミーアからすれば朝の軽い運動であっても、ロミナにとっては恥ずかしかったらしい。

			　オレの隣で寝ていたロミナが、顔を赤くしてうなった。

			　オレはロミナに覆(おお)いかぶさり、んぐんぐんぐ……と、味わうようなキスをした。

			「んっ……」

			　ロミナの瞳(ひとみ)が、切なげに細まった。

			「あぅぅ……」

			　朝のキスをしただけなのに、ロミナはグロッキーになった。

			　恍(こう)惚(こつ)で虚ろいだ瞳(ひとみ)で宙を見ている。

			　かわいい。

			「っ…………！」

			　そして横では、ロミナのおねぇちゃんであるレミナが、顔を真っ赤に火(ほ)照(て)らせていた。

			　それはもう、火を入れたかのような赤だ。

			　オレはレミナの肩に手を置いて、首筋にキスをした。

			「んぅ……っ！」

			　レミナの火(ほ)照(て)りが強さを増した。頭のかわいいウサギの耳も、ぴくぴくと動く。

			　レミナは首が弱点なのだ。だから口へのキスよりも、こちらのほうを悦ぶ。

			　そうやって、オレがレミナを楽しんでいると――。

			（くぃ………。）

			　リアが袖(そで)を引いてきた。

			（ちゅっ………。）

			　オレのほっぺにキスをしてくる。

			「…………」

			（じ………。）

			　言葉こそはなかったが、オレを見つめるやわらかな瞳(ひとみ)は、ほんのりとうるんでいた。

			「さっきのじゃ足りなかったのか？」

			（こくっ。）

			「さっきので足りないなんて、リアはえっちな女の子だなぁ」

			（ん………。）

			　言われてしまうのは恥ずかしいらしい。リアの頬に赤みが差した。リアはその顔を隠すかのように、オレの胸板に顔をうずめてつぶやいた。

			（ラクト、いじわる………です。）

			　かわいい。

			　オレはますます、リアにいじわるしてやりたくなった。押し倒し、足をガバッと開かせる。

			「えっちな子には、おしおきだなっ！」

			　ずちゅんっ！

			　剥(む)きだしのま○こにチンコを入れて、腰を前後に激しく動かすっ！

			「あんっ、あんっ、あんっ、あんっ！」

			　いつもよりも激しい動きに、リアはやらしい声をだす。まぶたが甘く閉じられて、シーツが固く握られる。

			「おしおき、おしおき、気持ちいい………です。えっちなリアに、奥まで、おしおき、してください………。おま○こ、ずこずこいじめてくださいっ………！」

			「よぉしっ！」

			　オレはリアの要望に答えた。リアの体に覆(おお)い被さり、奥までねじ込む。

			　どぷうっ！　どくっ！　どくうぅっ！

			　そしてリアのおま○この中に、朝の射精をしまくった。

			「んぅ、んぅ、んうぅ………。」

			　リアは瞳(ひとみ)を閉じたまま、唇を引き結んだ。オレの腰を足で挟んで(ロツク)し、ギュッ………。と強く抱きついてくる。リアがよくやる、『好き好きロック』だ。

			（ん………♥　ん………♥）

			　待望の中出しを受けたリアは、びくっ♥　びくっ♥　と身を震わせた。

			「あっあっ、朝から節操がないやつだなっ！　キミはっ！」

			　ライナが怒って言ってきた。オレからぷいっとそっぽを向いて、ほっぺたを赤くしている。

			　けれども、怒りの純度は低い。

			　怒っているのは一割で、見ていて恥ずかしくなったのが五割。拗(す)ねているのが四割だ。

			　それだから、オレは――。

			「ごめんね、ライナ」

			　ライナの頭をやさしく撫(な)でた。

			「はぐぅ……」

			　ライナはとろけたような声を発して、オレに甘えた。

			　そんな感じで、オレは朝からイチャついた。

			　しかしふと、いるはずのふたりがいないことに気がつく。

			　カミーユとリンディスだ。

			　ノリと流れが混ざっていたとはいえ、昨日はお風呂とベッドの両方でイチャついた。

			　なのにいないと、やはり気になる。

			　オレは居間のほうにでた。

			「ぜなっ……」

			「…………」

			　ふたりはそこにいた。

			　リンディスが頬を染め、腕を組んでムスッとしているカミーユの後ろへと隠れる。

			　そしてふたりの手前には、刺身の盛り合わせがあった。

			　サクラの花びらのように美しい刺し身が、フグ刺しのように盛りつけられている。

			「食べていいのか？」

			「ダダッ、ダメなものなら、わざわざ作るはずないだろっ！」

			「ぜなぁ……」

			　カミーユが怒り気味に言うと、リンディスはしおらしくうなずいた。頭の羽も、しおーん……と垂れる。

			　オレはゆっくりと座った。刺身を箸(はし)で摘まみ取り、しょう油そっくりなタレが入っている小皿につける。

			　パクリと食べる。もぐもぐと噛む。

			　この味は――。

			「マグロ……？」

			「本物じゃないけどな」

			「そっか」

			　カミーユは、以前にも、『大豆ではないがしょう油に近い風味の豆』を見つけて、しょう油の味を再現している。魚で同じことをしていても、なんらおかしいことはない。

			　オレは懐かしい味に舌鼓を打って、ごっくりと飲み込んだ。

			「言っておくけど、リンが取ってきたのを、ボクが捌(さば)いて盛りつけたやつだからな？」

			　カミーユが素っ気なく言うと、カミーユの後ろに隠れているリンディスは、こく……と小さくうなずいた。

			「お……になるから、とうぜん…………だぜな」

			「お？」

			「およめさん……だぜなぁ…………」

			　リンディスはうつむいて、もじもじとした。

			　顔はもう、たき火ができそうなほど赤い。

			「あんなことを十八回もされたら、およめさんに行くしか、ないんだぜ…………なぁ」

			　そういうことか。

			「せきにん……、とってほしいんだぜなぁ…………」

			　オレはリンディスが取ってきてくれたらしい魚を箸(はし)で摘まんで、口へと入れた。

			　口の中に広がるは、マグロのようなほどよいうま味だ。

			「ぜなぁ……」

			　それを見たリンディスは、カミーユの後ろで安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			　しかしオレと目が合うと、カミーユの後ろに顔まで隠す。

			　体隠して頭隠さずと言うべきか、ちょっとネコミミっぽい羽だけがでている。

			　オレは、魚を飲み込んで言った。

			「それじゃあ、いつにする？」

			「ぜな……？」

			「式とか儀式とか手続きとかあるだろ？　ケッコンするなら」

			「ぜなあぁ…………！」

			　カミーユの後ろから、感極まったような声が響いた。

			　唯一見えている頭の羽が、ピコピコと動く。

			　かわいい。

			「あの……。ラクトさま」

			「なんだ？　シャルル」

			「リンディスさまと、ごけっこんなさるのでありますか……？」

			「本人が『ダメ』って言っているのをやりまくっといて、ケッコンは断るってのは通らないだろ？」

			「はうぅぅ…………」

			　シャルルの顔が、泣きそうにゆがんだ。

			「なんかカンチガイしてないか？」

			「はぅ？」

			「ケッコンする時は、みんないっしょに決まってるだろ？　リンディスはもちろん、シャルルもライナもリアもミーアも、レミナもロミナもカミーユも、みんないっしょだ」

			「どうしてボクが入るんだよっ?!　ボクはオトコだぞっ?!」

			「けっ……けけっ、けっ…………」

			　カミーユが抗議を入れて、ライナが頬を赤くする。

			「ボクは前からそのつもりだったけど、実際に……ってなると、胸がきゅんきゅんしちゃうなぁ……♥♥」

			「わたしもです……」

			「アタシも、そわそわしてきたじゃんね……」

			　ミーアが『はぁーん♥』と身をよじり、ロミナとレミナがもじもじとした。

			（………？）

			　唯一リアは、理解していない感じであった。

			（ちゅっ………。）

			　オレのほっぺにキスをして、尋ねるように小首をかしげる。

			『ケッコン』がよくわからないので、テレパシーで感じ取れたイメージから、それっぽいことをやってみた――といった感じだ。

			　かわいい。

			　オレはリアの頭を撫(な)でた。

			（………？）

			　リアは理解していないようであったが、オレのなでなでを受け入れた。

			「はうぅ……っ!!」

			　そしてシャルルは、一際敏感に反応していた。

			　瞳(ひとみ)を閉じて、両の拳を握り締め、かき氷のキーンに堪えるみたいな顔をしている。

		

	
		
			[image: p282.jpg]
		

	
		
			「つまりシャルルは、ラクトさまの、およっ、およっ…………」

			「およめさんになるわけだな」

			「はううぅぅ――――っ！」

			　オレが肯定してやると、真っ赤になって、ぷるぷると震え――。

			「はきゅうぅん…………」

			　仰向けに倒れた。

			　シャルルにとって『ケッコン』は、気絶するほどうれしいことであったらしい。

			「かわいいなぁ、リーダー。あはは」

			　ミーアが軽やかに笑い、シャルルにヒザ枕をした。

			「っていうかちょっと、待つんだぜなぁ！」

			「なにをだ？」

			「どうしてみんなでケッコンするようなお話になっているんだぜなっ?!」

			「仮にケッコンするとしたら、みんなでするからに決まってんだろ？」

			「ダメなんだぜなっ！　ダメなんだぜなぁ！　みんなとなんて、ダメなんだぜなぁ！　ケケケ、ケッコンは、世界で一番大好きな、ひとりの人とやらないとダメなんだぜなぁ！」

			「別にダメってことはないだろう」

			「ダメなんだぜなぁ!!」

			　リンディスは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、[image: kaommoji_1.png]な顔で言ってきた。

			　そしてリンディスがごねたので、結婚の話はうやむやになった。

			　みんなもそれで、納得していた。

			「やはり、心の準備がな……」

			「やっぱりちょっと、早い……じゃんね…………」

			「わたしも、おねぇちゃんとおんなじ意見です……」

			「まぁボクは、みんながそう言うんなら……って感じかなぁ。あはは」

			（………？）←そもそも理解していないリア。

			　シャルルはどうなんだろう？　と、思ったりもしたが――。

			「はうぅぅぅぅぅぅ…………」

			　シャルルは気絶から覚めるなり、ミーアの後ろに隠れてしまった。

			　羞(しゆう)恥(ち)で顔を真っ赤に染めて、半泣きで言ってくる。

			「シャルルはシャルルは、もう少しお時間がほしいシャルルであります…………」

			「そっか」

			　なんとか丸く納まったので、オレはみんなと朝食をとった。

			「ほら、リンディス」

			「ぜなっ……！」

			　唯一機嫌が悪そうだったリンディスにしても、オレが刺し身を口元に持って行ってやると、あーん、して口にふくんだ。

			　カミーユの後ろから頭だけだしている格好で、もこもこ噛んでこくりと飲み込む。

			「おいしいか？」

			（…………こく）

			　それからもリンディスは、オレが食べものを口元に持っていくたび、もこもこと食べた。

			　

			〈『物理さんで無双してたらモテモテになりました』⑤へ続く〉

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			スーパーに捨ててあるキャベツの葉っぱを拾って食べる生活も早三年。今では十八円のモヤシにも、「高いな」と思えます。（二〇一五年八月現在）

			　

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一五年八月現在）

		

	
		
			物(ぶつ)理(り)さんで無(む)双(そう)してたらモテモテになりました④

			発行日：２０１５年８月31日

			著　者：ｋ(ケー)ｔ(テイー)60

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)kt60 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『物理さんで無双してたらモテモテになりました④』（２０１５年８月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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